
平成２８年度 第２回ゆりはま創生総合戦略会議 

 

日 時 平成２８年１２月５日（月） 

１３時３０分～      

場 所 湯梨浜町役場 講堂     

 

１．開 会 

 

 

２．町長あいさつ 

 

 

３．会長あいさつ 

 

 

４．平成２７年度事業の事業評価について 

 ○事業番号：33 

事業名：観光地域づくりの核となる「ＤＭＯ」の推進（広域連携）① 

のＫＰＩに係る数値が確定したため、報告するもの。 

 

 

５．平成２８年度事業の進捗状況と取組状況及び平成２９年度事業について 

 

 

 

 

６．その他 

 

 

 

７．閉 会 



敬称略

役職 氏名 備考
1 産 湯梨浜町商工会 会長 中島　守
2 産 ＪＡ鳥取中央 湯梨浜営農センター長 西本　稔
3 産 株式会社　栄進工業 代表取締役 坂田　康則
4 官 湯梨浜町 町長 宮脇　正道
5 学 鳥取看護大学・鳥取短期大学 理事長 山田　修平 会長
6 学 東郷湖・未来創造会議 会長 遠藤　公章
7 学 女性団体連絡協議会 会長 井土　美智子 副会長
8 金 山陰合同銀行 羽合支店長 山村　靖
9 金 鳥取銀行 羽合支店長 若山　敬之
10 金 日本政策金融公庫 鳥取支店事業統轄 小野寺　仁史
11 労 労働団体の関係者 加藤　一
12 労 労働団体の関係者 野口　智恵子
13 言 新日本海新聞社 顧問 佐伯　健二
14 公募 男性公募 森田　宏樹
15 公募 女性公募 杉本　貴美子

16 鳥取県中部総合事務所　地域振興局 参事 中本　修
17 湯梨浜町 副町長 仙賀　芳友
18 湯梨浜町 副町長（地方創生担当） 山根　孝幸
19 湯梨浜町 教育長 土海　孝治
20 湯梨浜町総務課 課長 蔵本　知純
21 湯梨浜町議会事務局 局長 川本　栄二
22 湯梨浜町出納室 室長 川田　信行
23 湯梨浜町建設水道課 課長 小林　長志
24 湯梨浜町産業振興課 課長 前田　啓嗣
25 湯梨浜町企画課 課長 森　輝信
26 湯梨浜町町民課 課長 重松　雅文
27 湯梨浜町子育て支援課 課長 丸　真美
28 湯梨浜町総合福祉課 課長 米増　誠
29 湯梨浜町健康推進課 課長 瀬戸　隆行
30 湯梨浜町長寿福祉課 課長 竹本　恵子
31 湯梨浜町教育総務課 課長 西原　信男
32 湯梨浜町生涯学習・人権推進課 課長 山田　昭彦
33 湯梨浜町中央公民館 館長 冨山　弘道
34 湯梨浜町立図書館 館長 尾嶋　敏彦
35 湯梨浜町国民宿舎水明荘 支配人 中山　明
36 湯梨浜町みらい創造室 室長 岩崎　正一郎 事務局
37 湯梨浜町みらい創造室 安心生活担当係長 船木　宣孝 事務局
38 湯梨浜町みらい創造室 活力創造担当主事 會見　典恵 事務局
39 湯梨浜町みらい創造室 町民協働担当主事 谷岡　雅也 事務局

区分

任期：平成27年5月27日～平成29年5月26日（２年間）

ゆりはま創生総合戦略会議委員名簿



平成２７年度　湯梨浜町まち・ひと・しごと創生総合戦略　具体的事業一覧
基本目標Ⅰ　活力ある元気なまち

事業概要担当課施策
新規
継続

H27　事業実施内容
【H26からの繰越含む】

H28　KPI　目標・結果
【H27からの繰越含む】

事業名
H28　事業内容

【H27からの繰越含む】
H27　KPI　事業評価

【H26からの繰越含む】
H27　KPI　目標・結果
【H26からの繰越含む】

資料 １ 

実績額　0円 予算額　0円

実績額　3,681,000円 予算額　3,960,000円

実績額　0円 予算額　1,641,000円
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34

33

②
観
光
産
業
の
振
興

産
業
振
興
課

観光地域づくりの核とな
る「ＤＭＯ」の推進（広域
連携）①

とっとり梨の花温泉郷広域観光協議会を法人化し、旅行
業を登録することにより組織体制を安定化させることでＤ
ＭＯの核として位置づけ、構成団体等の関係機関との役
割分担を整理するとともに連携を深め、地域のコーディ
ネート機能を持ったランドオペレーターとして整備し、受入
地の事情でなく（外国人を含めた）旅行者の要請を最優
先することのできるワンストップサービスの提供等を行う
体制を構築する。また、婚活イベント（縁結びバスツアー）
やセミナー等の婚活事業を実施。
○全体事業費　3,681千円（広域連携事業全体額20,617
千円）

新規

【タイプⅠ】※H27.12月補正計上
鳥取県中部圏域及び岡山県蒜山地域の連携を強め、観光
資源の共有及び周遊環境の整備等による広域観光地の魅
力向上のため事業を展開。DMO体制整備を伸展させるた
め、情報発信や受入環境整備、各種誘客事業を行った。
①もてなし・受入環境整備事業
②温泉地イメージ戦略事業
③情報発信事業
④プロモーション推進事業
⑤誘客戦略事業

【目標】
とっとり梨の花温泉郷広域観光
協議会エリア
①年間観光入込客数：2,200千
人
②年間観光宿泊客数：550千人
③年間外国人宿泊客数：10千人

【結果】
とっとり梨の花温泉郷広域観光
協議会エリア
①年間観光入込客数：2,171千
人
②年間観光宿泊客数：608千人
③年間外国人宿泊客数：18千人

②
観
光
産
業
の
振
興

健
康
推
進
課

観光地域づくりの核とな
る「ＤＭＯ」の推進（広域
連携）②

H28：ワールドトレイルズカンファレンスWTC負担金（再
掲）

新規

②
観
光
産
業
の
振
興

産
業
振
興
課

観光施設等への外国語
表記推進

町内観光施設等の外国語表記を行い、インバウンドを推
進する。

新規

【目標】
中部エリア（H29.3月）
①年間観光入込客数：2,300,000
人
②年間観光宿泊客数：566,500
人
③年間外国人宿泊客数：18,000
人
中部エリア（H31.3月）
①年間観光入込客数：2,500,000
人
②年間観光宿泊客数：600,000
人
③年間外国人宿泊客数：20,000
人

【目標】
①海外からのイベント参加者
数：200人（H29.3月）、500人
（H32.3月）
②海外からのイベント参加国
数：8カ国（H29.3月）、20カ国
（H32.3月）
③町内観光入込客数：101万人
（H29.3月）、110万人（H32.3月）

【目標】
中部エリア（H29.3月）
①年間観光入込客数：2,300,000
人
②年間観光宿泊客数：566,500
人
③年間外国人宿泊客数：18,000
人
中部エリア（H31.3月）
①年間観光入込客数：2,500,000
人
②年間観光宿泊客数：600,000
人
③年間外国人宿泊客数：20,000
人

【加速化】※H28.2月補正計上
・DMO中部観光振興（広域観光連携）　3,178,000円
・DMO中部観光振興（名探偵ｺﾅﾝﾂｱｰ）　 782,000円

Ｈ27計画に基づき改善を行う。

【加速化】※H28.2月補正計上
H28ワールドトレイズカンファレンス負担金

【評価：C　計画どおりに進んで
いる】
組織を立ち上げ、事業に着手し
た。

【加速化】※H28.2月補正計上

グラウンド・ゴルフのふる里公園　潮風の丘とまり
クラブハウス等　施設案内（多言語対応）作成委託料
　　世界の競技人口、Ｇ･Ｇの歴史案内板
　　施設内案内多言語化
　　Ｇ・Ｇルール　DVD作成（多言語対応）
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湯梨浜町まち・ひと・しごと創生総合戦略　平成２８年度事業進捗状況報告
基本目標Ⅰ　活力ある元気なまち

H27（繰越分）

執行済額 執行済額

【評価：B　計画以上に進んでいる】

【達成率】 100%

予算額　756,000円
【進捗率】 50%

【評価：C　計画どおりに進んでいる】

【達成率】 50%

予算額　380,000円
【進捗率】 50%

【評価：C　計画どおりに進んでいる】

【達成率】 0%

予算額　10,482,000円
【進捗率】 30%

【評価：C　計画どおりに進んでいる】

【達成率】

予算額　0円
【進捗率】

【評価：C　計画どおりに進んでいる】

【達成率】 85%

予算額　2,000,000円
【進捗率】 50%

【達成率】 -

予算額　0円
【進捗率】 -

毎年、少しづつ変わっているが基本線
は同じであり、中身についてもっと練りこ
む必要がある。

【H29年度に向けた方針】
12月5日の会議で今年度の進捗状
況の確認新を行うとともに、年度に
向けて検討を行う。

【H29年度に向けた方針】
年度が替わる前から相談を始め、
内容について練りこんでいく。

【H29年度に向けた方針】
広報ゆりはま以外にＪＡの広報誌
等も活用し、ＰＲに努める。

【H29年度に向けた方針】

【H29年度に向けた方針】
規模拡大及び雇用の拡大を目指
し、関係機関と連携して事業を促
進する。

【H29年度に向けた方針】

１段目：H28KPI目標

２段目：現在の状況

３段目：達成率、４段目：進捗率

【目標】
総合戦略会議、成果検証会
議を1回以上開催する

【目標】
売上拡大を目指し、H28の
主力梨（二十世紀、新甘
泉、新興、王秋、あたご）の
進物箱の平均単価を100円
増とする。
（H31の最終的な進物用単
価をH28年比300円増とす
る。）

【目標】
対象農業者による省力化防
除面積の２０％増

【目標】

【目標】
梨栽培面積35a増（前年と合
わせ栽培面積70aとする）

【目標】

【現在の状況】
5月12日、総合戦略会議を
開催し、検証等を実施（12月
5日にも開催予定）

【現在の状況】
パンフレットに掲載する内容
について昨年の反応等を勘
案しながら協議、原案作成
中。

【現在の状況】
希望者の掘り起しのため、Ｊ
Ａと共同で説明会を随時開
催中。
申請受付　梨：10名、柿：1
名

【現在の状況】

【現在の状況】
農地契約済、収穫・販売
中。

【現在の状況】

現在までの評価

■4月28日に本部会議を開催。H27のKPI、事業
の達成状況、H28事業内容等を協議した。
■5月12日総合戦略会議を開催。H27のKPI、事
業の達成状況、H28事業内容等を協議した。ま
た、総合戦略を改訂した。
■総合戦略会議の資料、議事録をHPに掲載。
■7月11日に第2回本部会議を開催。H28の進
捗状況、推進交付金等の今後のスケジュールを
確認。
■交付金相談会出席、GG国際化協会協議、生
涯活躍のまち移住促進センターセミナー参加

順調に進捗している。

ＪＡ等に寄せられた意見をもとに、本年度に発行
するパンフレットについて作成中（11月納品予
定）

◆二十世紀梨
H27：3,872円/10kg箱
H28：4,006円/10kg箱(+134円)
◆新甘泉
H27：5,577円/10kg箱
H28：5,609円/10kg箱（+32円）
◆新興
H27：2,808円/10kg箱
H28：3,380円/10kg箱（+572円）
◆王秋
H27：3,383円/10kg箱
H28：
◆あたご梨
H27：3,954円/10kg箱
H28：

栽培面積の拡大を目指し、水田転換等による造
成場所の候補地（門田、園、中興寺）を選定、地
権者と協議中である。中興寺団地についてはほ
ぼ確定し、ＪＡと連携して地権者に説明を開始し
た。

梨、柿、ぶどうについては希望者の堀りおこしを
行い、１０月末まで申請を受け付けしているとこ
ろ。

　10月末までの状況は、柿の新植1名（10ａ）、梨
（新甘泉）の新植10名（約1ｈａ）

ＫＰＩ達成のため、栽培面積の拡大のため、東郷
果実部を通じて手放したい果樹園（成園であり、
耕作放棄されていない農地に限る）をあたって
おり、取り組み可能な候補地を選定し、現在契
約も完了したところ。成園を借りたことで収穫が
見込めるため、順調に進むものと思われる。
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計画

実績

計画

実績

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12

1
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6
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み
ら
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創
造
室

担当課施策

湯梨浜町総合戦略
策定事業

事業名
H28　事業内容

【H27からの繰越含む】

湯梨浜町まち・ひと・しごと創生総合戦略に関する事
業を着実に実施していくとともに、成果検証を行い改
善を図っていく。
　・総合戦略会議、成果検証会議委員報償金　48千
円
　・報告会、説明会、研修会への参加旅費　548千円
　・消耗品の購入、郵券料　160千円

※H28から「地方創生経常経費」へ統合

果樹園等維持管
理・流動化促進事
業

本年度の栽培面積に加え、さらに栽培面積を拡大
し、プロジェクトとして増産に取り組む。

【推進交付金】※H28.6月補正計上
・東郷梨地域連携栽培プロジェクト補助金　2,000千
円

①
農
林
水
産
業
の
振
興

東郷梨地域連携栽
培プロジェクト事業

①
農
林
水
産
業
の
振
興

産
業
振
興
課

産
業
振
興
課

①
農
林
水
産
業
の
振
興

産
業
振
興
課

①
農
林
水
産
業
の
振
興

①
農
林
水
産
業
の
振
興

産
業
振
興
課

農産物販路拡大及
びブランド化推進
事業

産
業
振
興
課

東郷梨栽培促進事
業（農業生産現場
強化事業）

進物用パンフレットを見てＪＡ等の生産者や役場に問
い合わせをしてきた消費者もおり、本年度もパンフ
レットの作成を支援する。

○全体事業費
　鳥取梨生産振興事業（地方創生）のうち補助金
　パンフレット作成支援　380千円

梨・柿・ぶどう等、人気の高い新品種への更新、ス
ピードスプレーヤや乗用モアといった省力化防除用
機械の導入、気象災害に備えた設備の導入・更新を
支援する。
○全体事業費
　鳥取梨生産振興事業（地方創生）のうち補助金
　梨新植・省力化防除用機械、気象災害対策設備導
入支援
　7,627千円

　柿ぶどう生産振興事業（地方創生）
　新品種の新植・ハウス導入支援　2,855千円

（東郷梨生産振興事業に統合）

鳥取梨等生産振興
事業（農業生産現
場強化事業） 計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

【事業評価に対する対応策】
今後も希望者の掘り起しに努め
る。

【事業評価に対する対応策】

【事業評価に対する対応策】
来年度の規模拡大のため、ＪＡ・東
郷果実部等と緊密に連携しなが
ら、条件のより良い果樹園の出し
手を探す。

【事業評価に対する対応策】

新甘泉の高値取引が続いており、興味
を示す農業者が増えたことから、計画通
りに進捗している。

栽培条件の整った果樹園を出したいと
いう高齢農家の好意によって進んでい
るが、来年度以降の規模拡大に向けて
準備が必要。

H28　KPI　事業評価
【H27からの繰越含む】

予算執行状況　単位：千円

0 270

0 0

0 0

0 0

H28

今年度は2回開催する。5月12日に総合
戦略会議を開催し検証等を行い、12月5
日の会議では今年度の進捗状況の確
認、新年度に向けて検討を行うことによ
り、計画以上に進めている。

上段：事業評価に対する対応策
下段：H29年度に向けた方針

【事業評価に対する対応策】
予定通り会議を開催する。

【事業評価に対する対応策】
販売に直結するものであり、早い
段階から着手する必要がる。

事業説明 申請受付 事業実施・随時現地確認 

取り組み状況等をＨＰや町報等で公開 

関係者協議 
事業実施 次年度準備 

次年度準備 

申請受付 事業実施・随時現地確認 次年度準備 

ゆりはま未来づくり本部会議、ワーキンググループ会議、総合戦略会議 随時開催、 各課事業の執行 

5/12総合戦

略会議開催 

4/28本部

会議開催 

総合戦略の

状況をHP掲

載 

事業説明 申請受付 事業実施・随時現地確認 次年度準備 

6/22各課

へ本部会

議資料作

成依頼 

7/11第2回

本部会議

開催 

9/21各課

へ本部会

議資料作

成依頼 

交付金相談会出席、GG国際化協会協議、生涯活躍

のまち移住促進センターセミナー参加 

関係者協議 

事業説明 申請受付 

関係者協議 関係者協議 

資料 ２ 
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基本目標Ⅰ　活力ある元気なまち

H27（繰越分）

執行済額 執行済額

１段目：H28KPI目標

２段目：現在の状況

３段目：達成率、４段目：進捗率

現在までの評価1 32月 4 5 6 7 8 9 10 11 12担当課施策 事業名
H28　事業内容

【H27からの繰越含む】
H28　KPI　事業評価

【H27からの繰越含む】

予算執行状況　単位：千円

H28
上段：事業評価に対する対応策

下段：H29年度に向けた方針

資料 ２ 

【評価：D　計画より遅れている】

【達成率】 0%

予算額　4,311,000円
【進捗率】 30%

【評価：C　計画どおりに進んでいる】

【達成率】 15%

予算額　725,000円
【進捗率】 15%

【評価：C　計画どおりに進んでいる】

【達成率】 66%

予算額　989,000円
【進捗率】 50%

【評価：C　計画どおりに進んでいる】

【達成率】 200%

予算額　13,153,563円
【進捗率】 90%

【評価：D　計画より遅れている】

【達成率】 0%

予算額　150,000円
【進捗率】 0%

【評価：D　計画より遅れている】

【達成率】 0%

予算額　80,000円
【進捗率】 0%

次年産に向け、圃場選定は実施済みで
あり、計画どおり進んでいる。

認定農業者等の地域農業の担い手の
増加に繋がっている。

認定農業者等の地域農業の担い手の
増加に繋がっている。

【H29年度に向けた方針】
28年度の事業評価を踏まえ、必要
があれば制度を見直す。

【H29年度に向けた方針】
Ｈ29年に耕作できるよう、年内を目
途に権利設定が終了するよう進め
る。

【H29年度に向けた方針】
担い手の経営規模拡大に向け継
続して支援するとともに、新たな担
い手の掘り起しを行う。

【H29年度に向けた方針】
担い手の経営規模拡大に向け継
続して支援するとともに、新たな担
い手の掘り起しを行う。

【H29年度に向けた方針】
商工会等と連携し、制度のPRに努
める。

【H29年度に向けた方針】
商工会等と連携し、制度のPRに努
める。

【目標】
権利設定面積８ｈａ

【目標】
認定農業者　３名増

【目標】
認定農業者　１名増

【目標】
取得件数：１件

【目標】
作成件数：１件

【現在の状況】
新規権利設定　1.25ha

【現在の状況】
認定農業者増加数　2名増
計画認定者（事業継続者）
の補助金申請手続きを行っ
た。
新規認定農業者申請相談
受付　4名

【現在の状況】
認定農業者増加数　2名増
計画認定者（事業継続者）
の補助金申請手続きを行っ
た。

【現在の状況】
事業の内容について検討中

【現在の状況】
事業の内容について検討中

【目標】
準認定新規就農者：1人増
準認定農業者：2人増

【現在の状況】
準認定新規就農者、準認定
農業者増加数：0人
町報掲載、パンフレット作成
及び県外就農相談会への
参加により事業を周知を
行った。
事業申請（中古機械購入）３
件

事業周知により、事業活用の相談が寄せられる
ようになったが、認定農業者や新規認定農業者
を目指す方からの相談がほとんどである。
今後はＫＰＩ目標達成に向け、事業周知と併せて
準認定新規就農者や準認定農業者の掘り起し
を行う。
 
 現在、農大やアグリチャレンジを受けている3人
のほかに、新たに3人の方より、新規就農に向
けた相談あり。

　今年産の耕作に向けた権利設定を実施。今後
は次年産に向け対応予定。

 4月からの作付に向けて、12月から権利設定作
業予定。

事業活用者の経営規模拡大は順調に進んでい
る。

事業活用者の経営規模拡大は順調に進んでい
る。

10月中の要綱作成を目指す。

10月中の要綱作成を目指す。

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

11

12

7

8

9

10

①
農
林
水
産
業
の
振
興

①
農
林
水
産
業
の
振
興

産
業
振
興
課

中核的担い手農家
育成奨励金交付事
業（農業生産現場
強化事業）

【事業主体】中村弘明
【事業内容】水稲の販路拡大を図るため、特別栽培
米の取組を行う。しかし、町内JAでは特別栽培米を
取り扱っていないことから、自身で乾燥調製を行い、
販売するもの。
【事業費】2,116,044円
【補助金額】979,650円（県653,100円、町326,550円）

【事業主体】(株)ネクステファーム
【事業内容】農産物の生産から販売、消費まで行う
多角化農業に必要な施設・機械導入及び販路拡大
の取組みを支援。
（田植機、コンバイン、水稲色選機、乾燥調製設備、
ハウス、販売促進チラシ等）
【事業費】19,730,345円
【補助金額】13,153,563円（県9,865,172、町3,288,391
円）

町内の名産・特産について、GIマークや商標権、意
匠権等の取得・更新を推進する。
・知的所有権の取得・更新に係る調査・研修費用の
助成　150千円

町内で生産された農水産物等の販売促進のため、
パッケージデザイン作成費用を助成する。
・パッケージデザイン作成費用助成　80千円

産
業
振
興
課

パッケージデザイン
作成助成事業

実績
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林
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産
業
の
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興

産
業
振
興
課

湯梨浜版担い手認
定

湯梨浜町担い手ステップアップ支援事業を創設し、
平成２８年度から本格的に事業に取り組む。
【対象者】
①認定農業者、②準認定農業者、③認定新規就農
者、④準認定新規就農者、⑤集落営農組織
【支援内容、補助率等、対象者】
○就農奨励金：就農３年以内の対象者に定額３０万
円、④
○新規就農者住宅家賃補助：町外から転入する就
農者に家賃の1/2（上限2万円）を補助、③・④
○中古機械導入補助：中古機械導入費の1/3(上限
10～50万円）を補助、①・②・③・④
○農業機械修理補助：農業機械・施設の修繕費の
一部を補助（5～30万円）、①・②・③・④・⑤

【事業内容】本町の農地を守るため、町外農業者が
本町の農地を3年以上借り受けた場合、奨励金を交
付するもの。

①
農
林
水
産
業
の
振
興

産
業
振
興
課

知的所有権取得支
援

①
農
林
水
産
業
の
振
興

産
業
振
興
課

がんばる農家プラ
ン支援事業（農業
生産現場強化事
業）

①
農
林
水
産
業
の
振
興

産
業
振
興
課

もうかる６次化・農
商工連携支援事業

934

【事業評価に対する対応策】
地域農業の維持には中規模担い
手の育成も必要であり、兼業農家
等への周知を行う。

ステップアップ事業への関心は高まって
いるが、認定農業者や新規認定農業者
を目指す方が多い。

－

計画

実績

0

0 689

－ 0

0 0

0 0

0

【事業評価に対する対応策】
年内に権利設定が終了するよう、
地権者の了解をもらう。

【事業評価に対する対応策】
担い手の経営規模拡大は順調に
進んでおり、引き続き支援する。

【事業評価に対する対応策】
担い手の経営規模拡大は順調に
進んでおり、引き続き支援する。

【事業評価に対する対応策】
要綱作成中（パッケージデザイン
作成支援事業と同一要綱）

【事業評価に対する対応策】
要綱作成中（知的所有権取得支
援事業と同一要綱）

相談対応・認定審査会等 
町報掲載 

パンフレット作成 就農相談会 

（東京、大阪） 

相談対応 

交付申請・実績報告 

（認定農業者） 

相談対応 

実績報告等 

相談対応 

申請手続き 

（計画認定者） 

実績報告等 

（計画認定者） 

要綱策定 
相談対応・認定審査会等 

要綱策定 

相談対応・認定審査会等 

権利設定 1.25ha 

事業検討 

事業検討 

町報6月号掲載 

パンフレット作

成 

（6/21完成） 

6/26就農相談会（東京） 

新規就農相談2件 

7/30就農相談会（大阪） 

中古機械購入補助 

申請３件 

申請手続き 

認定農業者 

2名新規認定 
認定農業者 

新規認定相談受付4名 

事業完了手続き 

（9/26支払） 

申請手続き 

（5/10交付決

認定農業者 

2名新規認定 

事業完了手続き 

（10/25支払予定） 

申請手続き 

（計画認定者） 
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基本目標Ⅰ　活力ある元気なまち

H27（繰越分）

執行済額 執行済額

１段目：H28KPI目標

２段目：現在の状況

３段目：達成率、４段目：進捗率

現在までの評価1 32月 4 5 6 7 8 9 10 11 12担当課施策 事業名
H28　事業内容

【H27からの繰越含む】
H28　KPI　事業評価

【H27からの繰越含む】

予算執行状況　単位：千円

H28
上段：事業評価に対する対応策

下段：H29年度に向けた方針

資料 ２ 

【評価：C　計画どおりに進んでいる】

【達成率】 0%

予算額　0円
【進捗率】 30%

【達成率】 -

予算額　0円
【進捗率】 -

【評価：D　計画より遅れている】

8/30  申請受付 9/2 交付決定
9/14 事業着
手

【達成率】 -

予算額　440,000円
【進捗率】 30%

【達成率】 -

予算額　0円
【進捗率】 -

【達成率】 -

予算額　7,999,000円
【進捗率】 -

【評価：D　計画より遅れている】

　

【達成率】 50%

予算額　7,999,000円
【進捗率】 45%

【①東郷湖漁協漁業振興費補助金】

未実施

【②内水面漁場環境保全事業補助金】

次年産に向け、圃場選定は実施済みで
あり、計画どおり進んでいる。

①については未実施（１０月実施）

②については、計画より早い時期に事
業実施できている。

漁獲量については、Ｈ２９年１月に取りま
とめの予定（現在の漁獲量は、前年並
み・・・東郷湖漁協聞取り）

4/1から任用していた1名が9月末で退任
してしまい、9/末現在で任用0名となって
しまった。

【事業評価に対する対応策】

【H29年度に向けた方針】
協力隊で取り組むテーマを明確に
し、関係課の支援体制を整える。

【H29年度に向けた方針】
Ｈ29年に耕作できるよう、年内を目
途に権利設定が終了するよう進め
る。

【H29年度に向けた方針】

【H29年度に向けた方針】
今後の状況を見ながらH29年度当
初予算への計上を検討する。

【H29年度に向けた方針】

【H29年度に向けた方針】

【事業評価に対する対応策】

【事業評価に対する対応策】
①については、実施に向けて準備
中と関係者に確認済。

【目標】
27年度に引き続き、農地中
間管理事業を活用し、（農）
みどり生産組合に５haの農
地を権利設定を行うよう事
業推進する。

【目標】

【目標】
シジミ漁獲量　30tの増

【目標】

【現在の状況】
（農）みどり生産組合と今年
産、次年産作付けについて
打合せ実施。（農）みどり生
産組合から作業員紹介の
依頼を受け、総合福祉課か
ら紹介された生活保護受給
者1名を含む町民2名を紹介
済。
次年産圃場を5ha分選定

【現在の状況】

【現在の状況】
①　未実施（現在、覆砂事
業用の砂を手配中と漁協へ
確認済）
②　申請受付、交付決定、
事業着手まで済

【現在の状況】

【現在の状況】

【現在の状況】
1名は4/1より任命したが9/
末で退任。別途募集してい
た1名について、9/5に任用
を決定。現在、着任日を調
整中。

　今年産、次年産の作付に向けて、随時打合せ
を実施中。目標達成に向け、協議を重ねていく。

【東郷湖漁協漁業振興費補助金】
　　未実施

【内水面漁場環境保全事業補助金】
　8/30  補助金申請受付
　9/2　交付決定
　9/14 事業着手

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

実績

13

14

15

16

17

18

①
農
林
水
産
業
の
振
興

①
農
林
水
産
業
の
振
興

産
業
振
興
課

地域資源商品化支
援事業

産
業
振
興
課

①
農
林
水
産
業
の
振
興

産
業
振
興
課

砂丘農業復活プロ
ジェクト事業

①
農
林
水
産
業
の
振
興

港の資源振興事業
②【Ⅰ：③商工業の
振興にも掲載あり】

27年度に引き続き、羽合砂丘地において、農地中間
管理事業を活用し、（農）みどり生産組合に５haの農
地を権利設定を行うよう事業推進する。

○東郷湖漁協漁業振興費補助金
【事業内容】漁協が実施する覆砂事業費を補助し、
東郷池の水質浄化及びシジミの増殖を図る。
【予算額】174,000円

○内水面漁場環境保全事業補助金
【事業内容】東郷湖の浮遊ゴミ等の処理費を補助し、
漁場環境を保全する。
【予算額】266,000円

地域おこし協力隊2名雇用し、地域活動に従事。地
域の活力向上を図る。
◆協力隊2名分報酬等　4,642千円
◆消耗品　15千円
◆活動費　3,342千円

種苗放流支援事業

産
業
振
興
課

温泉熱を活用した
農業・観光分野の２
次利用への展開
【Ⅰ：②観光産業の
振興及びⅢ：②ま
ちのにぎわい創出
や拠点の形成にも
掲載あり】

①
農
林
水
産
業
の
振
興

企
画
課

①
農
林
水
産
業
の
振
興

産
業
振
興
課

港の資源振興事業
①【Ⅰ：③商工業の
振興にも掲載あり】

地域おこし協力隊2名雇用し、地域活動に従事。地
域の活力向上を図る。
◆協力隊2名分報酬等　4,642千円
◆消耗品　15千円
◆活動費　3,342千円

計画

実績

計画

■4/1から着任している佐藤隊員は、地域との
つながりを深めながら、サカナクワイ屋、よどや
等での活動を行っている。自ら「軽トラ市」を企
画し、産品等の販売PRにも取り組んだ。
　しかしながら、自己都合により9月末で退任し、
9月末時点で任用0名となってしまった。
■6/24から8/5まで協力隊員を1名募集し、5名
の応募があった。8/19に一次選考、9/5に二次
選考を行い、神戸市在住の女性1名が合格と
なった。着任日を現在調整中。（12月1日任用予
定）

0 0

- 0

0 0

0 1,548

【目標】
地域おこし協力隊任用：2名
（平成27年度任用者含む）

【目標】
地域おこし協力隊任用：2名
（平成27年度任用者含む）

【事業評価に対する対応策】

【事業評価に対する対応策】
年内に権利設定が終了するよう、
地権者の了解をもらう。

【事業評価に対する対応策】
関係課と調整し、早い時期に1名
募集開始する。

相談対応・地権者交渉 
権利設定 

申請受付 事業実施 
実績報告・確認 

 協力隊の活動推進（佐藤隊員） 

 隊員募集準備  隊員募集・PR 

 隊員募集準備 
 6/24～8/5 隊員募集・PR 

 9/5 採用決定 

 協力隊の活動推進（佐藤隊員） 

みどり生産組合と協議 

次年産圃場選定 

５ha分 

みどり生産組合と協議 
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基本目標Ⅰ　活力ある元気なまち

H27（繰越分）

執行済額 執行済額

１段目：H28KPI目標

２段目：現在の状況

３段目：達成率、４段目：進捗率

現在までの評価1 32月 4 5 6 7 8 9 10 11 12担当課施策 事業名
H28　事業内容

【H27からの繰越含む】
H28　KPI　事業評価

【H27からの繰越含む】

予算執行状況　単位：千円

H28
上段：事業評価に対する対応策

下段：H29年度に向けた方針

資料 ２ 

【評価：E　未着手、未実施、先送りなど】

【達成率】 0%

予算額　1,167,000円
【進捗率】 0%

【達成率】 -

予算額　0円
【進捗率】 -

【評価：C　計画どおりに進んでいる】

【達成率】 -

予算額　6,281,000円
【進捗率】 90%

【評価：C　計画どおりに進んでいる】

【達成率】 -

予算額　1,500,000円
【進捗率】 10%

評価：Ｄ　計画より遅れている。

【達成率】 40%

予算額　4,744,000円
【進捗率】 40%

事業については、計画的に実施中であ
るが、目標数値については、把握できて
いない。

1件要望有り（9月補正計上済み）

【H29年度に向けた方針】
今後対象者が出てくれば、H29年
度当初予算に計上。

【H29年度に向けた方針】

【H29年度に向けた方針】
次年度の大会に向けては、要項の
作成及び募集案内を３～４か月早
め、新規参加国の拡大を図るとと
もに、継続参加国の維持を図る。

【H29年度に向けた方針】
引き続き、有利財源を探しながら、
国際化並びに聖地化に向けた取
組みを継続していく。

【H29年度に向けた方針】
ゆりはま天女ウォークを基軸に
ウォーキングリゾートを推進するた
めの、海外への情報発信や連携
を強化する。

【事業評価に対する対応策】

【現在の状況】
1隻申請予定。（9月補正計
上済）

【現在の状況】

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

22

19

20

21

23

産
業
振
興
課

特産品開発推進事
業

②
観
光
産
業
の
振
興

生
涯
学
習
・
人
権
推
進
課

グラウンド・ゴルフ
国際化及び潮風の
丘聖地化の推進①

②
観
光
産
業
の
振
興

産
業
振
興
課

グラウンド・ゴルフ
国際化及び潮風の
丘聖地化の推進②

①
農
林
水
産
業
の
振
興

町内の漁業者が省エネルギー化により漁業経営改
善を図るために、省エネ型エンジンを購入するため
の経費に対しての補助支援。

①
農
林
水
産
業
の
振
興

産
業
振
興
課

沿岸漁業活性化推
進事業

②
観
光
産
業
の
振
興

健
康
推
進
課

ウオーキングリゾー
ト構想の推進及び
インバウンドの促
進

【加速化】※H28.2月補正計上
ワールドトレイルズカンファレンスにおける湯梨浜町
ウォーキングコースにおいて町の特産等でおもてな
しを行う。
また、韓国・済州オルレと友好を深め相互交流を充
実するための協議を行う。

【加速化】※H28.2月補正計上
・海外ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ活動旅費等2,343千円
・国際化促進ＰＲ用具248千円
・国際化促進ＰＲ用具送料43千円
・国際交流大会補助金3,647千円

【加速化】※H28.2月補正計上

グラウンド・ゴルフのふる里公園　潮風の丘とまり
クラブハウス等　施設案内（多言語対応）作成委託
料
　　世界の競技人口、Ｇ･Ｇの歴史案内板
　　施設内案内多言語化
　　Ｇ・Ｇルール　DVD作成（多言語対応）

4,433 -

■1隻申請予定であるため、9月補正に予算計
上済。
　補助対象経費7,000千円（事業費7,200千円）
×補助率1/6＝補助額1,166,666円

5/13に実行委員会を開催、募集要項等につい
て協議。現在募集要項を翻訳中。
7/21から国内外の参加者を募集
9/16実行委員会を開催。応募状況、意見交換
会及び参加者交流会の内容等について協議。
9/30受付最終締切。海外5カ国から71人、国内
在住外国人22人、日本人99人の応募あり。
10/1①意見交換会（韓・蒙・露・波・西+日本協
会・町・県・アシックス）32人【うち通訳4人】
10/1②参加者交流会【（韓19+21、蒙17、露1、波
6、西3）＋日本側18＋通訳2】87人
10/2大会の開催：当日参加者176人（海外5カ国
65人、国内在住外国人17人、日本人94人、参加
国合計12か国参加）

グラウンド・ゴルフ多言語化対応DVD等作成す
るため、指名型プロポーザル方式による委託業
務のための要項、仕様書、審査会設置要綱を
作成。
その後、指名型プロポーザルにより業者を選定
随意契約を行った。
今後、構成等協議しながら、撮影等を行い
多言語化対応したDVD（PR動画）を作成する予
定である。

海外からの参加者を増やすため、ＷＴＣ実行委
員会を中心に各団体と連携をとってきた。現在
海外ツアーの参加者が80名であり今後もＰＲが
必要である。

0 0

1,395 0

0

【目標】
省エネ型エンジン搭載漁
船：1隻増

【目標】

【現在の状況】
①65人
②5カ国
③は現在把握できない

【現在の状況】
①～③は現在把握できない

【現在の状況】
　参加者の募集を行った。
　海外参加者への周知は継
続。
①～③は現在把握できない

【目標】
①海外からのイベント参加
者数：200人（H29.3月）、500
人（H32.3月）
②海外からのイベント参加
国数：8カ国（H29.3月）、20カ
国（H32.3月）
③町内観光入込客数：101
万人（H29.3月）、110万人
（H32.3月）

【目標】
①海外からのイベント参加
者数：200人（H29.3月）、500
人（H32.3月）
②海外からのイベント参加
国数：8カ国（H29.3月）、20カ
国（H32.3月）
③町内観光入込客数：101
万人（H29.3月）、110万人
（H32.3月）

【目標】
①海外からのイベント参加
者数：200人（H29.3月）、500
人（H32.3月）
②海外からのイベント参加
国数：8カ国（H29.3月）、20カ
国（H32.3月）
③町内観光入込客数：101
万人（H29.3月）、110万人
（H32.3月）

【事業評価に対する対応策】
各国の窓口、事務局等と緊密な連
携を保つ。近隣市町のイベント等
を考慮した大会日程を検討する。
実行委員会内での十分な情報共
有を図る。

【事業評価に対する対応策】
より使い勝手の良い多言語対応
DVDを作成するため、引き続き関
係者と密接に打合せを行うことと
する。

【事業評価に対する対応策】
ＷＴＣ終了後、韓国を中心とした
国々とあらゆる機会を通じて情報
発信する。

【事業評価に対する対応策】
年度内実施できるよう関係者を促
していく。

海外からの参加国数は、対前年比で1
か国増。海外からの参加者数は前年を
下回ったものの、新規の参加国が３カ
国、２４人あった。２年連続の参加国は、
２か国あり、参加者数は、４１人と前年の
６人から大幅に増加した。今後とも、しっ
かりとフォローし、継続的な参加を呼び
掛けていきたい。また、今回は、中部地
区で開催された駅伝大会と日程が重
なったことにより、町内の宿泊の受け入
れが十分にできなかったことにより、大
会日程の変更を余儀なくされた。今後に
向けては、近隣の他市町のイベント日程
等も十分に考慮にいれた大会日程の設
定が必要である。

ＷＴＣは概ね予定通り進んでいるが、海
外からの参加者が目標より少ない。

実行委員会開催 
国際大会周知・参加者募集募

集 

・交流推進課、国際

交流財団協議 

・アトラクション・

おもてなしの手

配 

・通訳確保 

・歓迎式典準

備 

・旅館組合調

整 
・大会記念品、
副賞等調整・
発注 

・大会組合

せ調整 

・プログラ

ム作成 

会場準備 
・通訳・役
員事前打ち
合わせ 

国際交流大会 

歓迎式典 

実行委員会開催 

委託業務仕様書作成 契約事務 業務委託 

ゆりはま天女おもてなし
ウォーク実行委員会の開催 

九州オルレ視察 

広報・申込受付 

ゆりはま天女おもてなし

ウォーク実行委員会の開催 

準備 WTC大会 

済州オルレ視察 

ゆりはま天女おもてなし
ウォーク実行委員会の開催 

5/13 

実行委員会

開催 

5/17町補助金申請 

関係機関協議 

9/16 

実行委員会

開催 

6/27町補助金受入 

7/21～参加者募集 

開催に向けた諸準備 

10/1 

意見交換会・参

加者交流会 

10/2 

大会開催 

WTC実行委員

会と連絡調整 
広報・申込受付 

ゆりはま天女おもてなし

ウォーク実行委員会の開催 

準備 

済州オルレ視察 

委託業務仕様書

作成 

指名型プロポーザル 

の実施 7/158社指名 

8/10 3社応募（1次審

査） 

8/25 プレゼン（2次審

査） 

業務委託 

随意契約 9/5  

シセイ堂デザイン 

期間 9/5～H29/2/28 

事務打合せ 
9/13 

申請受付 事業実施 実績報告 
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基本目標Ⅰ　活力ある元気なまち

H27（繰越分）

執行済額 執行済額

１段目：H28KPI目標

２段目：現在の状況

３段目：達成率、４段目：進捗率

現在までの評価1 32月 4 5 6 7 8 9 10 11 12担当課施策 事業名
H28　事業内容

【H27からの繰越含む】
H28　KPI　事業評価

【H27からの繰越含む】

予算執行状況　単位：千円

H28
上段：事業評価に対する対応策

下段：H29年度に向けた方針

資料 ２ 

【評価：C　計画どおりに進んでいる】

【達成率】 -

予算額　1,641,000円
【進捗率】 -

【評価：C　計画どおりに進んでいる】

【達成率】 93%

予算額　1,470,000円
【進捗率】 90%

【評価：C　計画どおりに進んでいる】

【達成率】 65%

予算額　1,493,000円
【進捗率】 65%

【評価：D　計画より遅れている】

【達成率】 20%

予算額　0円
【進捗率】 20%

【達成率】 -

予算額　0円
【進捗率】 -

0

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

28

24

25

26

27

②
観
光
産
業
の
振
興

健
康
推
進
課

ワールドトレイルズ
カンファレンス事業

②
観
光
産
業
の
振
興

企
画
課

天女のふる里づくり
事業

②
観
光
産
業
の
振
興

アロハカーニバル
事業【Ⅰ：③商工業
の振興にも掲載あ
り】

産
業
振
興
課

温泉熱を活用した
農業・観光分野の２
次利用への展開
〈再掲〉
【Ⅰ：①農林水産業
の振興及びⅢ：②
まちのにぎわい創
出や拠点の形成に
も記載あり】

②
観
光
産
業
の
振
興

産
業
振
興
課

温泉水を活用した
スッポン養殖事業

②
観
光
産
業
の
振
興

産
業
振
興
課

次の実現を目指す
■一次加工処理、保管、常時提供の体制の確立
■ブランディングと販路開拓
※事業費、町補助金の活用は未定

【加速化】※H28.2月補正計上
H28ワールドトレイズカンファレンス負担金

アメリカハワイ州ハワイ郡と姉妹都市関係にある当
町において、ハワイの知名度を活かした催しとしてハ
ワイ風にアレンジしたメニューを開発、提供し、関連
イベントとあわせて町内の滞留性を高める。
・新メニュー開発とイベントオープニング
150,000円
・期間イベント（コナコーヒー、スタンプラリー等）
620,000円
・イベントＰＲ（印刷代、広告代等）
650,000円
・事務費
50,000円

天女のまちイメージ創出に向けモニュメントを完成さ
せるほか、天女サミット関係市町との連携強化を図
る。また、今後のさらなる住民参画に向け、東郷湖未
来創造会議の新たな展開を推し進める。
◆東郷湖・未来創造会議200千円
◆モニュメント除幕式等（旅費、委託料）319千円
◆天女サミット連携強化（旅費、消耗品、郵券）418千
円
◆フラワーロード推進等（原材料、消耗品）506千円

H28.9月補正予算計上
◆東郷湖・未来創造会議50千円

負担金納付済み。

アロハ丼、アロハバーガー、アロハスィーツな
ど、メニューの幅を増やして店舗が参加しやす
い設定としているほか、ハワイをイメージした新
ブランドの日本酒「JAPANESE SAKE TOGO
HAWAII of JAPAN」を開発し、町内各店舗で販
売するなど、従来の枠組みにとらわれない形で
展開している。

7月1日～8月21日という日程で実施した結果、
新メニュー提供店舗数：13店舗、新メニュー提供
食数：3,350食という結果であった。1日平均の提
供食数65.7食は過去3年間で最高となった。

■モニュメントについて、9/末に完成し、10/5に
お披露目を行った。
■第2回天女サミット（10/24大阪府高石市）開
催に向け、高石市と諸々の調整を進めている。
■東郷湖未来創造会議に関し、8/29に第1回会
議を開催。8/28には福井昌平氏を講師に招き、
まちづくりに関する講演会を行った。（100名参
加）
■8/7に京丹後市天女イベントに参加し町ＰＲ
（産振課対応）
■花と緑の夢空間プロジェクト（フラワーロード）
に関し、財源となる基金の創設について案を作
成、未来創造会議等で意見を聞いた。

■本年度の事業で、産卵後に卵を保管する場
所などを完成させる。この事業費は旅館組合の
当初予算で計上済み。
■スッポンの産卵時期の春から夏に間に合わ
せる。

1,641 0

0 1,470

0 146

【現在の状況】
中部エリア（H29.3月）①～
③
中部エリア（H31.3月）①～
③については、現在把握で
きない

【現在の状況】
①新メニュー提供店舗数：
14店舗（8%増）
②新メニュー提供数：3,350
食（109%増）

【現在の状況】
①9/末にモニュメント完成
②8/7に京丹後市天女イベ
ントに参加し町ＰＲ（産振対
応）

【現在の状況】
産卵後の卵保管施設の建
設に向け、下準備に着手。

【現在の状況】

【目標】
中部エリア（H29.3月）
①年間観光入込客数：
2,300,000人
②年間観光宿泊客数：
566,500人
③年間外国人宿泊客数：
18,000人
中部エリア（H31.3月）
①年間観光入込客数：
2,500,000人
②年間観光宿泊客数：
600,000人
③年間外国人宿泊客数：
20,000人

【目標】
①新メニュー提供店舗数：
18店舗（38％増）
②新メニュー提供数：2,000
食（25％増）

【目標】
①モニュメント設置：2基
②天女サミット等のイベント
参加：3回

【目標】
産卵と自家孵化養殖体制の
確立

【目標】

0

【事業評価に対する対応策】
今後は海外への情報発信に重点
を置いた取組みが必要。

【事業評価に対する対応策】
町の夏の風物詩となっている。しっ
かりとした事前準備が必要。

【事業評価に対する対応策】
関係者と調整しながら、引き続き
着実な事業推進に努める。

【事業評価に対する対応策】

【事業評価に対する対応策】
事業継続のため問題点を洗い出
し、解決方法を検討する。

【H29年度に向けた方針】
専門家の助言などにより事業の軌
道修正を図る。

ＷＴＣは概ね予定通り進んでいるが、海
外からの参加者が目標より少ない。

①については、目標数値が未達成
②については、目標を大きく上回った。

概ね計画通りに、予定した事業を進めて
いる。

スッポンの養殖、料理提供ともに実現し
ていない。

【H29年度に向けた方針】
WTC鳥取大会は終了するが、本
大会を契機に今後とも海外との交
流を促進し、情報発信していきた
い。

【H29年度に向けた方針】
提供店舗数も目標達成できるよ
う、早めに関係先と協議して行くこ
ととする。

【H29年度に向けた方針】
■花と緑の夢空間プロジェクト（フ
ラワーロード）に関し、財源となる
基金の創設について、情報発信す
る。
■基金を活用した事業の実施につ
いて具体的な検討を進める。

【H29年度に向けた方針】

WTC大会 

計画・新メニュー作成 事業実施 事業報告・検査 

 東郷湖未来創造会議の展開 

 モニュメント制作2基・除幕式実施 

 フラワーロード事業の検討・推進 
 各種ＰＲ（合同イベント等への参加、グッズ販売

年度事業計画作成 交付申請 事業実施 事業報告 

審査、交付決定 検査 事業視察 

 モニュメント制作・設置（2基）、10/5お披露目式実施 

 フラワーロード事業の検討 
 8/28 福井昌平氏 

  講演会開催 

 東郷湖未来創造会議日程等調整 
 8/29 東郷湖・未来

創造会議（第1回） 

 各種ＰＲ（8/7京丹後市イベント参加） 

計画・新メニュー作成 アロハカーニバル実施 

7/1～8/21 

食事提供13店舗 

酒提供 3店舗 

報告会 

9/27 

事業検討 
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基本目標Ⅰ　活力ある元気なまち

H27（繰越分）

執行済額 執行済額

１段目：H28KPI目標

２段目：現在の状況

３段目：達成率、４段目：進捗率

現在までの評価1 32月 4 5 6 7 8 9 10 11 12担当課施策 事業名
H28　事業内容

【H27からの繰越含む】
H28　KPI　事業評価

【H27からの繰越含む】

予算執行状況　単位：千円

H28
上段：事業評価に対する対応策

下段：H29年度に向けた方針

資料 ２ 

【評価：C　計画どおりに進んでいる】

【達成率】 50%

予算額　0円
【進捗率】 50%

【評価：C　計画どおりに進んでいる】

【達成率】 28%

予算額　782,000円
【進捗率】 50%

【評価：C　計画どおりに進んでいる】

【達成率】 0%

予算額　0円
【進捗率】 50%

【評価：C　計画どおりに進んでいる】

【達成率】 -

予算額　0円
【進捗率】 10%

【事業評価に対する対応策】
関係者と調整しながら、引き続き
着実な事業推進に努める。

【事業評価に対する対応策】

【事業評価に対する対応策】
従業員の意識改革をさらに進める
必要がある。

【事業評価に対する対応策】

事業番号33に記入。

782

0 0

0

専門家による指導、管理
(1)アクションプラン　Ｈ28年度実施事業の確定
(2)プロジェクトチーム編成、月１回の進捗会議
（計5回実施）
(3)水明荘職員OJTの実施（計1回実施）

グラウンド・ゴルフ多言語化対応DVD等作成す
るため、指名型プロポーザル方式による委託業
務のための要項、仕様書、審査会設置要綱を
作成。
その後、指名型プロポーザルにより業者を選定
随意契約を行った。
今後、構成等協議しながら、撮影等を行い
多言語化対応したDVD（PR動画）を作成する予
定である。

計画

実績

計画

実績

31

32

29

30

②
観
光
産
業
の
振
興

産
業
振
興
課

名探偵コナン・ミス
テリーツアー事業

観光関連施設情報
環境（Wi-Fi）整備
事業

②
観
光
産
業
の
振
興

【加速化】※H28.2月補正計上
H27年度に実施した「名探偵コナン」鳥取ミステリーツ
アーのインバウンド版として実施

②
観
光
産
業
の
振
興

産
業
振
興
課

観光施設等への外
国語表記推進

②
観
光
産
業
の
振
興

産
業
振
興
課

水明荘経営改善事
業

産
業
振
興
課

専門家の指導に基づいて、改善計画を着実に実施
する。

【加速化】※H28.2月補正計上

グラウンド・ゴルフのふる里公園　潮風の丘とまり
クラブハウス等　施設案内（多言語対応）作成委託
料
　　世界の競技人口、Ｇ･Ｇの歴史案内板
　　施設内案内多言語化
　　Ｇ・Ｇルール　DVD作成（多言語対応）

計画

実績

計画

実績

0

【現在の状況】
整備件数7件

【現在の状況】
中部エリア（H29.3月）①～
②
中部エリア（H31.3月）①～
③については、現在把握で
きない
③4～7月5,167人

【現在の状況】
ネット評価：3.9

【現在の状況】
①～③は現在把握できない

【目標】
改善計画の着実な実施
ネット評価：4.2以上

【目標】
①海外からのイベント参加
者数：200人（H29.3月）、500
人（H32.3月）
②海外からのイベント参加
国数：8カ国（H29.3月）、20カ
国（H32.3月）
③町内観光入込客数：101
万人（H29.3月）、110万人
（H32.3月）

【目標】
新規Wi-Fi施設整備数14件

【目標】
中部エリア（H29.3月）
①年間観光入込客数：
2,300,000人
②年間観光宿泊客数：
566,500人
③年間外国人宿泊客数：
18,000人
中部エリア（H31.3月）
①年間観光入込客数：
2,500,000人
②年間観光宿泊客数：
600,000人
③年間外国人宿泊客数：
20,000人

0

【H29年度に向けた方針】
計画期間の2年目となることから、
引き続き従業員の意識改革に努
めながら経営改善に取り組んでい
く。

【H29年度に向けた方針】
引き続き、有利財源を探しながら、
インバウンド対策を実施していく。

【H29年度に向けた方針】
国・県の助成制度等について情報
を取得し、引き続き各事業者向け
に周知を行う。

【H29年度に向けた方針】

H27年度（26年度「地方創生先行型」繰
越し＝規模に応じて1/2～10/10補助）で
7件実施したが、H28年度は県の補助事
業（1/2補助）を紹介しつつ、要望があれ
ば町独自の補助について補正対応する
体制で、10月末現在要望なし。

専門家による指導をいただきながら、経
営改善に努めている。

事業については、計画的に実施中であ
るが、目標数値については、把握できて
いない。

事業実施（名探偵コナン鳥取ミステリーツアー）H278.4.1～H29.2.28 

潮風の丘聖地化事業とあわせて実施 

委託業務仕様書作成 業務委託 契約事務 

インバウンド版名探偵コナンミステリーツアー実施H28.4.1～ 

8/17 

第2回情報連絡会 
4/27 

第1回情報連絡

会 

実施事業の

決定 
進捗会議 

職員OJT 

進捗会議 進捗会議 進捗会議 進捗会議 

中間報告 

委託業務仕様書作

成 

指名型プロポーザル 

の実施 7/158社指名 

8/10 3社応募（1次審

査） 

8/25 プレゼン（2次審

査） 

業務委託 

随意契約 9/5  

シセイ堂デザイン 

期間 9/5～H29/2/28 

事業実施（助成制度の告知）H28.4.1～H29.3.31 

事業実施（助成制度の告知）H28.9.9～ 
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基本目標Ⅰ　活力ある元気なまち

H27（繰越分）

執行済額 執行済額

１段目：H28KPI目標

２段目：現在の状況

３段目：達成率、４段目：進捗率

現在までの評価1 32月 4 5 6 7 8 9 10 11 12担当課施策 事業名
H28　事業内容

【H27からの繰越含む】
H28　KPI　事業評価

【H27からの繰越含む】

予算執行状況　単位：千円

H28
上段：事業評価に対する対応策

下段：H29年度に向けた方針

資料 ２ 

【評価：C　計画どおりに進んでいる】

【達成率】 28%

予算額　4,544,000円
【進捗率】 50%

【評価：C　計画どおりに進んでいる】

【達成率】 -

予算額　1,641,000円
【進捗率】 -

【評価：C　計画どおりに進んでいる】

【達成率】 100%

予算額　100,000円
【進捗率】 100%

【評価：C　計画どおりに進んでいる】

【達成率】 10%

予算額　6,000,000円
【進捗率】 30%

【H29年度に向けた方針】
補助対象事業、補助上限額が適
切な制度か、ほかの先進事例の
情報を収集し、必要に応じて改正
する。

【事業評価に対する対応策】
予算を確認しながら、ほかの事業
者にも制度を活用いただく。

【事業評価に対する対応策】

【事業評価に対する対応策】
今後は海外への情報発信に重点
を置いた取組みが必要。

【事業評価に対する対応策】
事業実施の検証を行うとともに、
今後に向けた受入体制の整備等
十分な協議を行う。

0 0

H27年度末に地域連携DMOとして観光地域づく
りの推進体制を整えた。この実績、効果を踏ま
えPDCAサイクルを実行しながら広域観光連携
推進事業として、更なる観光客の誘客に向けた
観光地域づくりを実践中である。

4/1からインバウンド版名探偵コナンミステリー
ツアーを開始。アジア圏を中心に引き続きPRを
強化していく。

【海外販売促進活動実績】12回（4/1～10/31）
台湾4回、香港2回、韓国3回、タイ3回

【ツアーパス発行実績】2,972枚（4/1～10/31）
国別割合：韓国40%、台湾30%、香港20%、タイ
10%

また、増加するＦＩＴ（外国人個人旅行者）の集客
ＰＲ及び利便性向上のため、外国人観光客を対
象として、安価に中部圏域を周遊できるタクシー
プランの実証実験（11月25日運行予定）を行うと
ともに、多言語案内パネル等を拠点となるタク
シー乗り場等に設置する事業の申請を、地方創
生推進交付金に対して行った。

　なお、今年度の町内の観光入込客数は、Ｈ
28．9月末現在で591,028人、宿泊客数は80,929
人、そのうち、外国人宿泊客数は2,673人となっ
ている。

負担金納付済み。

ドラゴンカヌーとグラウンドゴルフを組み合わせ
て実施するため、中心会場としてハワイ夢広場
を選定。多少の雨なら対応できるが、荒天時の
代替メニューが必要となるため、衛生環境研究
所の見学や水質改善対策の実験など、いくつか
メニューを開発し、教育旅行商品としての第1号
となる大阪市立茨田北中学校と現地協議を行っ
た。
その結果、9月7日に第一弾として茨田北中学校
約200人を受け入れた。また、近畿日本ツーリス
トより10月21日の予約も受けている。（実施済
み）

■広報ゆりはま4月号で周知を図った。起業な
どの相談があれば、制度の活用を提案する。
■7月に商工会に制度概要を説明。制度を活用
いただける案件があれば連携して対応する体制
を協議した。
■8月と9月に計2件の相談があり、うち1件は交
付申請に向けて準備中。

計画

実績

計画

実績

【現在の状況】
①②県報告待ち
③5,167人（4～7月）

34

35

36

33

②
観
光
産
業
の
振
興

産
業
振
興
課

観光地域づくりの
核となる「ＤＭＯ」の
推進（広域連携）①

町内での起業や新事業に取り組む事業者に対して
必要経費の一部を補助する。
■事業者への補助金　3,000千円×2事業者

③
商
工
業
の
振
興

産
業
振
興
課

【加速化】※H28.2月補正計上
・DMO中部観光振興（広域観光連携）　3,178,000円
・DMO中部観光振興（名探偵ｺﾅﾝﾂｱｰ）　 782,000円

【推進交付金】※H28.6月補正計上
・2次交通整備によるFIT受入対応実験事業　584千
円

　2総務費-1総務監理費-15諸費-0020広域連合負
担金（管理）で支出。今回は、財源充当額のみの補
正。

・教育旅行誘致リーフレット作成　100,000円
（町観光協会補助金9,599,000円のうち）

②
観
光
産
業
の
振
興

健
康
推
進
課

観光地域づくりの
核となる「ＤＭＯ」の
推進（広域連携）②

②
観
光
産
業
の
振
興

産
業
振
興
課

教育旅行のメ
ニュー開発事業

ゆりはまじげ産業
支援事業

【加速化】※H28.2月補正計上
H28ワールドトレイズカンファレンス負担金

計画

実績

計画

実績

【現在の状況】
中部エリア（H29.3月）①～
③
中部エリア（H31.3月）①～
③については、現在把握で
きない

【現在の状況】
修学旅行の予約：2件
9/7大阪市立茨田北中200
人
10/21近畿日本ﾂｰﾘｽﾄ40人

【現在の状況】
申請相談：2件

782 0

1,641 0

0 0

【目標】
中部エリア（H29.3月）
①年間観光入込客数：
2,300,000人
②年間観光宿泊客数：
566,500人
③年間外国人宿泊客数：
18,000人
中部エリア（H31.3月）
①年間観光入込客数：
2,500,000人
②年間観光宿泊客数：
600,000人
③年間外国人宿泊客数：
20,000人

〈推進交付金〉
中部エリア（H28）
①年間入込客数：172,000人
②年間宿泊客数：20,000人
③年間外国人宿泊客数：
12,000人
中部エリア（H32）
①年間入込客数：2,700,000
人
②年間宿泊客数：634,000人
③年間外国人宿泊客数：
38,000人

【目標】
中部エリア（H29.3月）
①年間観光入込客数：
2,300,000人
②年間観光宿泊客数：
566,500人
③年間外国人宿泊客数：
18,000人
中部エリア（H31.3月）
①年間観光入込客数：
2,500,000人
②年間観光宿泊客数：
600,000人
③年間外国人宿泊客数：
20,000人

【目標】
修学旅行等の予約：2件

【目標】
起業や新事業への取り組み
の支援：2件

【H29年度に向けた方針】
WTC鳥取大会は終了するが、本
大会を契機に今後とも海外との交
流を促進し、情報発信していきた
い。

【H29年度に向けた方針】
町として、積極的に意見・提案を
行っていくこととする。

【H29年度に向けた方針】
ドラゴンカヌーやグラウンドゴルフ
だけではなく、農業体験を活用した
教育メニューの開発が必要

ＷＴＣは概ね予定通り進んでいるが、海
外からの参加者が目標より少ない。

相談を受けた2件の申請がある見込み。

事業実施「広域観光連携推進事業」鳥取中部観光推進機構で実施 

事業実施 町観光協会で実施 

申請受付（随時） 

インバウンド版名探偵コナンミステリーツアー実施H28.4.1～ 

２次交通によるFIT受入 

対応実験事業申請 

8/9第2回鳥取中部広域観

光戦略会議にてｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞ

版ﾀｸｼｰ運行について協議 

事業実施 町観光協会で実施 

5/19観光商談会：広島県広島市 

5/26 先進地視察：滋賀県大津市 

5/30衛生環境研究所打合せ 

6/5修学旅行現地下見：はわい夢広場 

9/7大阪市立茨田

北中学校受入実

施（200名）ﾄﾞﾗｺﾞﾝ

ｶﾇｰ体験・梨狩り

体験 

申請相談受け付け 

申請相談1件 商工会との協議 申請相談1件 
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基本目標Ⅰ　活力ある元気なまち

H27（繰越分）

執行済額 執行済額

１段目：H28KPI目標

２段目：現在の状況

３段目：達成率、４段目：進捗率

現在までの評価1 32月 4 5 6 7 8 9 10 11 12担当課施策 事業名
H28　事業内容

【H27からの繰越含む】
H28　KPI　事業評価

【H27からの繰越含む】

予算執行状況　単位：千円

H28
上段：事業評価に対する対応策

下段：H29年度に向けた方針

資料 ２ 

【評価：D　計画より遅れている】

【達成率】 0%

予算額　0円
【進捗率】 15%

【評価：C　計画どおりに進んでいる】

【達成率】 50%

予算額　865,000円
【進捗率】 40%

【評価：C　計画どおりに進んでいる】

【達成率】 93%

予算額　1,470,000円
【進捗率】 90%

【評価：C　計画どおりに進んでいる】

【達成率】 0%

予算額　0円
【進捗率】 10%

【評価：C　計画どおりに進んでいる】

【達成率】 40%

予算額　0円
【進捗率】 30%

【評価：D　計画より遅れている】

【達成率】 0%

予算額　3,100,000円
【進捗率】 40%

【事業評価に対する対応策】
県制度を調査し、対応する。

【事業評価に対する対応策】
起業などの相談のたびに、制度の
説明を行う。

【事業評価に対する対応策】
町の夏の風物詩となっている。しっ
かりとした事前準備が必要。

【事業評価に対する対応策】
相談があれば専門機関に紹介す
る。また要件が合えば補助制度を
説明する。

【事業評価に対する対応策】
町補助事業を活用いただき、ふる
さと名物のさらなる普及と発展に
努める。

【事業評価に対する対応策】
引き続き比較的小さな集落を中心
に出向き、生ごみ回収の協力依頼
をする。

【H29年度に向けた方針】
県制度の利用実績は2年間で1件
のみと、あまり活用がない状況。
サテライトオフィス単独ではなく、
ほかの制度と統合して支援してい
くことを検討したい。

【H29年度に向けた方針】
現行の制度を継続したい。

【H29年度に向けた方針】
提供店舗数も目標達成できるよ
う、早めに関係先と協議して行くこ
ととする。

【H29年度に向けた方針】
現行の体制と制度を継続したい。

【H29年度に向けた方針】
現行の体制と制度を継続したい。

【H29年度に向けた方針】
液肥の利用者への利用実態の聞
き取り及び生ごみ回収の実態を把
握する中で取り組みを進める。

【目標】
県制度改正に伴う制度改
正、庁内関係部署との相談
体制の確立

【目標】
継続分：2件
新規分：1件

【目標】
①新メニュー提供店舗数：
18店舗（38％増）
②新メニュー提供数：2,000
食（25％増）

【目標】
相談があった場合の相談と
制度による支援：1件

【目標】
4事業者のフォローと既存制
度による支援

【目標】
生ごみ回収協力区の拡大
H27末　11区　⇒　H28末
12区以上

0 0

0

【現在の状況】
H28:6月　　11区(新規0)
H28.9月　　11区(新規0)

■県制度の改正があったため、併せて町制度も
改正が必要となる。現在、情報を収集中。

■継続分2件の交付決定を行い、空き店舗での
事業を支援している。
■新規分に関しては起業などの相談があるた
びに制度の説明を行っているが、現在までに該
当なし。

アロハ丼、アロハバーガー、アロハスィーツな
ど、メニューの幅を増やして店舗が参加しやす
い設定としているほか、ハワイをイメージした新
ブランドの日本酒「JAPANESE SAKE TOGO
HAWAII of JAPAN」を開発し、町内各店舗で販
売するなど、従来の枠組みにとらわれない形で
展開している。

7月1日～8月21日という日程で実施した結果、
新メニュー提供店舗数：13店舗、新メニュー提供
食数：3,350食という結果であった。1日平均の提
供食数65.7食は過去3年間で最高となった。

■5月26日に専門機関の鳥取県事業引継ぎ支
援センターと協議。相談があった場合の体制の
確認を行った。
■7月に商工会に、家業継承を支援するゆりは
まじげ産業支援事業の概要を説明。制度を活用
いただける案件があれば連携して対応する体制
とした。

■国のふるさと名物応援事業補助金の交付決
定を受け、4事業者が本格的に事業に着手。▽
済州島の視察▽フェア出展による事業PR▽朝
食プランの作成▽ウオーキングに関する商品開
発▽ホームページなどの情報発信ツールの作
成―に取り組んでる。
■国補助金の対象外とした事業の町補助制度
の活用を検討中。

・5/15東郷湖一斉清掃の参加者に液肥を無料
配布しＰＲ
・6/4東田後区の役員会で生ごみ収集の協力依
頼及び液肥を無料配布しＰＲ。また６月号町報
に液肥についてＰＲ。
・8/7白樫区、8/27水下区の役員会で生ごみ収
集の協力依頼及び液肥についてＰＲ。
・液肥の利用者へ利用実態等の聞き取りを実
施。

計画

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

37

38

39

40

42

41

③
商
工
業
の
振
興

③
商
工
業
の
振
興

産
業
振
興
課

ふるさと名物応援
事業

③
商
工
業
の
振
興

環境創出プロジェク
ト事業

③
商
工
業
の
振
興

産
業
振
興
課

アロハカーニバル
事業〈再掲〉
【Ⅰ：②観光産業の
振興にも記載あり】

移住定住を伴う小規模なIT・コンテンツ関係事業の
事務所開設費用の一部を補助。県制度の上乗せ分
として実施する。
※具体的な案件がないため、必要に応じて補正予算
で計上する。

アメリカハワイ州ハワイ郡と姉妹都市関係にある当
町において、ハワイの知名度を活かした催しとしてハ
ワイ風にアレンジしたメニューを開発、提供し、関連
イベントとあわせて町内の滞留性を高める。
・新メニュー開発とイベントオープニング
150,000円
・期間イベント（コナコーヒー、スタンプラリー等）
620,000円
・イベントＰＲ（印刷代、広告代等）
650,000円
・事務費
50,000円

③
商
工
業
の
振
興

産
業
振
興
課

家業継承者支援事
業

国の補助金を活用した4事業者が、本格的にふるさ
と名物応援事業を開始する。具体的な事業内容が
固まり次第、町として必要な支援（ふるさと名物応援
事業の活用など）を行っていく。

産
業
振
興
課

里山オフィス開設
支援事業

町
民
課

③
商
工
業
の
振
興

産
業
振
興
課

チャレンジショップ
支援事業【Ⅰ：④雇
用の推進にも記載
あり】

町民から生ごみを回収し、これを活用し農業用の有
機液体肥料や培養土として販売する。また、その他
東郷支所に液肥タンクを設置し、町民に無料配布す
る。これにより町民参画と食物を土に返すことによる
イメージアップ、企業との連携によるエコブランドの
販路を図り循環型社会を目指す。対象事業費3,100
千円（委託料：生ごみリサイクル活用事業）
○全体事業費　13,908千円
報償費　1,500千円　役務費　28千円　委託料
12,280千円
補助金　100千円

家業継承による設備投資を行う場合、既存事業（ゆ
りはまじげ産業支援事業）を拡張して支援を行う。ま
た相談があった場合、専門機関（鳥取県事業引継ぎ
支援センター）につなげる。

町内の空き店舗を借りて事業を行う場合にその賃借
料を補助する。

【現在の状況】
県制度の情報収集

【現在の状況】
継続分：2件の交付決定
新規分：0件

【現在の状況】
①新メニュー提供店舗数：
14店舗（8%増）
②新メニュー提供数：3,350
食（109%増）

【現在の状況】
支援：0件

【現在の状況】
国補助事業実施中、町補助
制度の活用を検討

実績

0 1,470

0 0

0 1,283

0

0 180

県制度の情報を収集中。

継続分2件に対して支援を継続中。新規
分に関しては、制度を活用いただける事
業者がない状況。

①については、目標数値が未達成
②については、目標を大きく上回った。

相談があった場合に、専門機関に速や
かに紹介できる体制としている。

事業計画に従って国補助事業を進めて
いる。

生ごみ回収についてはこれまでの文書
による協力依頼に加え、各区の役員会
等で直接協力のお願いを行っている。
総会での意思決定が必要であるため現
段階では新規0である。これまで町報等
を通じてＰＲはしているものの、生ごみを
回収し液肥に活用していることの認知が
低いと感じた。
また生ゴミを別で回収することで、それ
に相当する焼却に係る連合への負担金
は削減しているが、それ以上に生ゴミを
回収する費用を要している現状がある。

県制度に併せた要綱改正、県との協議 申請受付（随時） 

申請受付（随時） 

計画・新メニュー作成 事業実施 事業報告・検査 

申請受付（随時） ※ゆりはまじげ産業育成事業と同様 

4事業者国への交付申請 事業実施（初年度） 事業実施（2年度） 

4事業者フォロー、ゆりはまじげ産業支援事業による支援 

生ごみ回収・処理 

利用者から意見聞取り 各種イベント、各集落等の会合、街頭等で無料配布によるＰＲ／普及に向けて課題を整理・検討 

生ごみ回収・処理 

・生ごみ収集協力依頼 

・液肥ＰＲ 

生ごみ回収・処理 

・生ごみ収集協力依頼 

・液肥ＰＲ（町報等） 

県制度の情報収集 

申請受付（随時） 

4月～6月分 

奨励金支払い 

（継続分）奨励金 

手続き案内⇒交付決定 

計画・新メニュー作成 アロハカーニバル実施 

7/1～8/21 

食事提供13店舗 

酒提供 3店舗 

報告会 

9/27 

申請受付（随時） 

専門機関との

協議 
商工会との協議 

国補助金 

交付申請 

国補助金 

交付申請協議 

国補助金 

交付決定 

（国補助事業） 

済州島現地視察 

8/28 フェア 

出展 

町補助金 

交付申請協議 

（国補助事業）プラン、商品開発 

情報発信ツール検討 
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基本目標Ⅰ　活力ある元気なまち

H27（繰越分）

執行済額 執行済額

１段目：H28KPI目標

２段目：現在の状況

３段目：達成率、４段目：進捗率

現在までの評価1 32月 4 5 6 7 8 9 10 11 12担当課施策 事業名
H28　事業内容

【H27からの繰越含む】
H28　KPI　事業評価

【H27からの繰越含む】

予算執行状況　単位：千円

H28
上段：事業評価に対する対応策

下段：H29年度に向けた方針

資料 ２ 

【達成率】 -

予算額　7,999,000円
【進捗率】 -

【評価：D　計画より遅れている】

【達成率】 50%

予算額　7,999,000円
【進捗率】 45%

【評価：E　未着手、未実施、先送りなど】

【達成率】 0%

予算額　0円
【進捗率】 0%

【評価：C　計画どおりに進んでいる】

【達成率】 -

予算額　0円
【進捗率】 10%

【評価：C　計画どおりに進んでいる】

【達成率】 20%

予算額　630,000円
【進捗率】 20%

【評価：C　計画どおりに進んでいる】

【達成率】 50%

予算額　865,000円
【進捗率】 40%

【Ｈ29年度に向けた方針】
県と一層の連携を図り、早目の対
応で事業に取り組む。

【H29年度に向けた方針】
現行の制度を継続したい。

【事業評価に対する対応策】
県に度々確認をして、申請を促し
ていく。

【事業評価に対する対応策】
起業などの相談のたびに、制度の
説明を行う。

【事業評価に対する対応策】

【H29年度に向けた方針】
H29年度から跡地利用について具
体的な検討を行い、方針決定を図
る。

【事業評価に対する対応策】
関係課と調整し、早い時期に1名
募集開始する。

【事業評価に対する対応策】

【事業評価に対する対応策】
跡地利用の策定についてを関係
課と協議を進める。

【H29年度に向けた方針】

【H29年度に向けた方針】
協力隊で取り組むテーマを明確に
し、関係課の支援体制を整える。

【目標】
地域おこし協力隊任用：2名
（平成27年度任用者含む）

【目標】
地域おこし協力隊任用：2名
（平成27年度任用者含む）

【目標】
実現可能な商品開発の検
討

【現在の状況】　県に確認し
て個別案内をした。
湯梨浜町在住者４名に対
し、8/23に、県就業支援課
をとおして案内を送付した。

【現在の状況】
継続分：2件の交付決定
新規分：0件

鳥取県未来人材育成奨学金支援助成金の認定
者で湯梨浜町在住者は現在４名であることを確
認した。この４名のかたについて、８月２３日に
県就業支援課をとおして湯梨浜町の助成事業
の案内を送付した。また、この他にも湯梨浜町
出身者があるだろうという県の配慮により、県の
認定文書に湯梨浜町の事業案内を同封して送
付（１２件）。今後も県との連携を図りながら周知
していく予定である。

■継続分2件の交付決定を行い、空き店舗での
事業を支援している。
■新規分に関しては起業などの相談があるた
びに制度の説明を行っているが、現在までに該
当なし。

0 1,548

【目標】
跡地利用の素案資料を作
成する。

【現在の状況】

【現在の状況】
1名は4/1より任命したが9/
末で退任。別途募集してい
た1名について、9/5に任用
を決定。現在、着任日を調
整中。

【現在の状況】
未着手

【現在の状況】

7/19 教育委員会協議。

■4/1から着任している佐藤隊員は、地域との
つながりを深めながら、サカナクワイ屋、よどや
等での活動を行っている。自ら「軽トラ市」を企
画し、産品等の販売PRにも取り組んだ。
　しかしながら、自己都合により9月末で退任し、
9月末時点で任用0名となってしまった。
■6/24から8/5まで協力隊員を1名募集し、5名
の応募があった。8/19に一次選考、9/5に二次
選考を行い、神戸市在住の女性1名が合格と
なった。着任日を現在調整中。（12月1日任用予
定）

進捗なし

教育委員会協議済。今後関係課協議を図る。

実績

48

45

43

44

46

47

④
雇
用
の
推
進

【目標】
継続分：2件
新規分：1件

産
業
振
興
課

チャレンジショップ
支援奨励金〈再掲〉
【Ⅰ：③商工業の振
興にも記載あり】

④
雇
用
の
推
進

教
育
総
務
課

看護師、保育士奨
学金助成事業（ふ
るさと奨学金支援
助成事業）
【Ⅲ：①移住定住の
推進にも記載あり】

③
商
工
業
の
振
興

教
育
総
務
課

中学校統合に伴う
北溟中学校及び東
郷中学校の跡地利
用計画の策定等

③
商
工
業
の
振
興

企
画
課

港の資源振興事業
②〈再掲〉
【Ⅰ：①農林水産業
の振興にも記載あ
り】

港の資源振興事業
①〈再掲〉
【Ⅰ：①農林水産業
の振興にも記載あ
り】

③
商
工
業
の
振
興

産
業
振
興
課

アメリカ合衆国ハワ
イ郡との姉妹都市
提携を活用した商
品開発

町内の空き店舗を借りて事業を行う場合にその賃借
料を補助する。

教育委員会及び行政関係課と跡地利用の策定方法
等について協議を進めたい。

地域おこし協力隊2名雇用し、地域活動に従事。地
域の活力向上を図る。
◆協力隊2名分報酬等　4,642千円
◆消耗品　15千円
◆活動費　3,342千円

ふるさと人材育成奨学金支援助成金
鳥取県未来人材育成奨学金支援助成金の認定を受
け、町内に定住する人を対象に奨学金返還額の一
部を助成する。
○対象になる業種など
　製造業、情報通信業、薬剤師の領域、建設業・建
設コンサルタント業、旅館・ホテル業に就職している
既卒者や就職する予定の学生。
○助成内容
　無利子の奨学金：貸与を受けた奨学金の返還総額
の1/6
　有利子の奨学金：貸与を受けた奨学金の返還総額
の1/8
　助成期間は、原則として県内の対象業種に就職し
てから８年間。

③
商
工
業
の
振
興

産
業
振
興
課

地域おこし協力隊2名雇用し、地域活動に従事。地
域の活力向上を図る。
◆協力隊2名分報酬等　4,642千円
◆消耗品　15千円
◆活動費　3,342千円

商品開発の実現に向けてのハードルが高いが、実
現に向けて検討していく。

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

0 0

0 180

計画

実績

計画

実績

【目標】
ふるさと奨学金支援助成事
業
　広報及び県制度の認定者
へ個別案内する。

- -

- -

4/1から任用していた1名が9月末で退任
してしまい、9/末現在で任用0名となって
しまった。

７月の定例教育委員会で協議。役場関
係課(総務課、企画課、産業振興課等)と
事務レベルの協議を進めたい。

【H29年度に向けた方針】

計画どおりに進んでいるが、申請が出て
いない状況。

継続分2件に対して支援を継続中。新規
分に関しては、制度を活用いただける事
業者がない状況。

 協力隊の活動推進（佐藤隊員） 

 隊員募集準備  隊員募集・PR 

商品化に向けた協議、検討 

教育委員会協議 教育委員会進捗報告    
H29予算要求・査定 

関係課等事務協議 H29は具体検討開始 

広報などにより周知  事業のまとめ 

                    

 県の認定者の中の湯梨浜町在住者へ個別案内をする(認定申請、交付申請事務など) 

申請受付（随時） 

広報により周知 

商品化に向けた協議、検討 

7/19 教育委員

会協議 

広報により周知 

県の認定者の中の湯梨浜町

在住者へ個別案内をした 

 隊員募集準備 
 6/24～8/5 隊員募集・PR 

 9/5 採用決定 

 協力隊の活動推進（佐藤隊員） 

申請受付（随時） 

4月～6月分 

奨励金支払い 

（継続分）奨励金 

手続き案内⇒交付決定 
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基本目標Ⅰ　活力ある元気なまち

H27（繰越分）

執行済額 執行済額

１段目：H28KPI目標

２段目：現在の状況

３段目：達成率、４段目：進捗率

現在までの評価1 32月 4 5 6 7 8 9 10 11 12担当課施策 事業名
H28　事業内容

【H27からの繰越含む】
H28　KPI　事業評価

【H27からの繰越含む】

予算執行状況　単位：千円

H28
上段：事業評価に対する対応策

下段：H29年度に向けた方針

資料 ２ 

【評価：C　計画どおりに進んでいる】

【達成率】 60%

予算額　2,000,000円
【進捗率】 50%

【評価：D　計画より遅れている】

【達成率】 20%

予算額　0円
【進捗率】 20%

【評価：C　計画どおりに進んでいる】

【達成率】 50%

予算額　0円
【進捗率】 50%

【H29年度に向けた方針】
ほかの先進事例や県制度を参考
に、必要に応じて補助要件などの
改正を行いたい。

【H29年度に向けた方針】
県商工労働部就業支援課の事業
の情報の活用を検討する。

【H29年度に向けた方針】
現行の方法を継続したい。

【事業評価に対する対応策】
現行の方法を継続する。

【事業評価に対する対応策】
相談があれば制度を紹介したい。

【事業評価に対する対応策】
県商工労働部就業支援課の事業
の情報を収集し、その活用を検討
する。

【現在の状況】
交付決定：5人
（広域連携）
交付決定：0人

【現在の状況】
情報提供の検討中

■過去2年間、成人式でアンケートを行い就職
情報提供先の情報を集めてきたが、効果的でな
かった。
■県商工労働部就業支援課が、県内外の大学
進学者に年4回就職関連情報を提供している。
この制度の活用を検討したい。

■既存パンフレットなどにより、情報提供を行っ
ている。

49

50

51

実績

計画

実績

計画

実績

④
雇
用
の
推
進

産
業
振
興
課

中部圏域への企業
誘致推進事業（広
域連携）

④
雇
用
の
推
進

産
業
振
興
課

就職関連情報提供
事業

④
雇
用
の
推
進

産
業
振
興
課

雇用促進奨励金事
業

（町単独事業）
町内在住者が町内の事業所で雇用された場合に、
事業所に奨励金を交付する。
■雇用促進奨励金＝1,700千円
（広域連携）
鳥取県中部圏域在住者が同圏域内の事業所で雇用
された場合に、事業所に奨励金を交付する。
■県中部雇用促進奨励金＝300千円

県内就職を支援するため、県外の大学生などに就
職関連情報を提供できる方法を検討する。

圏域の企業誘致可能な土地や空き工場の情報を集
約し、関西事務所などを活用して情報提供を行う。

0 900

0

計画

【現在の状況】
関西事務所を活用した情報
提供

【目標】
新規雇用者：7人
（広域連携）
【目標】
町内在住者の雇用：1人

【目標】
町内へのUターンや定住を
図るため、就職情報を提供
できる方法検討する。

【目標】
関西事務所を活用した情報
提供を行う。

■交付要件の一つである6カ月以上の継続雇用
が確認できた5人分の交付決定を行った。
■広域連携分に関しては倉吉市の取りまとめ後
に手続きを進める。

0

0 0

交付要件が確認できた人の奨励金を交
付決定し、支払い済み。

過去2年間の手法では効果が見込めな
い。ほかの方法を検討している。

パンフレットなどにより、情報提供を行っ
ている。

申請受付（随時） 

情報提供方法検討 提供先情報収集（成人式） 情報提供 

情報収集、提供 

（H27計画認定分）1件 

手続き案内⇒交付決定 

（H27計画認定分）4件 

手続き案内⇒交付決定 

情報提供方法検討 

情報収集、提供 
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湯梨浜町まち・ひと・しごと創生総合戦略　平成２８年度事業進捗状況報告
基本目標Ⅱ　安心して暮らせるまち

H27（繰越分） H28

執行済額 執行済額

支給月 支給月 支給月 支給月
【評価：C　計画どおりに進んでいる】

【達成率】 86%

予算額　30,556,000円
【進捗率】 50%

【評価：C　計画どおりに進んでいる】

【達成率】 50%

予算額　0円
【進捗率】 50%

【評価：C　計画どおりに進んでいる】

【達成率】 50%

予算額　3,180,000円
【進捗率】 50%

【評価：C　計画どおりに進んでいる】

【達成率】 60%

予算額　3,781,000円
【進捗率】 50%

【県事業】
①年収360万円以上の世帯の第3子以降児の保育
料無償。
参考
【国】
年収360万円未満の世帯の第3子以降児の保育料
無償化

低年齢児（満1歳6カ月未満児）の家庭子育ての支援
生後8週を超え満1歳６カ月に満たない乳幼児を、昼
間家庭で子育てをする父母又は祖父母に対し給付
金を支給。
育児休業給付金（手当）を受けている期間を除く。
1月30,000円。
　　　Ｈ28　給付金　　　30,556千円
（参考値）
継続者　49人×30,000円×6月＝8,820,000円
新規　　　60人×30,000円×12月＝21,600,000円
　

6,747

【目標】（今回変更設定）
第3子以降児の出産件数を
平成31年度まで毎年30人と
する。（出産祝い金支給
ベース）

【現在の状況】
平成28年9月末までの支給
件数15件。

計画

実績

7 8 9
H28　事業内容

【H27からの繰越含む】
H28　KPI　事業評価

【H27からの繰越含む】
上段：事業評価に対する対応策

下段：H29年度に向けた方針

算定する時点で1歳6か月未満児数をカ
ウントするため、分母が変わっていく。年
度末に向って若干入園児数も増加する
が、分母iについて、本年度出生分が増
えるため、入園率が下がり、家庭での保
育率が上がる見込み。（本年度出生の
殆どが家庭保育のため）

目標の第3子以降児出生30人に対し、9
月末現在で15人と計画通りの進捗。

53

①
子
育
て
環
境
の
推
進

子
育
て
支
援
課

多子世帯保育料軽
減事業

52

①
子
育
て
環
境
の
推
進

子
育
て
支
援
課

家庭子育て支援事
業

1 2 3

１段目：H28KPI目標

２段目：現在の状況

３段目：達成率、４段目：進捗率

【目標】（今回変更設定）
年度末時点で1歳6か月未
満児を家庭で保育している
率を前年度（88，4％）以上と
する。

【現在の状況】
平成28年8月23日現在、
75.8％。
1歳6か月未満児数207人
未入園児数　　　　　157人

施策 事業名担当課 4 5 6

相談支援のワンストップ拠点となる子育て世代包括
支援センターを設置し妊娠、出産から就学前までの
切れ目ない支援をめざす。
Ｈ28年度は、開設準備として相談窓口としての専用
室、備品の整備を行う。
妊婦期、出産時から就園までの時期、就園時から就
学までのそれぞれの時期に対象者全員への子育て
プラン提供、支援の必要な方への子育て応援プラン
の提供に向けた事前の書類整備等を行う。

【目標】
平成29年度本格実施。
専門職のコーデイネーター
配置。
本年度は、事業一部実施。

【現在の状況】
①対象者管理台帳作成済
み
②妊娠期プラン配布開始済
み
③就学までのプラン配布開
始
④子育て応援プラン未作成
⑤関係機関調整の準備未
実施

0 425

プラン作成等は、各ステージにおけるプラン提
供は開始できたが、個別に必要な子育て応援プ
ランは未作成、未提供。
※予算執行状況　149千円はプラン提供準備、
台帳整備準備にかかる臨時職員賃金を記載。
プラン提供などソフト面の準備については順調
に進んでいるが、改修については、国の補助金
内示が未着。

54

①
子
育
て
環
境
の
推
進

子
育
て
支
援
課

第３子以降中学校
卒業祝金支給事業
（第３子以降出産・
入学・卒業祝金支
給事業）

多子世帯児童の健全育成、当該世帯への経済的負
担の軽減のため、出産・入学祝金支給事業を拡大
し、進学や就職準備時である中学校卒業時に祝い
金支給を行う。
出産時　　　　　50,000円　×30名＝1,500,000円
小学校入学時　30,000円 ×29名＝　870,000円
中学校卒業時　30,000円 ×27名＝　810,000円

【目標】（今回変更設定）
第3子以降児の出産件数を
平成31年度まで毎年30人と
する。（出産祝い金支給
ベース）

【現在の状況】
平成28年9月末までの支給
件数15件。

55

①
子
育
て
環
境
の
推
進

子
育
て
支
援
課

子育て世代包括支
援センターの整備

多子世帯(第3子以降児のいる世帯）に対する保
育料について無償化を実施し、子育て世代に対
する負担軽減を図ることにより、子育て支援を
行っている。

出産祝金支給件数
H25年度　39件
H26年度　27件
H27年度　26件

0 1,560

計画どおり進捗。町が多子世帯をお祝いし、子
育て支援に寄与している。

出産祝金支給件数
H25年度　39件
H26年度　27件
H27年度　26件

月 10 11 12

予算執行状況　単位：千円

0

現在までの評価

制度拡大により、1歳6か月に到達するまで支給
することとした。

平成28年9月末時点で105人の申請。
本制度利用者で、給付期間が終了した者28件
中、子が1歳6か月に満たないうちに終了した者
が6人。内訳：入園が3人、転出が2件、その他1
件。

副次的効果として、1歳6か月を超えて2歳になる
までの子を家庭で子育てしている者の数が増
え、0歳児クラスの入園児数が昨年度と比べ減
少する見込み。

平成26年度0歳児クラス入園児数　85人
　　　　　　　　1歳児クラス入園児数107人

平成27年度0歳児クラス入園児数　84人
　　　　　　　　1歳児クラス入園児数116人

平成28年度見込み
　　　　　　　　0歳児クラス入園児数　５８人
　　　　　　　　1歳児クラス入園児数１１５人

出生数　　Ｈ２６　　　　  　149人
　　　　　　　Ｈ２７　　　 　　143人
　　　　　　　Ｈ２８見込み　114人

0 0

計画

実績

計画

実績

計画

実績

【事業評価に対する対応策】
引き続き事業のPRを行っていく。

【事業評価に対する対応策】
保育料軽減を含む子育て支援施
策のPR。

【H29年度に向けた方針】
入園申込み案内と同時に本事業
のPRをしっかりと行う。

【H29年度に向けた方針】
保育料軽減を含む子育て支援施
策のPR

【H29年度に向けた方針】
制度周知

【H29年度に向けた方針】
専門職確保。ワンストップ相談支
援実施。

【事業評価に対する対応策】
制度周知。特に中学卒業祝い金
が新規事業であり、早めに周知す
る必要がある。

【事業評価に対する対応策】
未提供の子育て応援プラン（必要
に応じて作成する個別支援プラ
ン）を11月を目途に提供開始す
る。本年度実施予定のプラン作成、提供に

ついては実施できている。
個別支援の必要な方へのプランが提供
できていない。
平成29年度の体制の十分な協議が必
要。

目標の第3子以降児出生30人に対し、9
月末現在で15人と計画通りの進捗。

制度改正周知。広報、個別案

内ホームページ更新 
随時受付、決定 

保育料決定通 9月以降分保育料

決定通知 

小学校入学祝金申請受付、支給

出産祝い金申請受付、支給事務 

申請受付、支給事務 

中学校卒後祝金制度広報、 

子育て世代包括支援センター開設準備（様式、パンフレットなどの作成） 

モデルプラン作成、配布、評価 

支援スタート（相談対応、プラン作成し訪問実施）、評価 

改修協議、補助金調査 

          （年度内改修） 

  要綱改正 

個別案内、広報湯梨浜

5月号掲載 

4月支払い54件

4,784千円（27年度

分） 

7月支払い 82

件6,747千円 
10月支払い予

定82件6,952千

円 

 HP更新 

母子手帳交付時、申請時訪問時制度照会 

保育料決定通知 
9月以降分保育料

決定通知 

小学校入学祝金申請受付、支給 
 

出産祝い金、支給 ９件 出産祝い金、支給 ６件 

①対象者管理台帳作成済②妊娠期子育てプラン配布開始済 

様式・パンフレット作成（妊娠届・

チラシ・管理台帳・妊娠期子育て

プラン） 
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基本目標Ⅱ　安心して暮らせるまち

H27（繰越分） H28

執行済額 執行済額

7 8 9
H28　事業内容

【H27からの繰越含む】
H28　KPI　事業評価

【H27からの繰越含む】
上段：事業評価に対する対応策

下段：H29年度に向けた方針1 2 3

１段目：H28KPI目標

２段目：現在の状況

３段目：達成率、４段目：進捗率

施策 事業名担当課 4 5 6月 10 11 12

予算執行状況　単位：千円

現在までの評価

【評価：C　計画どおりに進んでいる】

【達成率】 42%

予算額　2,404,000円

【進捗率】 50%

【評価：D　計画より遅れている】

依頼会員1増

【達成率】 50%

予算額　2,037,000円
【進捗率】 50%

【評価：B　計画以上に進んでいる】

【達成率】 109%

予算額　49,839,000円
【進捗率】 50%

【評価：D　計画より遅れている】

【達成率】 36%

予算額　1,381,949円
【進捗率】 50%

【評価：C　計画どおりに進んでいる】

【達成率】 98%

予算額　31,926,000円
【進捗率】 50%

【目標】
新規に申請が必要な拡大
対象者（16～18歳）の内、９
０％以上の方に申請してい
ただくよう周知に努める。

【目標】
利用者数
病児保育　　　82件
病後児保育　34件

【目標】
利用希望に応じた利用とな
るよう、登録者数に対する
利用者数の割合を100％と
する。

【現在の状況】
実利用者数　5人。
平成27年度　4人。
【登録状況】
依頼会員　117人
提供会員　71人
両方会員　23人

【現在の状況】
対象者の98.3％に新規の受
給資格証を交付。

【現在の状況】
病児保育　　　28件　（34％）
病後児保育　　13件　(38％)

【現在の状況】
4月から9月の登録者に対す
る利用者の割合
９８．３％（登録あり，未利用
者延べ35人月）

【目標】
利用件数
特定不妊治療　　18件
人工授精　　　　　　5件
不育症治療　　　　1件

【現在の状況】
特定不妊治療　延べ 9件
(6人）
人工授精　 延べ 1件（1人)

子
育
て
支
援
課

ファミリーサポート
センター事業の充
実

56

①
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育
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環
境
の
推
進

子
育
て
支
援
課

不妊治療費助成事
業

県の助成決定を受けた不妊治療を行う夫婦に対し、
治療の種類ごと、回数ごと、年度ごとに定める額を助
成する。
H28年度助成金額改正。
【治療の種類】
・特定不妊治療費　見込み18件
・人工授精費　　　　見込み5件
・不育症治療費　　 見込み1件

【目標】
実利用者数の増。
年間実利用者数を前年の
1.5倍とする。（4人×1.5＝
６）

58

①
子
育
て
環
境
の
推
進

健
康
推
進
課

１８歳年度末までの
医療費助成事業

小児医療対象者への医療費の給付（現物・現金）を
実施する。

アドバイザー賃金
提供会員向け講習会
事業PR
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①
子
育
て
環
境
の
推
進

60

①
子
育
て
環
境
の
推
進

子
育
て
支
援
課

放課後児童クラブ・
放課後子ども教室
の推進①

放課後児童クラブ5カ所で運営。
放課後子ども総合プランに基づき、3小学校において
は、放課後こども教室と一体的に実施する。コミュニ
テイ施設で実施する児童クラブについても、教育委
員会と連携を取りながらゆりはま自主学習の広場事
業と連携実施する。

◆病児保育：８２人　（定住自立圏構想での取組。事
業受託者ババール園。実施場所県立厚生病院）
対象者：在園児及び小学校3年生以下 　895,644円
◆病後児保育：３４人（定住自立圏構想での取組。事
業受託者十字会。実施場所野島病院）
対象者：在園児及び小学校3年生以下　　486,305円
（上記は引き続き定住自立圏　で取り組む）
◆夜間保育：実施を検討する
（定住自立圏構想で検討する）

59

①
子
育
て
環
境
の
推
進

子
育
て
支
援
課

病児・病後児・夜間
保育事業の拡充
（広域連携）

【事業評価に対する対応策】
制度周知に努める。

【事業評価に対する対応策】
安全で、安心して過ごせる場とし
て、支援人の適正配置、支援の質
の向上を目指した研修等実施す
る。

0 867

会員増に向けた具体的な事業未実施。
10月に支援センターで説明、PR.、勧誘実施。

依頼会員の増があったが、提供会員は増えて
いない。相互に援助を受けたり、援助したりでき
る関係を築き、相互会員の増を目指そうとして
いるが、具体的な働きかけができなかった。

利用状況は、塾の送り、児童クラブへの送り、保
護者外出時の援助など固定の利用者となって
いる。
【利用実績】
H25年度　10件（4人）
H26年度　32件（6人）
H27年度　32件（4人）
H28年度　22件（5人）

【会員登録状況】
H26年度　　199人
依頼会員114人、提供会員61人両方会員24人
H27年度　　208人
依頼会員113人、提供会員71人両方会員24人
H28年度　　211人
依頼会員117人、提供会員71人両方会員23人

0 14,456

利用するかどうかわからないが登録しておくとい
う保護者もある。殆ど利用していなくても
登録したままの者も中にはある。利用希望と登
録実態が合わないときもある。

5カ所で運営しているが、利用人数が大幅に増
加しているクラブもあり、安全に過ごせる場と、
支援員の確保をする必要がある。

ゆりはま自主学習の広場とは、連携して運営が
できている。

制度改正に伴う広報、関係機関への周知を十
分に行っている。
事前相談もあり、制度を活用しやすくなったので
はないかと評価する。

制度利用実績
H25年度　延べ19件（14人）
H26年度　延べ25件（12人）
H27年度　延べ23件（14人）　特定不妊治療
　　　　　　 延べ 8件 （7人）　人工授精

【病児保育利用実績】
H25年度　延べ34件
H26年の　延べ87件（15人）
H27年度　延べ83件（15人）
H28年度　延べ28件（5人）

【病後児保育利用実績】
H25年度　延べ22人
H26年度　延べ27人（12人）
H27年度　延べ38人（16人）
H28年度　延べ13人（6人）

夜間保育については、会議未開催につき未協
議。

0 26,380

０～１８歳の平成２８年２～７月診療分医療費は
26,380千円。昨年は20,346千円。6,034千円の増
加。当初予定の年間4,381千円に比べ大幅な増
加となっている。

0 0

0 929

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

実利用者は決まった人。利用者数は横
ばい状態。

新規に申請が必要な拡大対象者のう
ち、98％以上の方に申請していただい
た。

昨年度利用実績より少ないペースの利
用。

放課後児童クラブの運営については、
概ね円滑な運営ができているが、常勤
支援員の確保ができないところがあり、
非常勤を充てているところもあり、安定
的な確保が必要。
また、入級基準について詳細基準がな
く、明確化していく必要がある。

学校で開催している自主学習の広場
も、特に問題もなく、連携した開催がで
きている。

県とともに広報が充実してきており、手
続しやすくなってきていると評価する。
一方で、県の助成手続と町の手続き
の、別々の手続きの負担解消について
全県で意見交換したが、窓口一本化に
ならなかった。町の助成手続きについ
て、引き続き円滑に行えるよう支援を
行っていく必要がある。

【事業評価に対する対応策】
制度周知

【事業評価に対する対応策】
子育て支援センターで事業PR会
員登録の働きかけを行う。

【事業評価に対する対応策】
未申請者は残り6名。今後も申請
を受け付ける。未申請者と連絡が
取れる場合は申請勧奨を行う。

【H29年度に向けた方針】
助成制度周知に合せ効果的な不
妊治療の時期等情報提供を充実
する。

【H29年度に向けた方針】
事業の見直しを含めて、利用しや
すいセンター事業について検討、
実施する。

【H29年度に向けた方針】
H29年度は制度変更の予定なし。
小児の医療費が当初予定より大
幅に増加しているため、H29年度
予算の増加も視野に入れる。

【H29年度に向けた方針】
夜間保育共同実施の可能性につ
いて、定住自立圏構想の会議の
中で協議する。

【H29年度に向けた方針】
安全で、安心して過ごせる場とし
て、支援人の適正配置、支援の質
の向上を目指した研修等実施す
る。適正利用のため、利用基準等
を明確化する。

不妊治療助成事業要綱改正に係る周知

（医療機関、県助成係へのチラシ配布・

町報・ホームページ掲載他） 

事業実施評価（県男性不妊治療助成実績・新要綱

内容についての評価）および要綱改正についての検

討 

必要に応じて要綱改正 

支援センター、各種教室等で制度周知、会員募集 

会員研修 

医療費助成 
受給資格証の交付 

制度周知の広報 

定住自立圏構想の担当者

会にて協議検討 

定住自立圏構想の担当者会に

て協議検討 

放課後子どもプランに基づく運営委員 平成29年度募集に向けた利用定員

の考え方、利用料等協議 
児童クラブ利用者募集 

支援員随時研修、連絡会開催 

第１回運営

５月６日不妊治療助成事業要綱改正を反映したチラシ配

布（不妊治療医療機関・中部総合事務所）・町報５月号掲

載・５月よりホームページ掲載・窓口掲示 

県の窓口と市町村

の窓口があることに

よる負担軽減につ

いて県と協議を行っ

たが、中部地区に

おいては統一見解

が出せなかった。 

5カ所で運営実施 

医療費助成 

受給資格証の交付 

                      5カ所で運営実施 
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基本目標Ⅱ　安心して暮らせるまち

H27（繰越分） H28

執行済額 執行済額

7 8 9
H28　事業内容

【H27からの繰越含む】
H28　KPI　事業評価

【H27からの繰越含む】
上段：事業評価に対する対応策

下段：H29年度に向けた方針1 2 3

１段目：H28KPI目標

２段目：現在の状況

３段目：達成率、４段目：進捗率

施策 事業名担当課 4 5 6月 10 11 12

予算執行状況　単位：千円

現在までの評価

【評価：C　計画どおりに進んでいる】

【達成率】 50%

予算額　2,861,000円
【進捗率】 50%

【評価：C　計画どおりに進んでいる】

【達成率】 63%

予算額　2,188,000円
【進捗率】 50%

【評価：D　計画より遅れている】

【達成率】 20%

予算額　0円
【進捗率】 50%

【評価：C　計画どおりに進んでいる】

【達成率】 60%

予算額　689,000円
【進捗率】 56%

【評価：C　計画どおりに進んでいる】

【達成率】 80%

予算額　51,000円
【進捗率】 55%

【Ｈ29年度向けた方針】
実情に合わせて、放課後子ども教
室の実施予定

【H29年度に向けた方針】
導入内容、スケジュールを立て予
算計上する。

【H29年度に向けた方針】
・今年度同様の規模を想定し、当
初予算に予算計上する。国・県の
補助金を活用して継続実施してい
く。

【H29年度に向けた方針】
今年度同様、作成済人材バンク
データをもとに学校支援ボランティ
ア活動の推進を支援する。具体的
には、ボランティア登録者に係る
保険料の予算化と事務手続きを進
めるとともに、引き続き学校ニーズ
に合ったボランティア人材の意発
掘を要請する。

【事業評価に対する対応策】
早急に導入内容を協議し、方向を
決める。内容決定、アプリ等決定
し、情報発信対象者に情報提供を
行っていく。

【事業評価に対する対応策】
・実施計画の後半では、学生によ
る支援を手厚くしていく。※北溟中
・参加生徒、その保護者へのアン
ケートを行う。

【事業評価に対する対応策】
支援者確保が難しい学校の依頼
の他校に伝え、協力依頼を要請す
ることも必要に応じて行う。

【目標】
各学校のニーズに沿った地
域による学校支援を実施す
る。

【目標】
情報発信手段を決定し、準
備を進める。
情報発信方法が決まった
ら、登録を促し、年度内登録
者数を50人とする。

【現在の状況】
2社のアプリ、モバイルサー
ビスについて説明を聞い
た。

【現在の状況】
・５月１８日より両中学校を
会場に計９回実施済。
参加生徒：北溟中11名、東
郷中７名※7月実施の追加
募集により13名増加）
・支援者：地域人材（１４名）
学生（６名）計２０名。
・自学学習が家庭でもでき
るよう学び方、時間の使い
方、教材の使い方等のスキ
ルを身に付けている。

【現在の状況】
・1教室　毎週月・水曜日
・2教室　毎週水曜日
・2教室　週末土、日実施

61

①
子
育
て
環
境
の
推
進

教
育
総
務
課

放課後児童クラブ・
放課後子ども教室
の推進②

ゆりはま自主学習
の広場事業(放課
後子ども教室)

中
央
公
民
館

放課後児童クラブ・
放課後子ども教室
の推進③
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環
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進

子
育
て
支
援
課

62

①
子
育
て
環
境
の
推
進

ＳＮＳ等による子育
て支援情報の提供

計画

実績
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環
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教
育
総
務
課

学校支援ボランティ
ア事業の推進
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①
子
育
て
環
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進
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育
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課

ゆりはま自主学習
の広場事業
(ゆりはま地域未来
塾)

・羽合西コミュニティ及び町内３小学校の空き教室を
使用し、年間４０回程度の学習支援活動を行う。週１
回は放課後（月３回予定）と夏季休業中に開催し、小
学校低学年からの学習習慣の定着を目指す。指導
については、教員ＯＢを含めた地域人材を活用す
る。

放課後や週末などにおける子どもたちの安全・安心
な活動拠点（居場所）を確保し、地域の方々の協力
を得て、子どもたちに学習や様々な体験、交流活動
等の取り組みを実施し、子どもたちが地域との交流
を深め、心豊かで健やかにはぐくまれる環境づくりを
推進する。
羽合地域（長瀬、東田後）、東郷地域（舎人、大介）、
泊地域（泊）の５放課後子ども教室を実施する。

【目標】
運営委員会を開催し、各小
学校等でこども教室を実施
し、学習習慣の定着を図
る。

【目標】
放課後や週末などにおける
子どもたちの安全・安心な
活動拠点（居場所）作り。
年間参加児童数2,400名以
上とする。

【現在の状況】
・羽合西コミュニティ（児童２
４名、指導者４名）、羽合小
（児童２６名、指導者３名）、
泊小（児童５名、指導者４
名）、東郷小（児童１３名、指
導者３名）

0

町在住の地域人材や学生ボランティア等の協力を得
て、平日の下校後や土曜日の部活動終了後に、希
望する中学1年生を対象に学習習慣の定着を目指す
ものであり、オール湯梨浜体制での町の将来を担う
中学生に対し自主的な学習の機会を提供する。
※国事業：『学校・家庭・地域の連携協力推進事業』
を活用（補助率：国、県、市町各1/3）
・謝　　　金　566,960円　　・報償費　 9,600円
・消耗品費　　43,200円　 ・保険料　67,200円

必要な情報の内容及び提供媒体、方法等を検討し、
情報提供体制の充実を図るため、対象層の意見を
聞きながら内容の検討を実施する。。

【目標】
運営委員会を開催し、各中
学校で未来塾を実施し、学
習習慣の定着を図る。

計画

実績

・各小中学校が作成した学校支援ボランティア人材
バンクに登録された学校支援ボランティア登録者へ
のボランティア保険加入手続きを行う。
・ボランティア保険料　51,000円
・また、自校だけでは要請することが難しいボラン
ティア内容に対し、他校人材バンクへの登録者情報
を必要に応じて情報提供し、実施困難と思われるボ
ランティア内容の実施応援体制を支援する。

計画

実績

【現在の状況】
登録を把握しているボラン
ティア分の保険加入手続き
を完了。

各校間、事務局間で学校支援ボランティ
ア人材バンク電子データの情報共有化
をすすめた。

123

0 945

地域の方、ボランティアサークルの協力を得な
がら体験活動や交流などの事業も取り入れ、平
日の放課後や週末等、子ども達の安全・安心な
活動拠点（居場所）作りに努めている。

0 0

他自治体へ提供しているアプリについて、2社か
ら説明を受けた。一方はパターン化されており、
提供資料の作成の時間軽減が図られる。年間
200万円近くの費用を要する。
また、もう一方は、年間50万円程度であるが、
一部スケジューラー以外の子育て支援情報は、
1から作成する必要がある。
上記のほか、費用面の軽減を図り提供できる方
法としてフェイスブックについて検討していくこと
とした。

0 47

・学校支援ボランティア登録総数は、例年並み
上回る数となっている。学校のニーズをカバー
できるボランティアの発掘に尽力してきた成果
が出ている。
・引き続き、支援ボランティア（追加）の呼びかけ
と登録事務手続きを行っていく。

　↓

・前回までの評価から新たなボランティア追加登
録数に変化はない。ほぼ、各学校の現状ニーズ
に対する支援体制が固まりつつあると思われ
る。
・今後は、各学校からの要請に対し、求める支
援者情報があれば関係校に協力を求めながら
提供に努める。

0 29

・9月現在での実施回数は、9/16回であり、実施
率は、約56%。。
・7月から8月にかけ、両中学校において追加の
参加募集を行い、北溟中では8名、東郷中では5
名の参加が増えた。
【参加生徒数】
北溟中：11名（＋8）
東郷中：　7名（＋5）
合　 計：18名（＋13）

・各校の対象学年全生徒数に対する未来塾参
加率は、以下のとおり。当初は、想定する数を１
割程度と想定していたが、この数値をやや上回
る状況となっている。参加生徒の増員にあわ
せ、学生の参加による支援た、泊方面へのバス
運行もスタートさせている。
【未来塾参加率】※参加生徒数/対象学年全生
徒数
北溟中：約　９％
東郷中：約１８％

・１学期からの参加生徒については、徐々に〝
机に向かう構え〟が身につきつつある状況。し
かしながら、８月より参加を始めた生徒について
は、習慣が未定着の状況が伺える。家庭や学
校の関係者を巻き込む方策を仕組むとともに、
参加生徒間における成長の様子に気づかせな
がら、丁寧な関わりを続けていく。

・泊小学校、東郷小学校は、受け入れ児童数に
余裕があるので再募集をした。
・宿題が終わった児童は、補充プリント・応用プ
リントに意欲的に取り組むことができている。
・宿題に取り組む時間に差があり、指導者は一
人一人のペースに合わせた指導ができている。
・落ち着きのない児童がいる教室については、
事務局担当者が訪問し改善に向けて取組を行
う必要がある。

計画

実績

計画

実績

・想定した人数に近い参加者数となり、
学習習慣の定着を目指した学習支援が
できている。
・教室ごとに指導者の経験、児童の実態
等に差がある。年２回の運営委員会で
協議を行い、より良い取組となるように
していく。
・事務局との連絡手段について、紙文書
のやり取りをしているが時間がかかる。
日程調整や印受領など効率的にできる
方法を考えたい。

各教室を開催し、放課後や週末などに
おける子どもたちの安全・安心な活動拠
点（居場所）を提供している。

何らかの情報発信の方法を決定するた
め、情報を収集することができた。2社の
アプリの説明を聞いたにとどまる。

今年度の参加生徒総数(18名）と、地域
人材、学生の支援者数(20名）が確定。
当日の支援場面では、参加生徒2名に
対し、支援者1名の体制が確立。

【事業評価に対する対応策】
１１月開催の運営委員会で、各実
施場所の情報交換を行い、来年度
へ向けての方向性を協議する。

【H29年度に向けた方針】
来年度へ向けて、指導者の確保、
対象学年の検討、学習内容の検
討が必要である。

【事業評価に対する対応策】
引き続き、安心・安全な活動拠点
（居場所）の提供を行う

指導者決定、

案内文準備 

児童募集 
放課後の学習支援 

第１回運営

委員会 
夏季休業中の

実施計画作成 

第2回運営委員会 

備品購入 
夏季休業中

の学習支援 

次年度の計画、予算要求 

羽合地域（長瀬、東田後）、東郷地域（舎人、大介）、泊地域（泊）の５放課後子ども教室を実施し、平日放課後や週末などにおける子どもの安全・安心な活動拠点の居

場所を確保する。 

子育て世代意見聴取 

各種アプリの情報収取、ホームページ連携等協議検討、 

支援者登録準備～随時募集受付  地域人材、学生ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの募集、名簿作成 

事業実施に係る準

備 

補助金申請、 

学校説明会実施、 

案内文配布、名簿

作成 

第1回運営委員会開催、事業開始 
第２回運営
委員会開

催 

次年度実
施計画案

策定 

次年度 

予算要求 
事業終了 

補助金報告書提出 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ登録名簿提出 
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ保険登録手続

き 
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ保険登録手続き（追加分） 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動支援（依頼のあった学校に対し、他校にて登録済ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ登録者・支援項目の情報提供 

３教室実施 

１９８名参加 

４教室実施 

２５３名参加 

５教室実施 

  ３３５名参

加 

５教室実施 

  ２４９名参

加 

４教室実施 

  ２４５名参

加 

３教室実施 

  ２３２名参

加 

子育て支援モバイ

ルサービスヒアリン

グ 

子育てアプ

リヒアリング 

4/20～羽合西コミュニティ学習支援 

5/31～羽合小、5/25～泊小、5/26～東郷小学習支援 

5/17第１回運営委員会 

保護者案内、

児童募集 
泊小、東郷小 

追加募集 

参加生徒募集 

受付名簿作成 

コーディネーターとの連絡調整

による支援体制の整備、 

中学校職員への 

説明会の開催 

関係者への 

説明会参加 

追加募集 

受付準備 

【提出】 

追加募集 

受付 
追加生徒 

の参加 

参加生徒への支援体制整備 

（学生の活用・バス運行手配開始） 

参加生徒、支援者に対する保険加入手続き 

【提出】 

補助金 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ登録名

簿 

取りまとめ 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ保

険登録手続

き 

保険登

録（追加

分） 
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動支援（全校に対し、他校

での登録済ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ登録者・支援項

目の情報提供 

子育て世代意見聴取 

各種アプリの情報収取、ホームページ連携等協議検討、 

フェイスブックによる情報発信協議、準備、発信

開始。 
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基本目標Ⅱ　安心して暮らせるまち

H27（繰越分） H28

執行済額 執行済額

7 8 9
H28　事業内容

【H27からの繰越含む】
H28　KPI　事業評価

【H27からの繰越含む】
上段：事業評価に対する対応策

下段：H29年度に向けた方針1 2 3

１段目：H28KPI目標

２段目：現在の状況

３段目：達成率、４段目：進捗率

施策 事業名担当課 4 5 6月 10 11 12

予算執行状況　単位：千円

現在までの評価

【評価：C　計画どおりに進んでいる】

【達成率】 30%

予算額　281,000円
【進捗率】 30%

【評価：D　計画より遅れている】

【達成率】 15%

予算額　24,000円
【進捗率】 15%

【評価：D　計画より遅れている】

【達成率】 -

予算額　0円
【進捗率】 10%

【評価：D　計画より遅れている】

【達成率】 0%

予算額　360,000円
【進捗率】 50%

【評価：B　計画以上に進んでいる】

【達成率】 -

予算額　229,000円

【進捗率】 33%

【H29年度に向けた方針】
特色ある学校づくり推進補助金事
業で行われている活動について
も、ふるさと教育の視点から県事
業等が活用できないか協議を進め
る。

【H29年度に向けた方針】
H29年度から。学校教職員等と協
議し、教材としての活用方法も含
め検討していく。
H29年度出版を目指す。

【H29年度に向けた方針】
平成３０年度小学校英語先行実施
にあたり、町としての計画案を作
成する。

【H29年度に向けた方針】
■生活と仕事を両立できる職場環
境づくりの推進に向けて、引き続き
取り組んでいく。

【H29年度に向けた方針】
5年間で100人養成の目標が達成
できるよう引き続き取組んで行く。

【事業評価に対する対応策】
ふるさとの良さを再発見するような
工夫を更に検討していく。

【事業評価に対する対応策】
今後半期で２回実施する。

【事業評価に対する対応策】
授業参観、学校訪問を行い、２９
年度の計画について協議を行う。

【現在の状況】
平成２８年度教育要覧を学
校へ配布し、今年度の英語
教育の取組を提示。

【現在の状況】
鳥取県男女共同参画推進
企業の認定企業数：14社
（新規認定0件）

【目標】
鳥取県男女共同参画推進
企業の認定企業数：16社
（14％増）

【目標】
各学校でふるさとに愛着を
持つ児童生徒の育成をめざ
し、各種事業等実施する。
アンケート目標60％以上。

【目標】
平成28年度は編集委員を
委嘱し、委員会を開催。平
成29年度出版を目指す。

【目標】
平成30年度までの取り組み
について計画案を作成す
る。

編集委員の人選・実施案の作成中。10月中に
は、第１回編集委員会を実施予定。

W・L・Bセミ
ナー実施【町
内企業対象】

計画

実績

67

①
子
育
て
環
境
の
推
進

教
育
総
務
課

小学校社会科副読
本作成事業

計画

実績

【現在の状況】 補助金概算
払まで終了。事業計画に基
づき、各学校事業実施中。

0 281

各学校が、工夫を凝らしながら、体験活動を中
心に事業を企画、実施している。
ふるさとで暮らしたい児童生徒　H27アンケート
結果59.0%(小学生3年以上62.3％、中学生全員
54.0％)

66

①
子
育
て
環
境
の
推
進

教
育
総
務
課

ふるさと教育の推
進

総合的な学習の時間で行われている地域学習の取
組みを拡充する。各小・中学校独自の取組みにおけ
る地域人材の活用や消耗品等の支援を行う。【羽合
小学校】総合的な学習（文化伝承、環境教育、平和
学習）30,000円【東郷小学校】そうごうてきな学習（梨
づくり、東郷池体験活動、平和学習）環境教育（サケ
飼育）61,000円【泊小学校】体験活動（エンジョイ
フィッシング、泊貝がら節伝承、ＧＧ体験）総合的な
学習（梨づくり、ワカメ栽培）食育64,100円【北溟中学
校】湯梨浜調べ、ふるさと野外活動（ＧＧ体験）、地元
の食を学ぶ45,000円【東郷中学校】湯梨浜調べ、文
化の伝承、地域貢献80,000円

【現在の状況】編集委員の
人選・実施案検討中

69

①
子
育
て
環
境
の
推
進

企
画
課

ワーク・ライフ・バラ
ンスセミナー事業

68

①
子
育
て
環
境
の
推
進

教
育
総
務
課

児童生徒の英語コ
ミュニケーション能
力の向上

県事業外国語活動支援員の配置を行い、英語でコ
ミュニケーションを行う機会の増設を図る。小学校で
は、土曜授業等を活用し、低学年から英語に触れる
機会を設ける。

編集委員会の開催（小中学校社会科教諭）2回開催
予定　　　　　報償金2,400円×5名×2回＝24,000円

生活と仕事を両立できる職場環境づくりについて理
解を深め子育て等しやすい環境づくりを推進するた
め、町内中小企業、一般勤労者等を対象にワーク・
ライフ・バランスセミナー開催する。
・セミナー委託費　350千円
・需用費　10千円

W・L・Bセミ
ナー実施
【5/27(予
定）東郷地域
人権教育推進
協議会】

W・L・Bセミ
ナー実施
【6/11（予
定）ながせ子
ども園保護者
学習会】

介護予防・健康づくりリーダーの養成を着実に実施し
ていくとともにリーダー実習を支援して自主的活動展
開へとつなげる。
・講座講師報償金　　　　  82千円
・実習参加謝礼　　　　　　 40千円
・講座テキスト代　　　 　　 50千円
・消耗品の購入、郵券料　57千円

70

②
地
域
福
祉
の
推
進

長
寿
福
祉
課

介護予防・健康づく
りリーダー（ゆりり
んメイト）養成事業

1700

【目標】
介護予防・健康増進リー
ダー養成者数：20人
実習参加：1人2回以上

【事業評価に対する対応策】
第5回以降の講座も計画どおりに
開催、受講生全員の養成か完了
するように努めていく。また、実習
にも積極的に参加いただけるよう
声掛けを継続的に行っていく。

講座当日欠席者にフォロ－アップの研修を行い
４回までの講座を計画どおり開催した。
昨年度の養成者も計画的に地域サロンや講演
会に参加し交流が進んでいる。

0 50

■一般勤労者等を対象にセミナーを２回実施。
こども園の保護者学習会の機会に合わせて実
施することにより、これまで参加率の少なかった
育児世代へ効果的に啓発することができた。今
後は町内企業を対象にセミナーを実施し、生活
と仕事を両立できる職場環境づくりについて理
解を深め、子育て等しやすい環境づくりを推進
する。

0 0

英語教育の今年度の重点取組について、教育
要覧を各学校へ配布し提示することができた。
各学校の状況を把握し、今年度の取組につな
げるために、外国語活動及び英語の授業参観・
指導助言等を今後行っていく。
　１２月に小学校・中学校合同での英語・外国語
活動授業研究会を東郷中学校で実施予定。

0 0

【現在の状況】
養成講座受講生：23人
講座第4回まで終了
実習参加回数：41回

計画

実績

計画

実績

計画

実績

KPI目標の20人を上回る受講生があり
養成が順調に進んでいる。
実習参加者も計画を上回る参加となっ
ている。

編集委員会未実施。

町全体としての計画案の作成ができて
いない。各学校の状況を把握する必要
がある。

企業向けのセミナーについて、未着手。

町内小中学校５校が体験活動を中心に
工夫しながら事業を企画実施中である。

【事業評価に対する対応策】
商工会など、関係機関と協議しな
がら、引き続き着実な事業推進に
努める。

補助金申請、補助金概算払 
 事業完了、                        

実績報告 

 人材活用協議、事業実施 

編集委員の委嘱、          

第1回編集委員会の開催 
第2回編集委員会の開催 

英語についてのアンケート実
施及び分析 

平成３０年度までの取組
について計画案作成開
始 

次年度の計画、予算要求 
授業参観、指導助言 

W・L・Bセミナー広報周知 W・L・Bセミナー広報周知 

スケジュール
検討 

講座日程調整 

受講生 
募集(5/2～20

日） 

６月第１回講
座（開講式） 

第２回講座 第３回講座 第４回講座 第５回講座 第６回講座 第７回講座 第８回講座 第９回講座 第１０回講座
（閉講式）登

録 

平成27年度養成ゆりりんメイト活動 町実施介護予防教室にサブリーダーとして参加・ゆりりんメイト交流会参加 

補助金申請、補助金概算払 

 人材活用協議、事業実施 

・全１０回のスケ

ジュール決定 

・派遣講師依頼 

・必要物品購入 

・ＴＣＣ ・防災無

線 

・町ホームページ 

・団体、個別募集 

・6/9 第1回講座 

（開講式） 22人 

・6/16 欠席者フォ

ロー 1名 

内容：ゆりりん体操他 

題1期生 活動状況 

4/2食改総会 1名 

4/27 しじみの郷 2名 

 

5/9 田後む

つみ会 1名 

 

6/26 久留西 

6/26 長江 

6/30 松崎1区 

・7/7 第2回講座 

１９人 

内容：吉田ドクター講

演（高齢者身体機

能・介護、生活習慣

病予防） 

 

・8/4 第3回講座 

19人 

・8/4 欠席者フォロー 

3名  8/18  5人 

8/25 

ご当地体操交流

会 準備１０人 

・9/8 第4回講座 

20人 

内容：口腔機能講演

他 

9/1 ご当地体操交

流会 ８人 

9/7,14,16,21,28 

サロン・講演会 

22人 

5/27「W・L・B

セミナー」実

施【東郷地域

人権教育推

進協議会共

催：参加者74

名】 

6/11「W・L・

Bセミナー」

実施【なが

せこども園

保護者学習

会共催：参

加者78名】 

編集委員の人選       工程協議       

6/8校長会において、今年
度の英語教育の取組を提
示（教育要覧） 

6/28中部地区小・中学校
外国語担当者研修会にて、
町内授業研究会を計画 

計画訪問による英
語授業の参観 
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基本目標Ⅱ　安心して暮らせるまち

H27（繰越分） H28

執行済額 執行済額

7 8 9
H28　事業内容

【H27からの繰越含む】
H28　KPI　事業評価

【H27からの繰越含む】
上段：事業評価に対する対応策

下段：H29年度に向けた方針1 2 3

１段目：H28KPI目標

２段目：現在の状況

３段目：達成率、４段目：進捗率

施策 事業名担当課 4 5 6月 10 11 12

予算執行状況　単位：千円

現在までの評価

【評価：C　計画どおりに進んでいる】

【達成率】 100%

予算額　0円
【進捗率】 25%

【評価：C　計画どおりに進んでいる】

【達成率】 47%

予算額　300,000円
【進捗率】 50%

評価：Ｃ　計画通り進んでいる

【達成率】 46%

予算額　264,000円
【進捗率】 25%

評価：Ｃ　計画通り進んでいる

【達成率】 0%

予算額　2,295,000円
【進捗率】 50%

評価：Ｃ　計画通り進んでいる

【達成率】 46%

予算額　1,666,000円
【進捗率】 10%

【H29年度に向けた方針】
来年度は、町の事業として実施を
継続するため、来年度以降の実施
方法を検討していく。

【H29年度に向けた方針】
事業参加者のアップ・新規参加者
の増加が図れるよう検討していく。

【H29年度に向けた方針】
今年度以上に幅広く参加者を増や
すことに努める。

【H29年度に向けた方針】
健康教室の内容等を精査し、町民
の参加しやすい教室を実施する。

計画

実績

計画

実績

計画

計画

実績

計画

実績

各小学校3校で洗口を実施

教職員説明会、保護者説明会、児童生徒の説明と
保健指導の実施。

29年度は歯科医師会の支援がなくなるため、実施方
法の検討を学校と行っていく必要がある。

71

②
地
域
福
祉
の
推
進

健
康
推
進
課

歯・口の健康づくり
推進事業

0 0

　３校の全児童数９３９人中、実施児童数９０９
人、実施率９６．８％となった。フッ化物洗口未実
施の児童には水うがいの励行を指導している。
　保護者・教職員には十分な説明を行い、了解
を得た上で実施ている。教育委員会、歯科医師
会、薬剤師会、鳥取県、健康推進課の関係者が
チームを組んで、一丸となって取り組んだことが
成果につながったものと思われる。

73

②
地
域
福
祉
の
推
進

健
康
推
進
課

健康相談・健康教
室等の実施②

72

②
地
域
福
祉
の
推
進

健
康
推
進
課

健康相談・健康教
室等の実施①

温泉を活用したウォーキング教室の実施（龍鳳閣）
　年間計画に沿って実施（週2回　年75回　）

75

②
地
域
福
祉
の
推
進

健
康
推
進
課

健康相談・健康教
室等の実施④

74

②
地
域
福
祉
の
推
進

健
康
推
進
課

健康相談・健康教
室等の実施③

【加速化】※H28.2月補正計上
H27の運動プログラムを基に検証を行い、効果を確
認する。

【加速化】※H28.2月補正計上
積立貯筋運動教室
　町内の体育施設を利用して年１６回、健康体操を
中心に開催し、運動の習慣化や健康づくり、介護予
防として取り組む。

【加速化】※H28.2月補正計上
運動教室（龍鳳閣）
　龍鳳閣において、運動教室やヨガ教室などの運動
プログラムを９月から開催。

48 0

定員30名に対して27名の申し込みがあり、概ね
予定通りスタートすることができている。

0 140

786 0

定員80名に対して45名の参加となったが、
ウォーキングと温泉による実証実験を7月1日よ
りスタートすることができた。7月28日に健康づく
り支援セミナーを開催し、参加者の意識の向上
につなぐことができた。

龍鳳閣の改修工事を完了し、広報して参加者の
取りまとめを行った結果、昼の部で11名、夜の
部で13名、ヨガで20名のの申し込みがあった。
昼の部と夜の部は定員に達していないため引き
続き周知し、参加者の確保に努めることが必
要。

【目標】
教室参加人数を1,２５０人以
上

【現在の状況】
各小学校の全学年で実施
中。（週1回法）

【現在の状況】
4月7回　123人
5月7回　109人
6月9回　144人
7月5回　97人
9月7回　111人　合計584人

【現在の状況】
　27名の参加申し込みがあ
り教室がスタートした。延べ
214名
〈加速化交付金〉
①0団体
②257人

【現在の状況】
　45名の参加申し込みがあ
りウォーキングの実証実験
を開始した。
①～③は現在把握できない

【現在の状況】
龍鳳閣の改修工事は完了。
運動教室を実施中。
〈加速化交付金〉
①0団体
②257人

【目標】
①海外からのイベント参加
者数：200人（H29.3月）、500
人（H32.3月）
②海外からのイベント参加
国数：8カ国（H29.3月）、20カ
国（H32.3月）
③町内観光入込客数：101
万人（H29.3月）、110万人
（H32.3月）

【目標】
教室参加者：延べ1,000人
①CCRC事業に参画する民
間事業者・団体数：3団体以
上（H29.3月）、5団体以上
（H32.3月）
②県外からの移住者数：
282人（H29.3月）、850人
（H32.3月）

実績

【目標】
各小学校の全学年でフッ化
物洗口を実施する。

934 0

年間計画に沿って、週2回実施中。周知につい
て、毎月広報掲載・関係機関へチラシの配布を
実施している。目標達成には、1回平均17人とな
るが、現在のところ16.7人である。

【目標】
教室参加人数：のべ450名
①CCRC事業に参画する民
間事業者・団体数：3団体以
上（H29.3月）、5団体以上
（H32.3月）
②県外からの移住者数：
282人（H29.3月）、850人
（H32.3月）

目標どおり実施ができている。

おおむね目標どおりに参加者は推移し
ている。

定員をやや下回ったが、教室はおおむ
ね順調に進んでいる。

実験開始が予定よりやや遅れ、定員80
人に対し45人の参加で、参加率５６％だ
が、実験は順調に進んでいる。

事業は計画通り進んでいるが、参加者
がまだ少ないため、引き続き参加者の
確保が必要。

【事業評価に対する対応策】
実施状況について、各小学校を訪
問し、改善点等について学校と協
議を行っている。
年度末に、関係機関が集まり会議
を開催する予定である。

【事業評価に対する対応策】
今後も一般周知や関係機関への
チラシ配布及び、健診結果説明会
での個別勧奨も実施していく。

【事業評価に対する対応策】
事業終了後のフォローが必要。

【事業評価に対する対応策】
計画通り実施し、効果を検証す
る。

【事業評価に対する対応策】
あらゆる機会や媒体を通じて参加
呼びかけを実施する。

【H29年度に向けた方針】
温泉とウォーキングの効果を広く
周知するとともに、取り組みを普及
する。

保護者説明会、
教職員説明会の

実施 

町報掲載 来年度の小学校腕の実施方法について関係機関と協議 歯科保健会議の開催 

中学校での実施に向けて学校と協議を行う 

各小学校でのフッ化物洗口の実施 児童生徒への教育・試行 

温泉ウォーキング事業実施（週2回） 

毎月広報周知・チラシ関係施設等に配布 

広報・申込受付 ウォーキングの実施 企画・調整 評価・検証 報告書作成・ 

成果説明会 

龍鳳閣改修工事 運動教室の実施 広報・申込受付 企画・調整 

保護者説明会、
教職員説明会の

児童生徒への教

育・試行 

町報掲載・

ＴＣＣで放送 

各小学校でのフッ化物 

洗口の実施 

学校訪問し、

実施状況確認 

温泉ｳｫｰｷﾝｸﾞ（週2回実施） 

毎月広報周知・チラシ関係施設等に配布 

積立貯筋運動教室の実施 
広報・申込受付 

広報・申込受付 

積立貯筋運動教室の実施 

ウォーキングの実施 

広報・申込受付 

事前説明会 

龍鳳閣改修工事 

企画・調整 

広報・申込受付 

運動教室の実施 
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基本目標Ⅱ　安心して暮らせるまち

H27（繰越分） H28

執行済額 執行済額

7 8 9
H28　事業内容

【H27からの繰越含む】
H28　KPI　事業評価

【H27からの繰越含む】
上段：事業評価に対する対応策

下段：H29年度に向けた方針1 2 3

１段目：H28KPI目標

２段目：現在の状況

３段目：達成率、４段目：進捗率

施策 事業名担当課 4 5 6月 10 11 12

予算執行状況　単位：千円

現在までの評価

【評価：D　計画より遅れている】

  

【達成率】 46%

予算額　500,000円
【進捗率】 50%

【評価：D　計画より遅れている】

【達成率】 27%

予算額　89,507,000円
【進捗率】 50%

【評価：D　計画より遅れている】

  

【達成率】 46%

予算額　500,000円
【進捗率】 50%

【評価：D　計画より遅れている】

【達成率】 46%

予算額　10,000,000円
【進捗率】 41%

【事業評価に対する対応策】
介護保険制度や在宅医療・介護
連携の取組・高齢者福祉の現状を
踏まえた計画となるよう十分に協
議を重ねていく。
11月7日コミュニティネット担当者と
長寿福祉課・地域包括支援セン
ターとの協議をおこなう予定。

【H29年度に向けた方針】
モデル地区について、本年度の事
業計画の中で、次年度の方向を検
討し、計画をたてていく。

【H29年度に向けた方針】
モデル地区について、本年度の事
業計画の中で、次年度の方向を検
討し、計画をたてていく。

【H29年度に向けた方針】
地域包括ケアシステムがスムーズ
に機能するよう、策定した計画に
基づいて具体的方策に取組んで
行く。

【事業評価に対する対応策】
　関係者との連携を図り、スピード
感を持ってまちづくり会社設立や
各種事業に取り組んでいく。

【H29年度に向けた方針】
　設立予定のまちづくり会社を軸
に、拠点エリアの整備、移住定住
事業、地域包括ケアの実現に向け
て取り組んでいく。

計画

実績

計画

実績

計画

実績

実績

②
地
域
福
祉
の
推
進

健
康
推
進
課

「生涯活躍のまち」
湯梨浜町版CCRC
事業の推進②
【Ⅲ：①移住定住の
推進にも記載あり】

76

②
地
域
福
祉
の
推
進

健
康
推
進
課

鳥取看護大学によ
る「まちの保健室」
との連携

【加速化】※H28.2月補正計上
モデル事業を選定し、地区及び看護大学と連携し、
事業実施にむけ協議や健康教室を開催する。

・「まちの保健室」等事業にかかる報償金　68千円
・地区での健康教室に係る消耗品・使用料　197千円
・健康教育に必要な備品購入費（PC・ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ等）
235千円

【加速化】※H28.2月補正計上
必要な時に必要な支援を受け、誰もが生涯にわたっ
て活躍できる、安心して暮らせる湯梨浜町の地域包
括ケアの早期実現に向け、福祉・介護・保健・医療の
連携について、行政、町民、関係機関が担う役割や
取り組むべき方向性、施策を明らかした地域づくりの
基本となる計画を策定する。
・委託料　　10,000,000円

【加速化】※H28.2月補正計上
モデル事業を選定し、地区及び看護大学と連携し、
事業実施にむけ協議や健康教室を開催する。

・「まちの保健室」等事業にかかる報償金　68千円
・地区での健康教室に係る消耗品・使用料　197千円
・健康教育に必要な備品購入費（PC・ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ等）
235千円

77

②
地
域
福
祉
の
推
進

み
ら
い
創
造
室

「生涯活躍のまち」
湯梨浜町版CCRC
事業の推進①
【Ⅲ：①移住定住の
推進にも記載あり】

79

②
地
域
福
祉
の
推
進

長
寿
福
祉
課

「生涯活躍のまち」
湯梨浜町版CCRC
事業の推進③
【Ⅲ：①移住定住の
推進にも記載あり】

78

【加速化】※H28.2月補正計上
・拠点エリア整備基本計画策定　13,000千円
　委託料13,000千円
・東京圏のアクティブシニアへの情報発信　1,190千
円
　イベント参加旅費228千円、消耗品費100千円、お
試しツアー企画委託料600千円、会場使用料262千
円、
・設立団体立ち上げ及び協議会費用　1,937千円
　委員報償金120千円、視察旅費777千円、消耗品
費30千円、通信運搬費10千円、会社設立補助金
1,000千円
合計　27,780千円（うちCCRC　16,127千円）

【推進交付金】※H28.6月補正計上
多世代が充実した生活と安心して暮らせる健康まち
づくり事業
・都市部等での広告、Web上でのコマーシャル等の
情報発信　9,000千円
・まちづくり会社の活動費　20,000千円
・高齢者住宅拠点整備のための検討費　10,000千円
・松崎商店街拠点整備のための検討費　15,000千円
・東郷梨栽培連携プロジェクト事業　2,000千円（担
当：産業振興課）
・まちづくり会社設立出資金　2,400千円（交付金対象
外）
合計　58,400千円（うちCCRC　58,400千円）

【地域おこし協力隊】※H28.6月補正計上
・まちづくり会社へ派遣（5名）　14,980千円
（うちCCRC　14,980千円）

計画

【目標】
〈加速化交付金〉
①CCRC事業に参画する民
間事業者・団体数：3団体以
上（H29.3月）、5団体以上
（H32.3月）
②県外からの移住者数：
282人（H29.3月）、850人
（H32.3月）
〈推進交付金〉
①県外からの移住者：180
人（H28）、900人（H32）
②CCRC事業に参画する民
間事業者・団体数：3団体
（H28）、７団体（H32）
③梨栽培面積：3ha（H28）、
12ha（H32）

179 0

5月看護大学と事業についての協議を実施。
6月これまでの地区健康教育等の実績により候
補区を選定し、区長に検討依頼等実施。
6月末検討依頼していた1地区より承諾あり。
9月実施に向けて、地区との協議。
（11月「まちの保健室」事業実施予定）

179

562

　5月27日「生涯活躍のまち基本計画策定業務」
を（一社）コミュニティネットワーク協会と委託契
約を締結し、拠点エリアの整備計画等の調査・
策定を実施中。
　5月28日には東京移住促進センターで開催さ
れた「第5回生涯活躍のまちをつくる会」に職員2
名が出席し、本町のPRや18名の参加者と意見
交換を行った。
　6月17日には、生涯活躍のまちに係る地域再
生計画及び推進交付金の申請書を内閣府に提
出し、8月30日認定・決定となった。
　7月1日には、鳥取県・湯梨浜町・㈱コミュニティ
ネット・コミュニティネットワーク協会と協定書調
印を実施。
　9月12、13日には、首都圏の方を対象とした移
住体験ツアーを実施し、5名の方が参加。
　まちづくり会社の設立おいては、年度内の設
立予定を前倒しし、今年中には設立するため、
取り組みを行っている。
　10月からは、地域おこし協力隊4名を任命し、
生涯活躍のまち事業の推進やまちづくり会社の
運営に携わっていただく。
　事業内容や関係者が多岐にわたり、調整等に
時間を要する状況である。

0

5月看護大学と事業についての協議を実施。
6月これまでの地区健康教育等の実績により候
補区を選定し、区長に検討依頼等実施。
6月末検討依頼していた1地区より承諾あり。
9月実施に向けて、地区との協議。
（11月「まちの保健室」事業実施予定）

【目標】
ﾓﾃﾞﾙ地区1地区選定。
まちの保健室の開催
①CCRC事業に参画する民
間事業者・団体数：3団体以
上（H29.3月）、5団体以上
（H32.3月）
②県外からの移住者数：
282人（H29.3月）、850人
（H32.3月）

【目標】
①CCRC事業に参画する民
間事業者・団体数：3団体以
上（H29.3月）、5団体以上
（H32.3月）
②県外からの移住者数：
282人（H29.3月）、850人
（H32.3月）

0 0

　「福祉・保健・医療」の整備状況など基礎資料
を提供し、関係機関の聞き取り調査など日程調
整やヒアリングの立会いを行った。
　現在は計画策定のスケジュールに沿ってコ
ミュニティネットワーク協会が地域の現状や課題
分析を行い、湯梨浜町の目指す地域包括ケア
の方向性を検討、町を３つのエリアに分け、地
域包括ケアモデル案の具体的内容や関係機関
の連携施策を検討している。

【現在の状況】
5月看護大学との協議、保
健
　　推進委員への依頼
6月候補区へ検討依頼実施
　　1地区選定
7月地区決定
9月区と実施に向けての協
議
〈加速化交付金〉
①0団体
②257人

【現在の状況】
〈加速化交付金〉
①0団体
②257人
〈推進交付金〉
①80人
②0団体
③0ha

【現在の状況】
5月看護大学との協議、保
健
　　推進委員への依頼
6月候補区へ検討依頼実施
　　1地区選定
7月地区決定
9月区と実施に向けての協
議
　〈加速化交付金〉
①0団体
②257人

【現在の状況】
　〈加速化交付金〉
①0団体
②257人

【目標】
ﾓﾃﾞﾙ地区1地区選定。
まちの保健室の開催
①CCRC事業に参画する民
間事業者・団体数：3団体以
上（H29.3月）、5団体以上
（H32.3月）
②県外からの移住者数：
282人（H29.3月）、850人
（H32.3月）

当初の予定よりやや遅れている感はあ
るが、地区の実情を踏まえ、今後事業
実施に向けて協議していく方向である。

県外からの移住者数については、H28.9
月末現在80人であり、概ね順調に推移
している。
CCRCに参画する事業者・団体数につい
ては、現在まちづくり会社の設立に向け
て取り組んでいるところであり、出資者
が集まれば達成できるもと考える。
梨栽培面積については、「東郷梨栽培
連携プロジェクト事業」により栽培面積
の拡大に取り組んでおり、

当初の予定よりやや遅れている感はあ
るが、地区の実情を踏まえ、今後事業
実施に向けて協議していく方向である。

拠点エリアの整備計画が先行し、湯梨
浜町の目指す地域包括ケアシステムの
全体像が十分に示されていない。

0

【事業評価に対する対応策】
今年度の計画について、区や関係
機関と連携をとり実施に努める。

【事業評価に対する対応策】
今年度の計画について、区や関係
機関と連携をとり実施に努める。

区・保健推進
員依頼 

地区選定 
地区との協
議 

地区での取り組み 

地域包括ケア基本計画策定 
議会経過報告 住民説明会 

委託内容の検討、
委託契約締結 

区・保健推進
員依頼 

地区選定 
地区との協
議 

地区での取り組み 

生涯活躍のまち拠点エリア整備計画等基本計画の策定、東京圏へのアクティブシニアへの情報発信、まちづくり会社設立、庁内

組織・協議会（松崎地区駅前活性化協議会）の立上げ 

委託内容の検討、
委託契約締結 

11/26 ロングステイ

フェア出展 

5/28 移住促進セ

ンターセミナー参加 

まちづくり会社設立 

庁内検討組織・協議会（松崎地区駅前活性化

協議会）の立上げ、具体的内容の検討 

委託内容の検討 

5/27委託契約締結、
調査実施中 

5/28移住促進セン

ターセミナー参加者

18名 

6/17地域再生計画、推
進交付金申請 

地域再生計画、推進交
付金申請 

7/1県・町・CN・協会の4
者で協定書に調印 

7/19移住促進センター

出展自治体担当者会

7/26、28、29町長と語

る会にてCCRCを説明 

8/2、3シェア
金沢視察 

松崎地区駅前
活性化に向け
区長等に説明 

8/30地域再生
計画、推進交
付金決定 

9/12、13移住体
験ツアーを実施
し、5名参加 

9/12、13 移住体験ツアー 

11/30・12/1 移住体験ツアー 

10/1 地域おこし協力隊4名任命 

12月or1月 鳥取

フォーラム（東京） 

委託内容の検
討 

5/27委託契約締結
5/30～調査実施 

7/14 コミュ
ニティネット
協議 
 
7/26.28.29 
町長と語る
会CCRC説明 

9/2.3 

議会全協で
包括ケアの
イメージ報
告 

8/2.3 
シェア金沢
視察 

調査対象 

・医療機関３者 

・訪問看護事業者 

・介護サービス事業者２者 

・移送サービス １者 

長寿・包括、社会福祉協議

会 

 

区・保健推進員依

頼 
候補地区へ依

頼→地区選定 
地区決定 

地区との協
議 

区・保健推進員依

頼 
候補地区へ依

頼→地区選定 
地区決定 

地区との協
議 
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基本目標Ⅱ　安心して暮らせるまち

H27（繰越分） H28

執行済額 執行済額

7 8 9
H28　事業内容

【H27からの繰越含む】
H28　KPI　事業評価

【H27からの繰越含む】
上段：事業評価に対する対応策

下段：H29年度に向けた方針1 2 3

１段目：H28KPI目標

２段目：現在の状況

３段目：達成率、４段目：進捗率

施策 事業名担当課 4 5 6月 10 11 12

予算執行状況　単位：千円

現在までの評価

【評価：D　計画より遅れている】

【達成率】 0%

予算額　179,000円
【進捗率】 50%

【評価：D　計画より遅れている】

【達成率】 10%

予算額　3,178,000円
【進捗率】 50%

【事業評価に対する対応策】
今後、支縁員の情報交換の実施と
ともに、広域連合で行う婚活ツ
アー等の情報提供を行い、結婚を
望む男女の出会いの場の提供に
努める。

【事業評価に対する対応策】
広域連合が計画しているツアー・
セミナーを中心に中部市町で連携
しながら、県中部の独身者への情
報提供を行うとともに、県外からの
女性の呼び込みを図る。

【H29年度に向けた方針】
鳥取県中部の市町が実施する婚
活イベントとの連携や、他市町の
結婚コーディネーター等との情報
交換の機会を作りながら、支縁員
による婚活支援を推進する。

晩婚化や少子化が進む中、結婚を望む男女の出会
いを創出する「縁結び支縁員」の活動を支援すること
で人口増加や次世代を担う住民の定住を促進する。

・縁結び支縁員情報交換会、研修会 出席報償金
89千円
・婚姻成立時報償金　90千円

計画

81

③
結
婚
の
出
会
い
の
場
づ
く
り
と
情
報
提

供
企
画
課

婚活イベント事業
（広域連携）

0 0

■中部市町・広域連合による婚活イベント（バス
ツアー・セミナー）について調整を行う。
■ライフプラン協会の婚活イベントについて、セ
ミナーを7月29日、30日に実施。県外から女性を
招いての婚活体験ツアーについて9月24日～25
日に実施。
■今後、広域連合を中心としたセミナー・バスツ
アーを計画中。縁結び支縁員等の協力を得な
がら、本町独身者への呼び掛けを行い、結婚支
援に努めていく。

【目標】
平成28年度に広域連携によ
る婚活イベントを実施。
セミナー：20回
バスツアー：3回

ライフプラン協
会・中部担当
者打合 4/26

80

③
結
婚
の
出
会
い
の
場
づ
く
り
と
情
報
提

供
企
画
課

縁結び支縁員事業

【現在の状況】
現在までで縁結び支縁員の
仲立ちによる婚姻の成立な
し

【現在の状況】
婚活イベントについて中部
市町で内容を検討。
セミナー　7月29日・30日に
実施。体験ツアー　9月24日
～25日に実施

実績

計画

実績

0

■現在まで支縁員の仲立ちによる婚姻成立な
し。
■現時点では各支縁員に鳥取県中部で実施さ
れる広域連携婚活イベントの情報の提供を行っ
ており、イベントへの集客も依頼している。また、
今後について、本町と同様に婚活コーディネー
ターがいる北栄町・倉吉市と、コーディネーター
同士の意見交換・情報共有を検討中。広域的に
結婚支援を推進していく。
■縁結び支縁員について募集を行い、新規支
縁員を交えて意見交換会を行う予定であった
が、新規支縁員の応募がなかった。再度、募集
を行うとともに、今後、意見交換会を開催して婚
活情報等の共有を図る。

【加速化】※H28.2月補正計上
中部地区市町と連携し、婚活イベントを開催すること
により、結婚を希望する方の出会いの機会を広域的
に拡大するなど、少子化傾向の改善に取り組む。※
中部定住自立圏事業で実施する。

【H29年度に向けた方針】
婚活イベントの実施について、規
模・参加人数を確保するために
は、広域的な取り組みが必要であ
り、今後も情報交換・参加者募集
について、連携しながら取り組ん
でいく。

0

【目標】
縁結び支縁員事業等により
婚姻した件数：年1件 鳥取県中部で実施する婚活イベントの

情報提供等を行ったが、現時点で支縁
員の仲立ちによる婚姻成立なし。

広域連携により実施した婚活イベント
は、セミナー2回、ツアー1回で計画より
遅れている。広域連合は観光推進機構
と契約を締結して11月以降、セミナーや
ツアーを計画しており、今後は縁結び支
縁員等と連携を図りながら、独身者への
呼びかけに努める。

縁結び支縁員 新規募集 
町報・HP・ケーブルテレビ 

第1回 意見交換会 第２回 意見交換会 新規 支縁員研修 新規 支縁員研修 

縁結び支援員と連携しての男性募集 

ライフプラン協会  
モデル事業 

都市圏からの女性誘致 

広域連合・加速化交付金 
婚活バスツアー 内容検討 

ライフプラン協会  
モデル事業 
イベント実施 

婚活バスツアー 
事業実施 

縁結び支縁員 新規募集 
町報・HP・ケーブルテレビ 

婚活イベント情報提供 婚活イベント情報提供 

中部市町・広域連合で加速化交付金 
婚活バスツアー 内容検討 

ライフプラン協会  
モデル事業 

セミナー参加者募集開始 

縁結び支援員と連携しての男性募集 

ライフプラン協会  
モデル事業 
イベント実施 
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湯梨浜町まち・ひと・しごと創生総合戦略　平成２８年度事業進捗状況報告
基本目標Ⅲ　町民みんなが創るまち

H27（繰越分） H28

執行済額 執行済額

【評価：D　計画より遅れている】

【達成率】 40%

予算額　346,000円
【進捗率】 50%

【評価：B　計画以上に進んでいる】

【達成率】 100%

予算額　200,000円
【進捗率】 50%

【評価：C　計画どおりに進んでいる】

【達成率】 50%

予算額　400,000円
【進捗率】 50%

【評価：D　計画より遅れている】

【達成率】 25%

予算額　4,500,000円
【進捗率】 50%

【評価：C　計画どおりに進んでいる】

【達成率】 30%

予算額　522,000円
【進捗率】 50%

8 9

計画

実績

計画

実績

1 2 3

計画

実績

【目標】
県外からの転入者の定住：
4件

【目標】
ボランティア従事者：20名

１段目：H28KPI目標

２段目：現在の状況

３段目：達成率、４段目：進捗率

【目標】
移住について具体的な相談
に入っている者数：5人

【目標】
町外（県内）からの空き家バ
ンク利用者数：3件

【目標】
移住希望者へ空き家提供：
2件

実績

予算執行状況　単位：千円

0 101

現在までの評価

■6月26日鳥取県ＩＪＵターンＢＩＧ相談会ｉｎ東京
へ出展を行い相談５件を受けた。
■7月30日鳥取県ＩＪＵターンＢＩＧ相談会ｉｎ大阪
へ出展を行い相談８件を受けた。
■8月20日鳥取来楽暮鳥取県中部暮らしPart2
へ出展を行い相談３件を受けた。
今後も、BIG相談会へ出展を行う。

0 0

■ホームページを更新し、広報につとめた。
■空き家情報バンク利用登録を全体では８件実
施した。
　４月　１件
　５月　２件
　６月　２件
　７月　２件
　９月　１件

■４月県「鳥取県移住定住推進交付金」の申請
を行い、交付決定を受理した。
■ホームページを更新、鳥取県IJUターンBIG相
談会出展で周知を実施し広報につとめた。
■７月に申請を１件受付け、交付決定を実施し
た。
※別途相談が１件あったが、申請に至らなかっ
た。（三世代同居等支援補助金で申請を実施）

■現在まで参加6名（広島県・埼玉県・神奈川
県・東京都）
■1名からは丁寧なお礼の手紙をもらい、夏にも
再度来町を希望している。また1名は本町の地
域おこし協力隊への応募を検討中。
■本町の暮らしを体験するとともに、住民との交
流が図れる取り組みであり、引き続き周知して
参加者増に努める。

0 0

0 13

地域の将来を支える人材の呼び込みを図るため、都
市圏での移住定住相談会に参加し、本町の魅力を
積極的に発信する。
《H28予算額》　346千円（旅費292千円、需用費30千
円、役務費24千円）

H28　事業内容
【H27からの繰越含む】 10 11 12月 4 5 6 7
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空き家情報バンク
活用促進事業

82
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ＩＪＵターン促進事
業

施策 担当課 事業名

空き家情報バンク登録物件に町外者が転入する場
合に、空き家所有者が行う改修等の費用を補助す
る。
上限：100千円　補助率1/2　予算：100,000円×2件
＝200,000円
《H28予算額》　補助金　200千円

空き家改修事業補助金
　移住定住希望者に空き家を提供する人に対し、空
き家の改修費を最大200千円補助する。
《H28予算額》
200千円×1件

85
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移住定住者住宅支
援事業

県外の人又は県外から町に転入して６か月を経過し
ていない人が住宅の新築、購入又は改修をする場
合補助する。
《H28予算額》　2,900千円（移住定住（土地開発公
社）2,000千円×1件　2,000千円、移住定住2名1,000
千円×2件　2,000千円、移住定住1名500千円×1件
500千円）

84
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空き家対策事業

町内で移住定住希望者にボランティアで作業を行っ
てもらうことで、地域間交流と地域の人手不足の解
消を図る。
ボランティア受入者に報償費を支払い、ボランティア
従事者には宿泊費を負担。

ボランティア受入報償金　150千円
ボランティア支援業務委託料（宿泊）54泊　324千円
宿泊費補助　42千円
通信運搬費　6千円
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①
移
住
定
住
の
推
進

企
画
課

町外者による「ゆり
はま暮らし体験ボ
ランティア」の宿泊
費助成事業

実績

計画

計画

0

■ホームページを更新し、広報につとめた。
■空き家情報バンク空き家登録を４件実施し
た。
　６月　１件
　７月　１件
　８月　２件

【現在の状況】
移住について具体的な相談
に入っている者数：2人
※移住体験ツアーでは、４
人の相談を受けている。

【現在の状況】
町外（県内）からの空き家バ
ンク利用者数：3件

【現在の状況】
移住希望者へ空き家提供：
1件

【現在の状況】
県外からの転入者の定住：
1件

【現在の状況】
参加6名
のべ従事日数8日
宿泊10泊

0

H28　KPI　事業評価
【H27からの繰越含む】

上段：事業評価に対する対応策
下段：H29年度に向けた方針

相談会出展とともに、具体的な相談者
数も順調に増加してきている。

広報の効果もあり、町外（県内）からの
空き家情報バンク利用者数は順調に増
加している。

順調に空き家所有者と利用者のマッチ
ングを行っており、空き家提供も順調に
きている。

相談もあったが、申請には至らず、達成
率が上がらない状況。

ボランティア従事者の目標20名に対し
て、現時点での従事者6名と達成率は低
いが、その他については問題なく、概ね
順調に推移している。

【事業評価に対する対応策】
さらなる相談者数増加を図るた
め、相談会後のフォローも実施す
る。

【H29年度に向けた方針】
BIG相談会以外の相談会につい
て、より効果的な相談会を見極め
て出展していく。

【事業評価に対する対応策】
空き家改修補助金の活用を増や
すため、広報方法を検討する。

【H29年度に向けた方針】
空き家バンク制度活用を促進する
ため、より効果的な広報方法を検
討し、実施する。

【事業評価に対する対応策】
今後も利用者と空き家所有者の
マッチングを実施していく。

【H29年度に向けた方針】
空き家改修事業補助金のより効果
的な周知方法を検討し、実施して
いく。

【事業評価に対する対応策】
移住相談会での周知も含めて、県
外者に対する周知を実施する。

【H29年度に向けた方針】
年度内に事業が完了する必要が
あるため、年度の早い時期での周
知方法を検討する。

【事業評価に対する対応策】
地域のボランティア受入団体や宿
泊施設である「たみ」とは十分な連
携が取れているため、引き続き相
談会等の機会を捉えてPRを行い、
県外からの移住定住検討者の呼
び込みと交流人口の増加を図る。

【H29年度に向けた方針】
引き続き事業を実施。広報に努め
ながら、参加者の増加に努める。

相談会参加 相談会参加 

空き家情報バンク活用促進事業 

空き家改修事業補助金 

移住定住者住宅支援事業 

体験ボランティアの募集 

HP チラシ等               

県外PR活動 県外PR活動 

6/26鳥取県ＩＪ

ＵターンＢＩＧ

相談会ｉｎ東京

へ出展 

（相談：５件） 

町ホームペー

ジで広報（更

新） 

町ホームペー

ジで広報（更

新） 

県「鳥取県移

住定住推進交

付金」申請・決

町ホームペー

ジで広報（更

新） 

随時申請書受付を実施 

随時申請書受付を実施 

随時申請書受付、登録を実施 

7/30鳥取県ＩＪ

ＵターンＢＩＧ

相談会ｉｎ大阪

へ出展 

（相談：８件） 

8/20鳥取来楽

暮鳥取県中部

暮らしPart２へ

出展 

（相談：３件） 

9/12、13移住

田体験ツアー

を実施 

鳥取県IJUターンBIG

相談会で周知 

6/26東京 

町報８月号で

周知 

鳥取県IJUターンBIG

相談会で周知 

6/26東京 

町報８月号で

周知 

鳥取県IJUターンBIG

相談会で周知 

6/26東京 

7/30大阪 

体験ボランティアの募集 

HP チラシ等              

県外PR活動 
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基本目標Ⅲ　町民みんなが創るまち

H27（繰越分） H28

執行済額 執行済額

8 9 1 2 3

１段目：H28KPI目標

２段目：現在の状況

３段目：達成率、４段目：進捗率

予算執行状況　単位：千円

現在までの評価
H28　事業内容

【H27からの繰越含む】 10 11 12月 4 5 6 7施策 担当課 事業名
H28　KPI　事業評価

【H27からの繰越含む】
上段：事業評価に対する対応策

下段：H29年度に向けた方針

【評価：B　計画以上に進んでいる】

【達成率】 100%

予算額　18,500,000円
【進捗率】 50%

【評価：D　計画より遅れている】

【達成率】 30%

予算額　5,000,000円
【進捗率】 50%

【評価：D　計画より遅れている】

【達成率】 0%

予算額　1,500,000円
【進捗率】 50%

【評価：D　計画より遅れている】

【達成率】 20%

予算額　1,300,000円
【進捗率】 50%

【評価：D　計画より遅れている】

【達成率】 0%

予算額　0円
【進捗率】 0%

【評価：D　計画より遅れている】

【達成率】 0%

予算額　6,937,000円
【進捗率】 30%

【H29年度に向けた方針】
お試し住宅の活発な利用に向けて
周知を実施する。

実績

【目標】
県外からの定住者の免許
取得：10件

【目標】
中古住宅及び新築住宅用
土地購入による、町内への
定住：10件

【目標】
各種団体と協働し、当該地
域における雇用創出や学卒
者の地元定着率の向上を
推進する。

【目標】
お試し住宅利用件数：3件

計画

計画

計画

実績

【目標】
若者夫婦・子育て世代夫婦
の定住：２６件

町報4月号、ホームページ更新、鳥取県IJUター
ンBIG相談会出展で周知を実施し、順調に交付
を実施している。

0 1,628

0 208

実績

計画

実績

計画

周知を実施しているものの、相談がない
状況となっている。

協定書締結後の動きがない状況。

■町報5月号、ホームページ更新、鳥取県IJU
ターンBIG相談会出展で周知を図った。

■町報5月号、ホームページ更新、鳥取県IJU
ターンBIG相談会出展で周知を図った。
■全体で２件の交付決定を実施している。

■3月20日県内大学等、県、各市町村と「知
（知）の拠点大学による地方創生推進事業に関
する協定書」を締結した。

0 0

0 0

どちらかが35歳以下の夫婦、中学生以下の子どもが
2名以上いる世帯主への住宅新築・購入費に対して
補助金を交付。
　新築・購入　35件、17,500千円
　新築・購入（土地開発公社）　1件、1,000千円
　合計　36件、18,500千円

三世代家族の形成と子育ての支援を促進し、家族の
絆の再生と定住促進を図る。
　親と子と孫が新たに三世代で同居または近隣に居
住するための住宅の取得や増改築・リフォーム等の
費用に対して助成を行う。
　500千円×10件　5,000千円
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若者夫婦・子育て
世代住宅支援事業

88
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三世代同居等支援
事業
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移住者運転免許証
取得支援事業

県外からの移住者が自動車運転免許証を取得した
場合、取得費用の一部を助成する。
　150千円×10件　1,500千円
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住宅取得仲介報酬
助成事業

92
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お試し住宅運営事
業

中古住宅及び新築住宅用土地（いずれも集合住宅
を除く。）を購入しようとする者に対し、支払った仲介
報酬を一部助成し、町内定住促進により町の活性化
を図る。
　130千円×10件　1,300千円

地域で活躍する人材の育成や大学を核とした地域
産業の活性化、地方への人口集積等を推進するた
め、地域における複数の大学が地域活性化政策を
担う地方公共団体、人材を受け入れる企業や地域
活性化を目的として活動するNPOや民間団体等と協
働し、当該地域における雇用創出や学卒者の地元
定着率の向上を推進する。
具体的な内容は今後つめていく。

0 49

着実に申請はあるが、達成率はなかな
かのびない状況となっている。

91
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鳥取大学等との連
携による「地（知）の
拠点ＣＯＣ＋」事業
の推進

【H29年度に向けた方針】
事業の推進に対して、すみやかに
対応する。

【事業評価に対する対応策】
売買契約、改修を早急に実施す
る。

空き家を借り上げて改修し、お試し住宅として活用す
ることで、移住定住を検討している方に本町の暮らし
を体験してもらうとともに、空き家の有効活用、移住
定住検討者と地域住民の交流による地域活性化及
び定住促進を図る。
お試し住宅に配置する家電・家具等を整備する。
（全体事業費6,937千円、需用費4,905千円、役務費
476千円、使用料及び賃借料56千円、公有財産購入
費1,200千円、備品購入費300千円）

計画

実績

■町報5月号、ホームページ更新、鳥取県IJU
ターンBIG相談会出展で周知を図った。
■全体で３件の交付決定を実施している。

【目標】
新たな三世代家族の定住：
10件

■6月27日中部総合事務所用地課と打合せを
実施した。
■8月20日周辺住民説明を実施した。
■9月30日空き家買取に向けて、公拡法申出を
実施した。

実績

お試し住宅未設置のため利用まで至っ
ていない。

【現在の状況】
交付決定件数　9月末36件
　H27：6件
　4月：5件
　5月：4件
　6月：5件
　7月：2件
　8月：5件
　9月：9件

【現在の状況】
交付決定件数　9月末3件
　5月：2件
　9月：1件

【現在の状況】
交付決定件数　9月末0件

【現在の状況】
交付決定件数　9月末2件
　7月：1件
　9月：1件

【現在の状況】
各種団体と協働し、当該地
域における雇用創出や学卒
者の地元定着率の向上を
推進している。

【現在の状況】
お試し住宅利用件数：0件
購入・整備に関して検討、関
係者と協議中。

0

【事業評価に対する対応策】
さらなる周知を実施する。

【H29年度に向けた方針】
より効果的な周知方法を検討し、
実施する。

【事業評価に対する対応策】
さらなる周知を実施する。

【H29年度に向けた方針】
より効果的な周知方法を検討し、
実施する。

【事業評価に対する対応策】
今後、動きがあった時にすみやか
に対応する。

0

KPI目標の２６件を上回るペースで申請
があった。

着実に申請はあるが、達成率はなかな
かのびない状況となっている。

【事業評価に対する対応策】
さらなる周知を実施する。

【H29年度に向けた方針】
より効果的な周知方法を検討し、
実施する。

【事業評価に対する対応策】
さらなる申請に対応するため、９月
補正で5,000千円（１０件）を要求し
議決された。

【H29年度に向けた方針】
当初予算での申請予定件数の精
度を高めるため、住宅分譲地整備
の情報収集を実施する。

三世代同居等支援事業 

移住者運転免許証取得支援事業 

住宅取得仲介報酬助成事業 

随時対応 

購入・整備 運営 

5月号町報で

広報 

随時申請書受付、交付決定を実施 

町ホームペー

ジで広報（更

新） 

5月号町報で

広報 

随時申請書受付を実施 

町ホームペー

ジで広報（更

新） 

5月号町報で

広報 

随時申請書受付を実施 

町ホームペー

ジで広報（更

新） 

随時対応 

購入に関して検討実 6/27中部総合

事務所用地課

と打合せ 

若者夫婦・子育て世代住宅支援事業 補助金受付・交付 

4月号町報で

広報 

随時申請書受付、交付決定を実施 

広報・周知 広報・周知 

町ホームペー

ジで広報（更

鳥取県IJUターンBIG

相談会で周知 

6/26東京 

7/30大阪 

９月補正で５０

０千円（１０件

分）要求、議決 

鳥取県IJUターンBIG

相談会で周知 

6/26東京 7/30大阪 

鳥取県IJUターンBIG

相談会で周知 

6/26東京 7/30大阪 

鳥取県IJUターンBIG

相談会で周知 

6/26東京 7/30大阪 

起工伺起

案、決裁

8/20空き

家所有者

と打合せ、

住民説明 

9/17～21

所有者片

付作業 

9/30公拡

法申出

（県） 
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基本目標Ⅲ　町民みんなが創るまち

H27（繰越分） H28

執行済額 執行済額

8 9 1 2 3

１段目：H28KPI目標

２段目：現在の状況

３段目：達成率、４段目：進捗率

予算執行状況　単位：千円

現在までの評価
H28　事業内容

【H27からの繰越含む】 10 11 12月 4 5 6 7施策 担当課 事業名
H28　KPI　事業評価

【H27からの繰越含む】
上段：事業評価に対する対応策

下段：H29年度に向けた方針

【評価：C　計画どおりに進んでいる】

【達成率】 20%

予算額　630,000円
【進捗率】 20%

【評価：D　計画より遅れている】

【達成率】 27%

予算額　89,507,000円
【進捗率】 50%

【評価：D　計画より遅れている】

  

【達成率】 46%

予算額　500,000円
【進捗率】 50%

【評価：D　計画より遅れている】

【達成率】 46%

予算額　10,000,000円
【進捗率】 41%

【事業評価に対する対応策】
県に度々確認をして、申請を促し
ていく。

実績

0

0

0

実績

　5月27日「生涯活躍のまち基本計画策定業務」
を（一社）コミュニティネットワーク協会と委託契
約を締結し、拠点エリアの整備計画等の調査・
策定を実施中。
　5月28日には東京移住促進センターで開催さ
れた「第5回生涯活躍のまちをつくる会」に職員2
名が出席し、本町のPRや18名の参加者と意見
交換を行った。
　6月17日には、生涯活躍のまちに係る地域再
生計画及び推進交付金の申請書を内閣府に提
出し、8月30日認定・決定となった。
　7月1日には、鳥取県・湯梨浜町・㈱コミュニティ
ネット・コミュニティネットワーク協会と協定書調
印を実施。
　9月12、13日には、首都圏の方を対象とした移
住体験ツアーを実施し、5名の方が参加。
　まちづくり会社の設立おいては、年度内の設
立予定を前倒しし、今年中には設立するため、
取り組みを行っている。
　10月からは、地域おこし協力隊4名を任命し、
生涯活躍のまち事業の推進やまちづくり会社の
運営に携わっていただく。
　事業内容や関係者が多岐にわたり、調整等に
時間を要する状況である。
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ら
い
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造
室

「生涯活躍のまち」
湯梨浜町版CCRC
事業の推進①〈再
掲〉
【Ⅱ：②地域福祉の
推進にも記載あり】

計画

【目標】
〈加速化交付金〉
①CCRC事業に参画する民
間事業者・団体数：3団体以
上（H29.3月）、5団体以上
（H32.3月）
②県外からの移住者数：
282人（H29.3月）、850人
（H32.3月）
〈推進交付金〉
①県外からの移住者：180
人（H28）、900人（H32）
②CCRC事業に参画する民
間事業者・団体数：3団体
（H28）、７団体（H32）
③梨栽培面積：3ha（H28）、
12ha（H32）

【目標】
ふるさと奨学金支援助成事
業
　広報及び県制度の認定者
へ個別案内する。

0

【目標】
ﾓﾃﾞﾙ地区1地区選定。
まちの保健室の開催
①CCRC事業に参画する民
間事業者・団体数：3団体以
上（H29.3月）、5団体以上
（H32.3月）
②県外からの移住者数：
282人（H29.3月）、850人
（H32.3月）

179

【目標】
①CCRC事業に参画する民
間事業者・団体数：3団体以
上（H29.3月）、5団体以上
（H32.3月）
②県外からの移住者数：
282人（H29.3月）、850人
（H32.3月）

0

計画

実績

　「福祉・保健・医療」の整備状況など基礎資料
を提供し、関係機関の聞き取り調査など日程調
整やヒアリングの立会いを行った。
　現在は計画策定のスケジュールに沿ってコ
ミュニティネットワーク協会が地域の現状や課題
分析を行い、湯梨浜町の目指す地域包括ケア
の方向性を検討、町を３つのエリアに分け、地
域包括ケアモデル案の具体的内容や関係機関
の連携施策を検討している。

【事業評価に対する対応策】
介護保険制度や在宅医療・介護
連携の取組・高齢者福祉の現状を
踏まえた計画となるよう十分に協
議を重ねていく。
11月7日コミュニティネット担当者と
長寿福祉課・地域包括支援セン
ターとの協議をおこなう予定。

【H29年度に向けた方針】
地域包括ケアシステムがスムーズ
に機能するよう、策定した計画に
基づいて具体的方策に取組んで
行く。

計画

実績

5月看護大学と事業についての協議を実施。
6月これまでの地区健康教育等の実績により候
補区を選定し、区長に検討依頼等実施。
6月末検討依頼していた1地区より承諾あり。
9月実施に向けて、地区との協議。
（11月「まちの保健室」事業実施予定）

【事業評価に対する対応策】
今年度の計画について、区や関係
機関と連携をとり実施に努める。

【H29年度に向けた方針】
モデル地区について、本年度の事
業計画の中で、次年度の方向を検
討し、計画をたてていく。

96

①
移
住
定
住
の
推
進

長
寿
福
祉
課

「生涯活躍のまち」
湯梨浜町版CCRC
事業の推進③〈再
掲〉
【Ⅱ：②地域福祉の
推進にも記載あり】

【加速化】※H28.2月補正計上
必要な時に必要な支援を受け、誰もが生涯にわたっ
て活躍できる、安心して暮らせる湯梨浜町の地域包
括ケアの早期実現に向け、福祉・介護・保健・医療の
連携について、行政、町民、関係機関が担う役割や
取り組むべき方向性、施策を明らかした地域づくりの
基本となる計画を策定する。
・委託料　　10,000,000円
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ふるさと奨学資金
貸与事業（名称変
更：ふるさと人材育
成奨学金支援助成
金事業）
【Ⅰ：④雇用の推進
にも記載あり】

ふるさと人材育成奨学金支援助成金
鳥取県未来人材育成奨学金支援助成金の認定を受
け、町内に定住する人を対象に奨学金返還額の一
部を助成する。
○対象になる業種など
　製造業、情報通信業、薬剤師の領域、建設業・建
設コンサルタント業、旅館・ホテル業に就職している
既卒者や就職する予定の学生。
○助成内容
　無利子の奨学金：貸与を受けた奨学金の返還総額
の1/6
　有利子の奨学金：貸与を受けた奨学金の返還総額
の1/8
　助成期間は、原則として県内の対象業種に就職し
てから８年間。
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「生涯活躍のまち」
湯梨浜町版CCRC
事業の推進②〈再
掲〉
【Ⅱ：②地域福祉の
推進にも記載あり】

鳥取県未来人材育成奨学金支援助成金の認定
者で湯梨浜町在住者は現在４名であることを確
認した。この４名のかたについて、８月２３日に
県就業支援課をとおして湯梨浜町の助成事業
の案内を送付した。また、この他にも湯梨浜町
出身者があるだろうという県の配慮により、県の
認定文書に湯梨浜町の事業案内を同封して送
付（１２件）。今後も県との連携を図りながら周知
していく予定である。

計画

【現在の状況】　県に確認し
て個別案内をした。
湯梨浜町在住者４名に対
し、8/23に、県就業支援課
をとおして案内を送付した。

【現在の状況】
〈加速化交付金〉
①0団体
②257人
〈推進交付金〉
①80人
②0団体
③0ha

【現在の状況】
5月看護大学との協議、保
健
　　推進委員への依頼
6月候補区へ検討依頼実施
　　1地区選定
7月地区決定
9月区と実施に向けての協
議
　〈加速化交付金〉
①0団体
②257人

【現在の状況】
　〈加速化交付金〉
①0団体
②257人

計画どおりに進んでいるが、申請が出て
いない状況。

当初の予定よりやや遅れている感はあ
るが、地区の実情を踏まえ、今後事業
実施に向けて協議していく方向である。

拠点エリアの整備計画が先行し、湯梨
浜町の目指す地域包括ケアシステムの
全体像が十分に示されていない。

県外からの移住者数については、H28.9
月末現在80人であり、概ね順調に推移
している。
CCRCに参画する事業者・団体数につい
ては、現在まちづくり会社の設立に向け
て取り組んでいるところであり、出資者
が集まれば達成できるもと考える。
梨栽培面積については、「東郷梨栽培
連携プロジェクト事業」により栽培面積
の拡大に取り組んでおり、

【Ｈ29年度に向けた方針】
県と一層の連携を図り、早目の対
応で事業に取り組む。

【加速化】※H28.2月補正計上
・拠点エリア整備基本計画策定　13,000千円
　委託料13,000千円
・東京圏のアクティブシニアへの情報発信　1,190千
円
　イベント参加旅費228千円、消耗品費100千円、お
試しツアー企画委託料600千円、会場使用料262千
円、
・設立団体立ち上げ及び協議会費用　1,937千円
　委員報償金120千円、視察旅費777千円、消耗品
費30千円、通信運搬費10千円、会社設立補助金
1,000千円
合計　27,780千円（うちCCRC　16,127千円）

【推進交付金】※H28.6月補正計上
多世代が充実した生活と安心して暮らせる健康まち
づくり事業
・都市部等での広告、Web上でのコマーシャル等の
情報発信　9,000千円
・まちづくり会社の活動費　20,000千円
・高齢者住宅拠点整備のための検討費　10,000千円
・松崎商店街拠点整備のための検討費　15,000千円
・東郷梨栽培連携プロジェクト事業　2,000千円（担
当：産業振興課）
・まちづくり会社設立出資金　2,400千円（交付金対象
外）
合計　58,400千円（うちCCRC　58,400千円）

【地域おこし協力隊】※H28.6月補正計上
・まちづくり会社へ派遣（5名）　14,980千円
（うちCCRC　14,980千円）

562 0

【事業評価に対する対応策】
　関係者との連携を図り、スピード
感を持ってまちづくり会社設立や
各種事業に取り組んでいく。

【H29年度に向けた方針】
　設立予定のまちづくり会社を軸
に、拠点エリアの整備、移住定住
事業、地域包括ケアの実現に向け
て取り組んでいく。

【加速化】※H28.2月補正計上
モデル事業を選定し、地区及び看護大学と連携し、
事業実施にむけ協議や健康教室を開催する。

・「まちの保健室」等事業にかかる報償金　68千円
・地区での健康教室に係る消耗品・使用料　197千円
・健康教育に必要な備品購入費（PC・ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ等）
235千円

 県の認定者の中の湯梨浜町在住者へ個別案内をする(認定申請、交付申請事務など) 

広報などにより周知  事業のまとめ                    

地域包括ケア基本計画策定 
議会経過報告 住民説明会 

委託内容の検討、
委託契約締結 

区・保健推進
員依頼 

地区選定 
地区との協
議 

地区での取り組み 

委託内容の検
討、 
準備 

5/27委託契約締
結5/30～調査実
施 

委託内容の検
討 

5/27委託契約締結
5/30～調査実施 

7/14 コミュ
ニティネット
協議 
 
7/26.28.29 

町長と語る
会CCRC説明 

8/2.3 

シェア金沢
視察 

9/2.3 
議会全協で
包括ケアの
イメージ報
告 

調査対象 

・医療機関３者 

・訪問看護事業者 

・介護サービス事業者２者 

・移送サービス １者 

長寿・包括、社会福祉協議

会 

区・保健推進員依

頼 
候補地区へ依

頼→地区選定 
地区決定 

地区との協
議 

生涯活躍のまち拠点エリア整備計画等基本計画の策定、東京圏へのアクティブシニアへの情報発信、まちづくり会社設立、庁内

組織・協議会（松崎地区駅前活性化協議会）の立上げ 

委託内容の検討、
委託契約締結 

11/26 ロングステイ

フェア出展 

5/28 移住促進セ

ンターセミナー参加 

まちづくり会社設立 

庁内検討組織・協議会（松崎地区駅前活

性化協議会）の立上げ、具体的内容の検

討 

委託内容の検討 

5/27委託契約締結、
調査実施中 

5/28移住促進セン

ターセミナー参加者

6/17地域再生計画、推
進交付金申請 

地域再生計画、推進交
付金申請 

7/1県・町・CN・協会の4
者で協定書に調印 

7/19移住促進センター

出展自治体担当者会

7/26、28、29町長と語

る会にてCCRCを説明 

8/2、3シェア
金沢視察 

松崎地区駅前
活性化に向け
区長等に説明 

8/30地域再生
計画、推進交
付金決定 

9/12、13移住体
験ツアーを実施
し、5名参加 

9/12、13 移住体験ツアー 

11/30・12/1 移住体験ツアー 

10/1 地域おこし協力隊4名任命 

12月or1月 鳥取

フォーラム（東京） 

広報などにより周知  

県の認定者の中の湯梨浜町在

住者へ個別案内をした 
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基本目標Ⅲ　町民みんなが創るまち

H27（繰越分） H28

執行済額 執行済額

8 9 1 2 3

１段目：H28KPI目標

２段目：現在の状況

３段目：達成率、４段目：進捗率

予算執行状況　単位：千円

現在までの評価
H28　事業内容

【H27からの繰越含む】 10 11 12月 4 5 6 7施策 担当課 事業名
H28　KPI　事業評価

【H27からの繰越含む】
上段：事業評価に対する対応策

下段：H29年度に向けた方針

【評価：D　計画より遅れている】

【達成率】 46%

予算額　3,000,000円
【進捗率】 20%

【評価：D　計画より遅れている】

【達成率】 50%

予算額　7,999,000円
【進捗率】 45%

【評価：C　計画どおりに進んでいる】

【達成率】 50%

予算額　5,713,000円
【進捗率】 50%

【評価：D　計画より遅れている】

【達成率】 50%

予算額　805,000円

【進捗率】 50%

計画

実績

計画

実績

計画

【目標】
地域おこし協力隊任用：2名
（平成27年度任用者含む）

0 1,548

■4/1から着任している佐藤隊員は、地域との
つながりを深めながら、サカナクワイ屋、よどや
等での活動を行っている。自ら「軽トラ市」を企
画し、産品等の販売PRにも取り組んだ。
　しかしながら、自己都合により9月末で退任し、
9月末時点で任用0名となってしまった。
■6/24から8/5まで協力隊員を1名募集し、5名
の応募があった。8/19に一次選考、9/5に二次
選考を行い、神戸市在住の女性1名が合格と
なった。着任日を現在調整中。（12月1日任用予
定）

【目標】
（財）自治総合センターが実
施するコミュニティ助成事業
を活用し、町内各集落、団
体のコミュニティ活動に必要
な施設又は設備の整備を行
う。

0 2,200

【目標】
まちづくりを創造する団体の
育成
新規団体　2団体
継続活動団体　4団体

0

②
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
創
出
や
拠
点
の
形
成

企
画
課
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町営住宅の若者向
け住宅とCCRCによ
る高齢者住宅の改
修

地域おこし協力隊2名雇用し、地域活動に従事。地
域の活力向上を図る。
◆協力隊2名分報酬等　4,642千円
◆消耗品　15千円
◆活動費　3,342千円

まちづくり創造事業・ステップ事業
自主的・継続的にまちづくりを推進する団体への助
成を行う。対象事業は、原則新規事業で、事業成果
が永続性（原則３年以上）及び活性化が図られるソフ
ト事業。

交付補助金　1件200千円×2団体（創造事業）
　　　　　　　　　1件100千円×4団体（ステップ事業）
役務費　5千円
※県費：市町村交付金（1/2）
　その他：元気なまちづくり基金繰入金

■現時点（9月末）までに審査会を2回実施し、
①ステップ事業（継続活動団体）として1団体を
採択
⇒中華コスプレ実行委員会（中華コスプレ大会
～ゆりりんコンテスト～）
※助成額：100千円
②まちづくり創造事業として1団体を採択
⇒鬼嫁の里プロジェクト（鬼嫁の里プロジェクト）
※助成額：190千円
■ステップ事業（3年目・最終年）として三八市実
行委員会に助成（助成額：100千円）。
【新規団体】
①鬼嫁の里プロジェクト
【継続活動団体】
①三八市実行委員会
②中華コスプレ実行委員会
■10月審査会の開催に向けて、町広報紙（8月
号）やHPなどでまちづくり創造事業の提案案件
を募集したが、結果的に応募は0件だった。

【事業評価に対する対応策】
情報提供手段のあり方を工夫、検
討しながら、引き続き制度の周
知、啓発に努める。

【H29年度に向けた方針】
情報提供手段等を再度検証し、新
規団体の募集と継続団体の支援
に努める。また、制度の周知、啓
発はもとより、新分野に取り組む
団体の育成を促すため、制度が有
機的に活用されるよう支援のあり
方を検討する。
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地域のにぎわい、
まちづくりを創出す
る事業への支援②

まちづくり創造事
業・ステップ事業

実績

・各団体申請
案内
・交付決定通
知
・審査会

・新規団体募
集チラシ、広
報

・新規団体募
集チラシ、広
報
・基金取り崩
し（財務）

390

■自治総合センターによる事業採択件数3件
■事業実施が採択された自治区に補助金を交
付するため、6月議会で予算を補正した後に補
助金の交付決定を行った。3自治区のうち、川上
区については事業が完了し、補助金を交付し
た。

【事業実施自治区】
①川上区　②はわい長瀬団地区　③港区
※補助金交付決定額5,700千円

コミュニティ助成事業
（財）自治総合センターが実施するコミュニティ助成
事業を活用し、町内各集落、団体のコミュニティ活動
に必要な施設又は設備の整備を行う。

補助金0件（交付決定後、補正予算で対応）
役務費　13千円

H28.6月補正予算計上
補助金3件　5,700千円99
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地域のにぎわい、
まちづくりを創出す
る事業への支援①

コミュニティ助成事
業

98

地域おこし協力隊
事業

【目標】
①CCRC事業に参画する民
間事業者・団体数：3団体以
上（H29.3月）、5団体以上
（H32.3月）
②県外からの移住者数：
282人（H29.3月）、850人
（H32.3月）

0 0

・委託業者とヒアリングを実施
・住宅の配置地図等資料を提出
・6/9業者との報告会
・委託業者とヒアリングを実施し、必要資料を提
出

計画

実績

委託業者とのヒアリング及び必要な資
料を提出し、現在どこに住宅を集約する
か、どんな選択肢があるか検討してい
る。

【加速化】※H28.2月補正計上
町営住宅建替えについて、生涯活躍のまちに活かさ
れる多世代交流拠点としての整備計画の検討
・建設場所
・規模（戸数）
・現住民の意向調査
全体事業費のうち3,000千円

【事業評価に対する対応策】
引き続き建設場所、規模等の計画
策定を協議する。

【H29年度に向けた方針】
CCRC事業を進める中で住宅の一
体的な整備に向けて取り組む。

【現在の状況】
1名は4/1より任命したが9/
末で退任。別途募集してい
た1名について、9/5に任用
を決定。現在、着任日を調
整中。

【現在の状況】
補助金交付決定　3自治区
5,700千円

【現在の状況】
新規団体　1団体
継続活動団体　2団体

【事業評価に対する対応策】
関係課と調整し、早い時期に1名
募集開始する。

【H29年度に向けた方針】
協力隊で取り組むテーマを明確に
し、関係課の支援体制を整える。

【現在の状況】
〈加速化交付金〉
①0団体
②257人

4/1から任用していた1名が9月末で退任
してしまい、9/末現在で任用0名となって
しまった。

【事業評価に対する対応策】
事業実施自治区の実施状況を確
認しながら、引き続き備品等の整
備を支援する。

【H29年度に向けた方針】
引き続き事業の広報を行いなが
ら、各区に助成制度の活用を促
し、コミュニティ活動の推進に努め
る。

各事業実施自治区はすでに採択事業に
着手しており、事業は計画どおりに進ん
でいる。

制度の周知、啓発を行いながら、新規
団体及び継続団体の支援に努めている
が、制度を活用してまちづくりを創造す
る団体数は当初の目標に達していな
い。

生涯活躍のまちにおける拠点エリア整備に関する計画策定 

業務委託 計画検討 計画策定 

 協力隊の活動推進（佐藤隊員） 

 隊員募集準備  隊員募集・PR 

 隊員募集準備 
 6/24～8/5 隊員募集・PR 

 9/5 採用決定 

 協力隊の活動推進（佐藤隊員） 

6月予算上程 

採択 3自治区 
港区・川上区・はわい長瀬団地区 

補助金交付手続 

H29年度 申請自治区募集 H29年度 自治総合センターへ申請手続 

H28年度 自治総合セン

ター実績報告 

6月補正予算可決 

補助金交付 3自治区 
①川上区 ②はわい長瀬団地区 ③港区 

補助金交付手続 

新規団体呼びかけ 

補助金申請処理 

新規団体 審査会 

ゆりりんコンテスト審査会 

【4月審査会】 

審査団体数：1団体 

対象：ステップ事業 

結果：条件付採択→採択 

【6月審査会（臨時）】 

審査団体数：1団体 

対象：創造事業（新規） 

結果：条件付採択→採択 

【新規団体募集】 

広報媒体：広報紙・ＨＰ・ＴＣＣほか 

 協力隊の活動推進（佐藤隊員） 

 ・業者とヒアリング 

 ・資料提出 
 ・業者とヒアリング 

 ・資料提出 
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基本目標Ⅲ　町民みんなが創るまち

H27（繰越分） H28

執行済額 執行済額

8 9 1 2 3

１段目：H28KPI目標

２段目：現在の状況

３段目：達成率、４段目：進捗率

予算執行状況　単位：千円

現在までの評価
H28　事業内容

【H27からの繰越含む】 10 11 12月 4 5 6 7施策 担当課 事業名
H28　KPI　事業評価

【H27からの繰越含む】
上段：事業評価に対する対応策

下段：H29年度に向けた方針

【評価：D　計画より遅れている】

【達成率】 50%

予算額　35,966,000円

【進捗率】 40%

【評価：D　計画より遅れている】

・申請案内発
送

下期分概算払
（2地域）

【達成率】 50%

予算額　3,676,000円
【進捗率】 40%

【評価：C　計画どおりに進んでいる】

【達成率】 50%

予算額　459,000円
【進捗率】 50%

【評価：C　計画どおりに進んでいる】

【達成率】 60%

予算額　3,476,000円

【進捗率】 50%

集落づくり総合交付金事業
町内各集落の運営費や防災活動、その他福祉活動
等自主的な集落づくり活動などに対して交付金を助
成する。
・集落運営交付金
・自主防災組織運営交付金
・納税奨励事業交付金
・防犯灯維持管理交付金
・防犯灯設置交付金
・集落活性化交付金
補助金計　35,966千円
役務費　62千円

計画
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課

防災対策特別強化
事業

湯梨浜町内各集落の防災意識高揚のための人的支
援。
30件以上の各種団体・集落の研修を実施していく。
また、自主防災組織を３地区以上設立する。
　・社会保険料 　382千円
  ・賃金　　　　　 2,520千円
  ・旅費　　　　　　 　10千円
  ・消耗品郵券料 564千円

【目標】
湯梨浜町内各集落の防災
意識高揚のための人的支
援。
30件以上の各種団体・集落
の研修を実施していく。
また、自主防災組織を３地
区以上設立する。

0 1,532

各集落等への防災講習も良好に推移している。
自主防災組織設立団体は２団体設立していた
だいたところ。今後とも、既設立団体も含め、訓
練等強化等を行っていきたい。区長への通知や
防災対策官を町報に掲載するなど防災への住
民への情報提供等も力を入れていきたい。

計画

実績

研修等実施回数、新規自主防災組織設
立地区数ともに計画以上に進んでおり、
今後も努力したい。

【事業評価に対する対応策】
目標の３地区にこだわることなく、
未組織地区の全組織化に向けて
努力したい。

【H29年度に向けた方針】
研修の実施、未組織地区の設立
支援はもちろんであるが、既存の
組織の充実強化策、とりわけ災害
時要支援者対策の強化について
も検討する必要がある。
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地域のにぎわい、
まちづくりを創出す
る事業への支援⑤

ボランティア団体育
成支援事業

ボランティア団体育成支援事業
ボランティア団体の育成を図り、住民参加型の地域
活動を促進し、協働のまちづくりを推進する団体を支
援する。
補助金　10団体 450千円
需用費　5千円
役務費　4千円

【目標】
ＮＰＯ法人、ボランティアグ
ループの数：2団体増

0 0

■現在、新規登録団体1団体で、目標に対して
は順調に推移している。
■ボランティア活動支援の補助金について、9団
体で活用予定（現在交付決定8団体）。
■引き続きボランティア活動への支援を行うとと
もに、支援制度や団体の活動状況の周知を行
い、まちづくりへの住民参画を促す。

計画

実績

【事業評価に対する対応策】
引き続きボランティア団体への呼
びかけを行い、補助制度により活
動を支援するとともに、住民による
まちづくりを推進する。

【H29年度に向けた方針】
引き続き事業の広報や個別の呼
びかけにより、ボランティア活動の
支援を行っていく。

新規登録団体1団体(達成率50％）と計
画どおりに推移している。
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地域のにぎわい、
まちづくりを創出す
る事業への支援③

集落づくり総合交
付金事業

【目標】
地域にぎわい創出事業補助
金：12地域

0 3,559

■現在、対象全地域（12地域）の実施する運動
会などの事業に交付決定した。引き続き、町内
のにぎわいの創出と住民間の交流の促進を促
す。
■地域の利便性、申請事務の簡素化等を考慮
し、補助金の見直しについて内部で検討はして
いるが、現時点で立案に至っていない。

実績

・申請案内
発送

・概算払い
（上期分）

・概算払い
（下期分）

・実績報告
照会

【事業評価に対する対応策】
各地域へ制度に対するアンケート
調査を行い、意見を集約する。

【H29年度に向けた方針】
■各区を対象とした他の交付金と
合わせて補助金を見直し、Ｈ29か
ら運用する。

■地域の利便性、申請事務の簡素化等
を考慮し、補助金の見直しについて内部
で検討はしているが、現時点で立案に
至っていない。

計画
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地域のにぎわい、
まちづくりを創出す
る事業への支援④

地域にぎわい創出
事業

町内に旧地区公民館単位を基準とした地域を設定
し、その地域が実施する「運動会」、「祭り」などの経
費を補助する。                        12地域（羽合：7地
域、東郷：4地域、泊：1地域）
【補助率・補助金限度額】
補助率：10/10
限度額：地域均等分90,000円＋地域の人口×150円
補助金　3,670千円
役務費　6千円

実績

【目標】
集落づくり総合交付金：75地
区

0 14,982

■交付金メニューのうち、集落運営交付金につ
いては75区全区に交付決定し、交付を実施し
た。
■集落活性化交付金に関し、未申請の区に対
して、電話、面談等で制度活用の働きかけを
行ったが、世帯数が少なく交付金を活用するよ
うな取り組みを行っていないという反応もあり、
全区での活用に至っていない。
■その他のメニューについても、4月中旬に制度
案内を行い、随時申請を受け付けている。
■交付金の手続きの簡素化等の見直しについ
て内部で検討はしているが、現時点で立案に
至っていない。

【事業評価に対する対応策】
10月中に各区へ制度に対するアン
ケート調査を行い、意見を集約す
る。

【現在の状況】
■集落運営・防犯灯維持交
付金75区
■集落活性化事業交付金
70区
■防犯灯設置交付金27区

【現在の状況】
補助金交付決定：12地域

【現在の状況】
新規登録団体　1団体

【現在の状況】
各種団体・集落の研修：18
件
自主防災組織設立：2地区
未設立地区への呼びかけを
継続して行っていく。

【H29年度に向けた方針】
■手続きの簡素化など、各区の意
見反映を目的とした制度改正を行
い、Ｈ29から運用する。

■交付金の手続きの簡素化等の見直し
について内部で検討はしているが、現時
点で立案に至っていない。

随時申請を受け付け交付決定する。実績報告も同様。 

Ｈ２９年度以降の実施方法を検討 

新規団体呼びかけ 

町報・HP等 

補助金交付手続（交付決定） 補助金交付手続（額確定） 

各種団体・部落で防災研修実施 

自主防災組織設立依頼促進 

交付決定、上期分 
概算払（12地域） 

新規団体呼びかけ 

町報・HP等 

補助金交付手続（交付決定） 新規団体登録1団体 

①集落運営、防犯灯維持管理交付金 
 □ 交付決定   □ 支払処理 

②集落活性化事業交付金 
 □ 実績最終処理 

④区長等事務費、納税奨励、自主防災運営交付金 
 □ 手続案内    □ 交付決定  □ 支払処理 

②集落活性化事業交付金 
 □ 手続案内  □ 交付決定 

②集落活性化事業交付金 
 □ 年内支払分 実績処理 

③防犯灯設置交付金  
 □ 手続案内 □ 交付決定（随時）  

⑤防犯灯各区管理状況調査 
 □ 照会  □ 取りまとめ 

③県LED防犯灯設置防補助金  
 □ 交付申請   

③県LED防犯灯設置防補助金  
 □ 実績報告  

見直し案検討・財政・町長協議 12月区長会へ新たな取り扱いを提案 
□ 2月区長会で説明 
□ 交付要綱改正 

①集落運営、防犯灯維持管理交付金 
 ☑4/13 交付決定75区  ☑ 5/11支払 

②集落活性化事業交付金 

③防犯灯設置交付金  
 ☑4/13手続案内 □交付決定27区（9月末） 

③県LED防犯灯設置防補助金  
 ☑5/11交付申請⇒5/30交付決定   

④区長等事務費、納税奨励、自主防災運営交付金 
 ☑ 10/6手続案内、 交付決定、支払処理 

②集落活性化事業交付金 
 □ 年内支払分 実績処理 

防災講習等 

4/2東田後区    5/27町身障福協 

4/3長瀬中部区   6/12東田後区       

4/24長瀬中央区   6/24泊小4年生 

5/8引地区      6/26小浜区 

5/22田後区 

4/22自主防災組織設立依頼通知 

   防災対策官派遣通知 
町報7～9月号に防災についての記事とともに防災特別 

対策官を紹介掲載 防災訓練時への参加促進 

6/1自主防災組織設立（泊６区） 

防災講習等 

7/5、6 民生児童委羽合支部、泊支部 

7/10田畑二 7/20民生児童委東郷支部 

7/23方地区  7/29町高齢者ｸﾗﾌﾞ連合

会 

7/31長江区  8/31赤十字羽合支部 

9/11宇野区  

9/1自主防災組織設立（泊１区） 
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基本目標Ⅲ　町民みんなが創るまち

H27（繰越分） H28

執行済額 執行済額

8 9 1 2 3

１段目：H28KPI目標

２段目：現在の状況

３段目：達成率、４段目：進捗率

予算執行状況　単位：千円

現在までの評価
H28　事業内容

【H27からの繰越含む】 10 11 12月 4 5 6 7施策 担当課 事業名
H28　KPI　事業評価

【H27からの繰越含む】
上段：事業評価に対する対応策

下段：H29年度に向けた方針

【評価：C　計画どおりに進んでいる】

【達成率】 60%

予算額　2,000,000円
【進捗率】 60%

【評価：C　計画どおりに進んでいる】

【達成率】 0%

予算額　66,961円

【進捗率】 50%

【評価：C　計画どおりに進んでいる】

【達成率】 100%

予算額　708,000円
【進捗率】 40%

【達成率】 -

予算額　0円
【進捗率】 -

【評価：C　計画どおりに進んでいる】

【達成率】 50%

予算額　229,000円
【進捗率】 50%
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ＩＣＴ推進事業①
鳥取県自治体ＩＣＴ共同化推進協議会に対し、行政イ
ントラ負担金を支払う。行政イントラは、自治体間で
活用するグループウェアで県及び県内市町村が参
加する。参加自治体でシステム利用の運営費を負担
する。行政イントラの導入により、複数の自治体間で
のディスカッション、一斉質問・照会、ファイルの共有
が可能となる。

0 115

■自治体情報セキュリティソリューション部会
で、情報セキュリティクラウドの参加団体を取り
まとめたところ、構成団体である19自治体すべ
てが参加意志を表明した。セキュリティクラウド
の仕様について調整完了。8/19県情報政策課
がセキュリティクラウド構築業務を調達公告。

【目標】
セキュリティソリューション部
会におけるクラウド活用の
調査研究。

計画

実績

7、8月期に、年度当初の計画から若干
のずれ込みがあったものの、9月末時点
では概ね予定どおりに、セキュリティクラ
ウド構築業務の調達公告までこぎつけ
た。

【事業評価に対する対応策】
セキュリティクラウドへの接続作業
に遅延が生じないよう、スケジュー
ル感を持って接続協議を行う。

【H29年度に向けた方針】
4月1日のセキュリティクラウド運用
開始に向けて、インシデント発生
時の連携対応など、関係自治体と
の協議を進める。
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温泉熱を活用した
農業・観光分野の２
次利用への展開
〈再掲〉
【Ⅰ：①農林水産業
の振興及びⅠ：②
観光産業の振興に
も記載あり】

【目標】

計画

実績
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み
ら
い
創
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小さな拠点事業の
推進

小学校区など、複数の集落が集まる地域において、
商店、診療所などの生活サービスや地域活動を、歩
いて動ける範囲でつなぎ、人々が集い、交流する機
会を広げ、新しい集落地域の再生を目指す取組みを
行う。
地域住民が主体となった協議会の設置、地域の実
態調査、先進地視察を実施する。
（事業費総額708千円、報償費589千円、旅費49千
円、需用費30千円、役務費26千円、使用料及び賃
貸14千円）

【目標】
小さな拠点協議会の設立：1
件

0 1

■5月13日県中部総合事務所中山間チームと
打合せを実施。
■5月県「鳥取県広域的地域運営組織づくり支
援事業」の申請を行い、交付決定を受理した。
■5～6月区長、関係者との打合せを実施した。
■6月検討協議会設置要綱を策定し、募集を開
始した。
■8月10日協議会委員を委嘱。
■9月20日第１回検討協議会議開催。

計画

実績

協議会設置を実施した。

【事業評価に対する対応策】
設立した協議会で具体的な計画
策定等へ向けて会議開催を継続し
ていく。

【H29年度に向けた方針】
協議会で策定する計画のさらなる
検討や実施を行う。
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買い物難民対策事
業

町フォーマルサービス・インフォーマルサービス一覧
にのりあいバス、移動販売、ネットスーパー、宅配
サービス等の情報を集約、必要に応じて情報提供を
行い買物等不便者の解消を図る。
また、平成28年度から町社会福祉協議会が実施して
いるのりあいバス運行事業の経費助成を行い移動
支援の確保を図る。
・補助金　　　66,961円

【目標】
サービス一覧の更新を随時
行い適正サービスにつなげ
る。
また、のりあいバス事業に
係る経費の助成を行い、事
業運営の安定を図る。

0 0

現在の登録者28人。運行1回当たりの利用者は
約８人でそれ程多くはなく、東郷地域登録者(11
人）の月平均１人当たり利用回数は２回、泊・羽
合地域登録者（17人）は１回となっている。
昨年度は全町で約60人の登録者があったが実
利用者は29名で本年度と比較して大きな増減
はない。

計画

実績

のりあいバスに登録した利用者に買物
支援を行うことができた。

【事業評価に対する対応策】
のりあいバス運行事業が効果的に
活用されるよう、事業周知の支援
を行っていく。

【H29年度に向けた方針】
のりあいバス運行事業の助成を継
続しながら、交通不便者の移動手
段確保をトータル的にケアできる
体制を検討していく必要がある。
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小地域拠点集会所
等バリアフリー事業

高齢化した地域住民等が安心して地域交流できるた
めに拠点である地域集会所等のバリアフリー改修に
対し助成を行う。上限1,000千円。2/3助成。5カ所想
定

【目標】
バリアフリー改修5地区

0 683

９月末現在で３地区のバリアフリー改修終了し
た。また、機会をとらえて改修が必要と思われる
地域への周知を地域へ周知を行った結果、複
数の地区から検討する旨の相談を受けている
など進捗状況は概ね順調に進んでいる。

計画

実績

・４月１５日　漆原公民館改修申請　　５月２０日完了　補助額41,000円
・５月３０日　橋津地区公民館改修申請　　６月３日完了　補助額151,000円
・６月１日　長瀬西部公民館改修申請あり　７月１５日完了　補助額491,000円

現在実施完了地区３地区、検討中の地
区が３地区あり検討中の地区から申請
があれば目標の５地区は達成となる。

【事業評価に対する対応策】
年末の区長会で再度周知を図る。

【H29年度に向けた方針】
地区負担もあるため、地区での協
議ができるよう平成２８年度と同様
に区長や関係者へ早めの重点的
な周知を行う。

【現在の状況】
３地区（漆原、橋津、長瀬西
部）改修済み
複数地区の区長から問い合
わせあり

【現在の状況】
補助金交付申請を促し、各
月の運行実績の確認を行っ
た。

【現在の状況】
小さな拠点協議会の設立：1
件

【現在の状況】

【現在の状況】
・情報セキュリティクラウドの
仕様決定。負担金割合決
定。
・部会2回/全4回　開催

希望地区からの申請を年間を通じて受け、年間５件を目標に地域集会所等のバリアフリー化を推進する。 

町社会福祉協議会 のりあいバス運行事業支援  【事業周知・補助金交付】 

移動販売・配食サービス・宅配・のりあいバス等インフォーマルサービスの情報収集及び更新・相談者への情報提供 

協議会の設立 

具体的な内容、計画の検討、策定 

先進地視察 

地域の実態調査 

情報セキュリティクラウド構築（県） 負担金算定（県） クラウド供用開始（県） 

セキュリティクラウド例規、運用整備 

セキュリティソリューション部会における、クラウド活用の研究 

フォーマル・インフォーマ

ルサービス一覧改定 

関連資料作成、調査 

5/13県中部総合事務所

中山間チームと打合せ 

5/24泊6区長と打合せ 

6/8ＮＰＯ法

人未来副理事

長と打合せ 

6/16検討協議会

設置要綱策定 

6/27～協議会委員募

集ＨＰ、町報告知 

鳥取県広域的地域運営組

織づくり支援事業申請・

交付決定受理 

のりあいバス補助金 

変更協議・増額決定 

66,961円→188,000円 

のりあいバ

ス利用実績 

4月～7月 

東郷 

12回91人 

泊・羽合 

８回７７人 

のりあい

バス利用

実績 

9月 

東郷 

2回16人 

泊・羽合 

2回18人 

のりあい

バス利用

実績 

8月 

東郷 

3回23人 

泊・羽合 

2回15人 

7/11～TCC文字

放送、データ

放送告知 

8/10協議会委

員委嘱 

9/20第１回検

討協議会議開

催 

5/31（火） 

・第1回行政イント

ラ部会 

・第1回セキュリ

ティソリューション

部会 

6/24（金） 

・第2回

行政イン

トラ部会 

7/22（金） 

・第2回セキュリティ

ソリューション部会 

7/29（金） 

・情報セキュリティク

ラウドへの参加表

明 

8/19（金） 

県 

セキュリ

ティクラウド

構築業務

調達公告 
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基本目標Ⅲ　町民みんなが創るまち

H27（繰越分） H28

執行済額 執行済額

8 9 1 2 3

１段目：H28KPI目標

２段目：現在の状況

３段目：達成率、４段目：進捗率

予算執行状況　単位：千円

現在までの評価
H28　事業内容

【H27からの繰越含む】 10 11 12月 4 5 6 7施策 担当課 事業名
H28　KPI　事業評価

【H27からの繰越含む】
上段：事業評価に対する対応策

下段：H29年度に向けた方針

【評価：C　計画どおりに進んでいる】

【達成率】 0%

予算額　185,000円
【進捗率】 50%

【評価：D　計画より遅れている】

【達成率】 0%

予算額　3,445,000円
【進捗率】 10%

②
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主要な避難所の情報支援。
Ｗi-Ｆｉｽﾃｰｼｮﾝ1ヶ所、アクセスポイント5か所（水明
荘、中央公民館、泊分館、アロハホール、羽合庁舎）
に21台を整備していく。
　・工事請負費　3,445千円

【目標】
Ｗi-Ｆｉｽﾃｰｼｮﾝ1ヶ所、アクセ
スポイント5か所21台を整備
していく。

0 0

国への申請にあたっての補足説明資料の整備
を行っている段階。事務をしっかり進め、工事へ
着手していきたい。

計画

実績

【現在の状況】
　国への申請を行った。

補助対象事業の詳細が判明したのが２
か月前であり、申請にあたっての補足資
料を整備しているが、事業着手には至っ
ていない。国との緊密な連絡調整に努
め、早期の着手に努めたい。

【事業評価に対する対応策】
国との連絡調整を密にして、早急
に事業着手したい。

【目標】
平成29年度からの電子申
請システム運用開始。

計画

実績

【現在の状況】
計画どおりに進捗している。

県下で歩調を合わせての取り組みであ
るが、スムーズな導入に向けて取り組み
ができている。

【事業評価に対する対応策】
今後、電子申請システムの細部
（対象業務、様式など）についての
調整が始まるため、担当者レベル
での協議調整が必要となる。

【H29年度に向けた方針】
当システムを導入することに対す
る、実務者レベルの認識の向上を
図る。
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ＩＣＴ推進事業②
電子申請システムの構築に向けて、県及び関係市
町村と協議検討を行うとともに、その他のシステムの
共同化についても引き続き検討する。。

0 88

鳥取県と県内市町村（一部除く）がICT共同化広
域連携協約を締結し、共同で電子申請システム
などの調達を実施する。現在、システム構築業
者を決定し、具体的なシステム内容の協議を
行っている。順調に進捗している。

ＩＣＴ推進事業③

111 【H29年度に向けた方針】
整備後のステーションの活用や広
報について検討する必要がある。

広域連携 業務発注準備 

業務共同調達 
業者決定 

各部会への参加（システム内容協議等）、システム研修等 

システム構築 

完了 
システム構築 

国への補助申請 

工事発注 工事整備 整備完了 

広域連携 業務発注準備 

第1回部会 

業務共同調達実施 業者決定 

第2回部会 第3回部会 

国への補助申請 
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